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プロローグ




　見下ろせば視界いっぱいに制服、制服、制服。

　女の子、女の子、女の子。

　制服姿の天使たちが自分に注目している。

　その数、ざっと一〇〇〇人。

　憧あこがれ、興味、好奇心──好意的な感情が壇上まで伝わってくる。

　伊だ達てメガネ越しに居並ぶ女の子たちを見下ろす唐から渡と健けん太た郎ろうの心臓は、嬉うれしさのあまり激しいステップのダンスを踊る。

　これは本当に現実か？

　ひょっとしたら自分はあの事故で死んでて、ここは本当の天国なのかも。

　頬ほおをつねってみたいが、注目されている舞台の上でそんな行動をする訳にもいかない。

　仕方がないので、慣れない革靴の中で無む理り矢や理りに足の指を捻ひねって重ねてみる。

　むぎゅっ！

　ちゃんとささやかな痛みを感じる。

　間違いない、これは現実だ。

　しかし、喜びをあからさまに顔に出してはいけない。そんな事をすればこのパラダイスから追放されてしまう。

　奥歯に力を込め、にやけそうになる口元を引き締める。ついでにメガネのポジションを直す仕草に紛れて、頬ほおに触れて己の表情を確かめる。

「──という訳で、唐から渡と先生は大学を卒業した後、旅の途中でわたしと出会ったのです」

　健けん太た郎ろうの隣では金きん髪ぱつ碧へき眼がんの上品な老婦人──ジュノー・ロックウェル理事長が、流りゆう暢ちような日本語で彼を紹介している。

「歳としが近く、なおかつ幅広い人生経験を持つ方ですので、学年やクラスを問わず皆さんの良き相談相手になってくれるでしょう。では、唐渡先生、どうぞ」

　ジュノーがステージ中央のマイクスタンドから離れたのと入れ替わりに、健太郎が進み出てその前に立つ。

　ごくり──静寂の中、自分が唾を飲み込む音だけがやけにはっきりと響く。

　ここが第一の正念場だ。

　挨あい拶さつに失敗したら、学校に留とどまれない。

　息が詰まりそうで、無意識に襟元に手が伸びてネクタイを緩めていた。何しろ締めたのは今日きようで二度目だ。初めては、昨日きのうの夜の練習。

　見下ろせば、女の子たちの眼まな差ざしはさらにキラキラ増量。周囲の光景はありふれた体育館なのに微妙に華やいで感じられ、甘い香りまで漂っているような気がするのは『女子校』という言葉の魔力だろうか。

「え、えーと……。初めまして。た、ただいま紹介にあずかりました……その、唐渡健太郎です。五月下旬という半端な時期からではありますが、よろしくお願いしますっ！」

　くすっ！

　ぎこちない挨拶に、居並ぶ生徒たちから小さな笑いがこぼれる。

「背、高くってかっこいいよね」

「うん。ちょっといいかも」

「でもしゃべり方とか、ちょっと頼りない感じ？」

「親しみやすそうでいいと思うな」

　かわいいソプラノや甘いアルトのひそひそ声が、妙にはっきりと耳に届く。

　よし。万全とまではいかなかったけれど、とりあえず最初の関門はクリアー。

　問題なく信じてもらえたし、女の子たちへの印象もなかなか良好。

　偉いぞ、オレ。よくやった、オレ。この調子でいくぞ、オレ──心の中で、自分自身を絶賛する。

「唐渡先生、何かおかしい事でも？」

　ジュノー理事長が、小声で尋ねる。

「え？　いえ、その……光栄に感じるあまり、つい嬉うれしさで顔が緩んでしまったようです」

　慌てて言い訳しながら、にやけた唇を真一文字に引き締める。

　危ない。

　油断して、ボロを出すような羽は目めになったら何もかもお終しまいだ。

　自分は、本来こんな場所に立っていい人間ではない。

　まず教員免許を持っていない。まあ、それについては問題ないらしい。

　しかし理事長さえ知らない、絶対にバレてはいけない重要な秘密が健けん太た郎ろうにはある。

　唐から渡と健太郎は就職浪人ではない。大学も出ていない。

　この四月で一六歳になったばかりの宿無しが、たまたま行きがかりと勘違いで理事長に見み出いだされてしまっただけなのだ。









１章　　新任のごあいさつ






　北の街にある私立宝ほう盟めい学園は、中等部から大学まで備えた女子校だ。

　ただし大学部のキャンパスは十年以上前に郊外に移転しているので、中等部と高等部だけが市の中心部から遠くない場所に並んでいる。大講堂など一部の施設は渡り廊下で結ばれた共用構造なので、一続きになった建物群と呼ぶ方が適切だろう。

　学校そのものの歴史は明治まで遡さかのぼるという話だが、校舎は大学部移転時に全面的に建て替えられているので、まだ新しくて機能的だ。

　その中等部三年Ｂ組の教室で、健太郎は教壇に立っていた。

　宝盟では中等部と高等部にそれぞれＡからＥまでの五クラスずつなので、比較的生徒数は少ない。

「えっと。改めて初めまして。唐渡健太郎です。正式な教師ではなく、あくまで中等部英会話の講師チユーターとして皆さんの勉強のお手伝いをする事になりました。また、このクラスに関しては副担任も務めさせていただきますので、よろしくお願いします」

　ぺこりと頭を下げる。

　さっきの講堂に比べると、見ている女の子は一クラス分三四人だけ。しかし講堂のステージ上とは違って、距離はぐっと近い。それぞれの顔がはっきりと分かってしまう。

　みんな頭の上に『ワクワク』という文字を浮かべているような表情で、健けん太た郎ろうに注目している。

　しかも美少女揃ぞろい。

　状況が状況なのでこちらの目にフィルターがかかっているのかも知れないけれど、魅力的に感じるのは確かだ。

　特に至近距離──最前列中央、教卓の真ん前の生徒が目を引く。

　凝った形で一部を編み込んでいる長い髪、滑らかな曲線の鼻筋、柔らかそうな頬ほお。距離が近いせいで、全校朝礼の時の錯覚とは違ってほんのり鼻をくすぐる芳香を現実に感じる。コロンなどの人工的なものではない。穏やかで清潔感溢あふれる、石せつ鹸けんの香りだ。

　けれど、気になるのは美しさや匂いだけではない。

　何より気にかかるのは、その表情だった。

　他のクラスメイトが健太郎の登場に浮き立つ気持ちを隠そうともしていないのに、彼女だけは『ワクワク』がない。

　見知らぬ男性に嫌悪や拒絶を覚えるというのなら、まだ理解はできる──嬉うれしくないけれど。

　けれど、彼女はまるっきりの無表情だ。

　ただ『新しい教師が来た』という事実を淡々と受け止め、受け入れているだけかと思ったけれど、何か妙に真剣な表情でこちらを見つめている──というか観察している。

　じーっ。

　きれいに透き通った水晶を思わせる瞳。

　整いすぎているくらい整っている硬質な美び貌ぼうと合わせて、どこかガラス細ざい工くの人にん形ぎようめいた印象だった。

「あの……？　唐から渡と先生？」

　隣にいる正担任の黒くろ岩いわ燿よう子こに声を掛けられ、我に返る。

　ジャージの上下にショートカットという、いかにもな体育教師。確か二十代の後半だったか。顔立ちから受けるのは、もうちょっと若い印象なのだけど。

「あ、ああ。ごめんなさい。こういうのは慣れてないから、緊張してしまいまして」

　もう一度、襟元を緩める。

　数秒、固まっていたらしい。主観的には何分も見つめ合っていたような気分だが。

「唐渡先生かわいー」

「大人なのに純情っぽいのがいいよね」

　教室のあちこちから、そんな小声が聞こえてくる。

　また嬉しさにドキドキときめいてしまう。胸が、内側からぐいぐい押されている感覚。

　これだ。

　ただその場にいるだけで女の子たちの注目が集まり、プラスの感情を向けられるというこの喜び。しかもライバルなんて誰もいない、市場占有率一〇〇パーセント。

「はい、静かに。出席を取ります。唐から渡と先生もみんなの名前と顔、覚えてくださいね」

　燿よう子こがパンと手を叩たたいてみんなの注目を集め、五十音順に名前を読み上げる。その度に、呼ばれた生徒が『はいっ！』と元気よく答えて挙手する。それこそ、健けん太た郎ろうの注意を引こうとするアピールのようだ。

「神こう月づき未み優ゆうさん」

「はい」

　落ち着いた──というより低音と形容したくなる声で、手も静かに挙げただけ。

　最前列中央、さっきの女の子だ。

　きれいなだけでなく一人だけ態度が違うから、ますますはっきり記憶に残る。

「はい。じゃあ朝のＨＲはこれで終わり。すぐに一限目が始まりますから、静かに待っていてください」

「はいっ先生！　質問があります！」

　教室の真ん中あたりで、ひとりの生徒が勢いよく右手を挙げた。

「何ですか、美み里さとさん？」

　燿子の言葉で、出席を取った時のフルネームを思い出す。

　確か、美里花か菜なと言ったか。

　肩まで伸ばした髪で、片側だけ着けたアクセサリーがアクセントになっている。

「いえ。燿子先生じゃなくて、唐渡先生に」

「え？　オ──僕に？」

『オレ』と口にしそうになって、慌てて言い直す。

　今の自分は大人で、彼女たちの先生なのだ。それにふさわしい態度を取らなければ。

「はい。クラスのみんなが知りたいと思ってるでしょうから、委員長のわたしが代表して質問します」

「な、何かな？」

　緊張している事を気け取どられないようにすると、ますます緊張してしまう。

　伊だ達てメガネのブリッジをくっと指で持ち上げ、息を整える。

　冷静に、冷静に、設定を確認しろ。

　今の自分は中学を出たばかりの一六歳ではない。

　建前としては二十代前半。大学卒業後、気ままに放浪していた若者なのだ。

　地金が出ないように用心して、そっちに合わせた受け答えをしなければ。

「唐渡先生、彼女とかいるんですか？」

　……

　…………

　………………

「ええっ!?」

　予期せぬ質問に、数秒頭が空白になった。

　きゃーっ！

　わーっ！

　黄色い声が教室を満たす。

「え、えーと……。それは、その……」

「はいはーいっ！　みんな、静かにしてっ！」

　健けん太た郎ろうが戸惑っていると、燿よう子こ先生がまたパンパンと大きく手を打った。しかし、教室を覆ったざわめきは収まらない。

　ただ、はしゃぐみんなの中で、やはり未み優ゆうだけが無反応だ。

「だって、みんなも絶対気にしてるじゃないですか。知らないままだったら気になって勉強も手に付かないし、委員長のわたしが代表して訊きくのが一番早いかなーって思って」

　腰の後ろで手を組み、ちょっと首を傾かしげて、花か菜なが尋ねる。

　これか。

　遠慮なしにぐいぐいアプローチするのが、噂うわさに聞く『女子校ノリ』という奴やつか。

　少なくとも健太郎が三月まで通っていた学校では、同じ中三でもここまでストレートに踏み込んでくる女子はいなかった。

　いや、ひょっとしたらいたけど、健太郎が気付かなかっただけかも知れないが。

「燿子先生は気にならないんですか？　唐から渡と先生に恋人がいるのかどうか？」

「そ、それは……。もうっ。仕方ないわね。どうなんですか、唐渡先生？」

「えっ？　先生もそれ訊くんですか？」

　頬ほおをほのかに赤らめて、燿子先生までもが花菜委員長の尻しり馬うまに乗る。

　どうする？

　どう答えるのがベストなのか。

　騒ぎを収めるためには『いる』と言っちゃった方がいいのか？

　だけど『じゃあどんな人なんですか』とか尋ねられたら上う手まくごまかせるのか？

　それに『いる』と答えたらいろいろ損じゃないか？

　若くて独身で、生徒みんな──現状約一名を除く──から注目されているという、美お味いしさ抜群のポジションを捨ててしまう事にならないか？

　健太郎の頭の中で無数のクエスチョンマークが飛び交う。

「え、えーと……いないよ、残念ながら」

　思考と判断と決心によるものではなく、溢あふれてこぼれるように言葉が漏れた。

　また教室内が一斉に沸き立つ。一点を除いて。

「じゃあ、あたし立候補ーっ！」

「抜け駆けずるーいっ！」

　大きく手を振る者、身を乗り出す者、席に着いたままで声を出す者、教室中の女の子が健けん太た郎ろうに向かって見えないハートの矢を飛ばしてくる。

　まさに逃げ場なし、美少女軍団の猛攻撃！

「はいはい。みんな、冗談はその程度にしてね。唐から渡と先生、困ってるでしょ」

　燿よう子こがしっかり釘くぎを刺した。

「は、はは……。そうですよね。うん、冗談冗談」

　冷静になれ、落ち着け、オレ。

　実際には一歳しか違わなくても、表向きの自分は『大学卒業済み』だ。この子たちとは七、八歳も離れている計算になる。さすがにそれだけ年齢差があれば、普通に恋愛対象にはならないだろう。

　これはアレだ。

　要するに、女の園に珍しく若い男性教師が来たからみんなチヤホヤしてるだけで、本気で彼女に立候補してる訳ではないのだ。

　健太郎が中学の時だって、教育実習で若い女子大生が来たらクラスの男子が妙に盛り上がっていたではないか。あのパターンと同じだ。

　それでも、やっぱり嬉うれしい事は嬉しい。

　これまでの人生──といってもたったの一六年だが──で、こんな風にたくさんの女の子に囲まれて好かれた事なんて一度もなかったのだから。

　厳密にいえば、つい半年ほど前まで異性とか恋愛なんてほとんど意識してなかったというのもあるが。

　思い起こしてみれば、ほんの十日前までは高校受験に失敗した挙げ句、旅の途中で文無しになって行き倒れになるかと怯おびえていたのに、今ではこんなパラダイスにいて、しかも寝床にも食事にもありつける。

　成り行き任せでも、これだけ素晴らしい状況に落ち着いたんだから結果オーライだ。

「……唐渡先生、どうしたんですか？」

　健太郎の楽園気分に、冷たい水が差された。

　もちろん目の前の未み優ゆうだ。

「い、いや。何でもない。その……女子校の雰囲気なんていうのには慣れていないからね。ちょっと面めん食くらっただけだよ」

　緩みかけた口元に力を入れ、ネクタイも締め直す。

　ちょうどタイミングよく、電子音のチャイムがＨＲの終了を告げた。

「はい。じゃあ、すぐに一時限目が始まりますから、みんな静かにしてください。それと、分かっていると思いますけど今日きようのＬＨＲロングホームルームではスポーツ大会の出場種目を決めるので、ちゃんと考えておいてくださいね」

　最後は本物の先生らしく、燿よう子こが空気をシャキッと引き締める。彼女に先導される形で、健けん太た郎ろうも教室を後にした。

「うふっ。大変でしたね、唐から渡と先生」

　廊下を歩きながら、燿子がこちらを見上げる。

　並ぶと、健太郎の方が頭一つほども大きい。彼女の目の高さがちょうど健太郎の肩のあたりだ。あまり長身ではない燿子だけれど、俊敏そうに引き締まり、それでいて大人らしい丸みを帯びた身体からだはジャージの上からでもうかがえる。

「はは……。何しろ先生として教壇に立つなんて初めてですし、まして女子校なんて足を踏み入れた事さえないんですから」

　苦笑いしつつ、伊だ達てメガネの位置を直す。

　革靴やスーツ、ネクタイもそうだが、メガネも不慣れな代しろ物ものだ。ついつい気になって、何かあると手をやってしまう。

「ウチの学校、ちょうどここ何年か、若い男性教員がいなかったんです。ですから、みんな必要以上に唐渡先生に注目しちゃって」

「まあ、覚悟してましたよ」

　実際は、覚悟というより期待。男なら誰もが夢見るハーレム状態。

　ただ、その中に一つだけ異物がある。

「黒くろ岩いわ先生。話は変わりますけど、クラスでちょっと気になる子がいたんです。最前列の真ん中。神こう月づき未み優ゆうさんって言いましたか」

「気になるって……まさか、唐渡先生っ！」

　燿子の声が、緊張感を帯びる。

「教え子に恋愛感情をっ？」

　ずてっ！

　すっころびそうになり、どうにか足を踏み出してブレーキを掛ける。

　しかし精神的には派手に転倒し、おでこを強打したような衝撃だった。

「な、な、なっ！　何を言うんですかっ！　そうじゃありませんっ！」

　全力で否定する。

　万が一にもそんな疑念を抱かれたら女子校の先生失格、即座にクビだ。

　そうなれば、この楽園から追放されるだけではない。

　住まいとかご飯とか、いろんなモノを失うのは確実なのだ。

　絶対に表向きの好印象はキープしなければ。

「そ、その……っ！　ほら、ちょっと他の子と雰囲気っていうか、ノリが違う感じがしたから印象に残ったんですよ。席も教卓の真ん前ですし」

　もちろん『とびきりの美少女だから』というのは重大な理由なのだけど、それを口にする訳にはいかない。

「ああ、それだけですか。確かに、神こう月づきさんって印象的ですものね」

　安心した表情で笑った後、燿よう子こは数秒視線を宙に向けて考え込んだ。

「……そうですね。わたしから話して変な先入観になってもいけませんし、唐から渡と先生がご自身で直接生徒に触れて、いろいろ感じ取った印象を大切にした方がいいと思いますよ。理事長も先生の若さに期待してるんですし」

「そうですか。期待されてるとしたら、素人しろうとなりに頑張らないといけませんね」

　照れ笑いしながら、こめかみの辺りを掻かく。

「でもわたし、安心しました。唐渡先生が、生徒をそういう目で見ているんじゃなくて」

「は、はは……まあ、そうですね」

　そもそも今日きよう顔合わせしたばかりで、まだほとんど言葉も交わしていないのだ。

　かわいいとかきれいとか、見るだけで感じる好印象や興味はあっても『恋愛』という人間関係についてはまるっきりイメージできないのも事実。

　見た目だけですぐ恋に落ちる事もあるのだろうけど、健けん太た郎ろうの実感とは異なる。

「うん、そうです。お若いと言っても、さすがに中学生は恋愛対象にはなりませんよね。多少の年下とか、年上であっても、やはり釣り合う年齢の女性じゃないと」

「は、はは……」

　乾いた笑いしか出てこない。

　ごめんなさい、本当は生徒と一歳しか違いません。オレ自身、ついこの間まで中学生だったんです──とてもじゃないが、本当の事は告げられない。

　それに今の発言、『年上』が微妙に強調されていたのは気のせいだろうか。




　とりあえず初日は健太郎の担当授業はなかった。他の教職員と挨あい拶さつしたり、中等部英語担当の教師と打ち合わせしたりで過ぎていった──何とかボロを出さずに。

　ただし副担任として一いち日にちの終わりのＬＨＲロングホームルームには立ち会わなければならない。燿子は五限目の授業から直接教室に行くとの事なので、健太郎は一人で三Ｂの教室へ向かった。

　チャイムが鳴るのと同時に、扉を開けて中に入る。

「きゃーっ！」

「おわっ！」

　いきなりの悲鳴に、驚いて硬直してしまう。

　女の子たちのほとんどは、半袖のシャツにハーフパンツという体操着姿だった。

　中には上半身だけはセーラー服なんてのもいるけれど、ほとんどは暑そうに着崩していて、前をはだけているのでブラジャーが見えている子もいる。委員長の花か菜なもシャツの裾すそを大胆にめくり上げて、脇わきの下にデオドラントスプレーを吹いていた。

　ただ一人、未み優ゆうだけがきちんと制服に着替え、涼やかな表情で背筋を伸ばして着席している。

「ご、ごめんっ！」

　咄とつ嗟さに顔を両手で覆い、皆に背を向ける。数秒、ゴソゴソと物音やら話し声やらが続いた後、花菜から『もう大丈夫ですよ』と声がかかった。

「う、うん」

　目を開けて改めて振り返ると、さすがに完全に制服に着替えた訳ではないが、下着やおへそが見えるような状態ではなくなっていた。

　健けん太た郎ろうは苦笑しながら、教卓へ向かう。

「す、すみませんでした、先生。五限目の体育が長距離走だったから」

　クラスを代表して、花菜が説明した。

「ＬＨＲロングホームルームの後はそのまま掃除だし、着替えるのってめんどいしー」

「今まで若い男の先生とかいなかったから、みんな油断しちゃってたんだよね」

　花菜の発言に乗っかって、他のクラスメイトは笑った。服装の乱れは直しているけれど、ノートや下敷きをウチワ代わりにしたり、タオルで汗を拭ふいたりというのは変わらない。

「ほ、ほらっ！　それにもう五月も末だし、天気もいいし、いっぱい走るとやっぱり暑くて汗だくになっちゃうんですよ」

「そ、そうか？　僕は、まだまだ涼しいと思ってるんだけど……」

　懸命に説明する花菜に応えながら、健太郎は額をハンカチで拭ぬぐう。

　これは暑気のせいではない。緊張で流れる冷や汗だ。

「北国の人間には、北国の初夏は暑いんです」

　淡々とそう答える未優だけが、まるっきり暑そうには見えない。

「あ、あの……唐から渡と先生……」

　恥ずかしそうに、頬ほおを染めて花菜がこちらを見つめる。

「ん？」

「その……わたしたち、別に汗臭くとか……そういう事、ないですよね？」

「え、えーと……特に気にならない……かな？」

　さすがにこの場でクンクン鼻を鳴らす訳にはいかないけれど、率直な感想として変な匂いは感じない。

　やっぱり男性の目──というか鼻が入ると、気になっちゃうものなのだろうか。

「あら、唐から渡と先生。先にいらしてたんですか？」

　遅れて教室にやってきた燿よう子こがハンカチで拭ぬぐっていたのは、濡ぬれた手だ。トイレにでも寄ってきたらしい。

「ＨＲの話し合いは生徒に任せましょう。わたしたちはこちらへ」

　ホワイトボード脇わき、窓際の椅い子すへと燿子が先導する。

「大丈夫なんですか？　僕が中学の時なんか、生徒だけに任せるとみんな騒いで、しっちゃかめっちゃかになっちゃったんですけど」

　着席すると、健けん太た郎ろうは燿子の耳元で小声で尋ねた。

　ずっと昔の話みたいに言っているが、実はほんの少し前の話だ。

「ウチは生徒の自主性を尊重する方針ですから。それに、女子だけだともめ事になる大きな材料が一個抜けてますしね。まあ、女の子オンリーっていうのもそれはそれで別の面倒くささがあったりするんですけど」

　思い起こしてみれば、中学では男子ｖｓ．女子の構図になってこじれるケースが多かったような気がする。

「では、ＬＨＲロングホームルームを始めます」

　席を離れ、司会として教卓についた体操着の花か菜なは教室内を見渡した後、一瞬だけ健太郎の方に視線を向けた。

「議題は再来週の土曜、交流委員会主催のスポーツ大会の出場割り振りです。全員が一種目以上出て、個人競技は一人三種目までしか出場はできないので、よく考えてください」

　ハキハキした発音のよく通る声、堂々とした態度──こうしていると、実に立派な委員長だ。今け朝さのはしゃぎっぷりやさっきのはしたないスタイルからは想像できない。

　ホワイトボードには書記の生徒が『交流委員会六月期イベント・クラス対抗スポーツ大会』と大書していた。

「やっぱり勝ちたいよねー」

「うんうん。高等部相手でも負けたくないって感じ」

「貴きの宮みや委員長だから、また何か面白い賞品とか出してくれそうだし」

　授業ではなくＨＲだからなのか。それとも基本的な校風なのか。教室のあちこちで私語が起きているけれど、花菜はもちろん燿子も咎とがめたりはしない。

　イジメなどもないと聞いているし、確かに居い心ごこ地ちの良さそうな学校だ。

　すっ。

　和なごやかで朗らかなさざめきの中、不意に一人の生徒が挙手した。

　細くて白くて滑らかな指の、小さな手のひら。

　未み優ゆうだ。

　そこから波紋のように静寂が広がっていく。むしろ波立っていた水面みなもが、一点から鎮しずまっていったという方が適切な表現かも知れない。

「……えっと、神こう月づきさん。何か意見ですか？」

　花か菜なが確かめると、未み優ゆうは無言で肯うなずいて立ち上がった。そして、そのまま振り返る。

　最前列中央だから教室全体を見渡す体勢だ。整った顔だちで無表情なせいか、まるでどこか威圧するような雰囲気がある。

「皆さん、本気で勝ちたいですか？」

　クールな口調の、そっけない質問だった。

「そりゃ勝ちたいに決まってるよ」

「あたしたちにやる気ないとか言いたい訳？」

　未優の態度に、あちこちから反発の声が上がる。

　しかし未優は意に介した様子も見せず、カバンの中からコピー用紙の束を取り出した。

「では、これを。一枚ずつ」

　あらかじめ各列の人数に合わせて小分けしていたようで、手早く教室内に配り、さらに目の前の花菜と書記、それから健けん太た郎ろうと燿よう子こにも手渡す。

　手書きではなく、ワープロソフトで見やすく清書された一覧表。

　その内容に、健太郎はぽかんと口を開けた。

「え、えーっと……神月さん？　これは？」

「今の議題の『結論』です」

　花菜の質問に、そっけなく答える。

　未優の言う通り、スポーツ大会の全種目に対応した出場選手の割り当て表。さっき花菜が説明した『全員一種目以上、一人三種目まで』という条件にきちんと合致している。

　な、何なんだ、この子は？

　健太郎は手元のリストと、それを用意してきた未優の顔を交互に見つめる。

　端整な造作はワープロ打ちのプリントと同じで、きれいだけれど、どこか温かみからは遠い。

　クラスメイトたちもどう反応していいのか戸惑っているらしく、微妙に気まずい静寂が教室を包んでいた。

「け、『結論』っていうのはどういう意味ですか？」

　さすが委員長。何とか混乱から立ち直った花菜が、ぎこちない笑え顔がおで尋ねる。

「見れば分かるように作成してあるはずです」

「な、何となく想像はつくんだけど、神月さん本人からはっきり説明してくれない？」

「総合優勝を目指す場合の、最適の種目割り振りです。全員の所属クラブや体育の成績などを考慮して作成しました」

　未優の返答は、あくまで淡々としている。

「え、えーと。では、みなさん。神こう月づきさんからの『提案』について、何か意見はありませんか？」

「まあ、あたしは出るんなら短距離のカッコいい奴やつって思ってたから、その点じゃ文句はないよ。だけど、こんな風に一方的に出られると面白くないっていうか」

　頬ほお杖づえをついたままぼやいたのは、一番後ろに座った三み隈くま妙たえ子こという生徒だった。ショートカットで引き締まった体形の、いかにもなスポーツ少女。未み優ゆうリストによると走る速さはクラス一で、一〇〇メートル走・二〇〇メートル走・一一〇メートルハードルの花形三種目に当てられている。

「えっと……。確かにわたし、運動は苦手だし、特に出たい種目とかなかったけど、これはあんまりだと思う……」

　廊下側の前の方、小お笠がさ原わら伊い緒おが悲しげな声で訴える。丸顔で小柄の、おとなしそうな女の子だ。伊緒の名前が記されているのは四〇〇メートル競走だけ。しかも『チーム総合優勝を目指すなら、効率的なポイント獲得のため捨てゴマにする作戦は有効』と身も蓋ふたもない注釈が書き添えてある。

「反論があるなら言ってください」

　皆に向かって問いかけたのは、司会の花か菜なではなく未優本人だった。

「性格も考慮し、他のクラスの出場選手も推測した上でのリストです」













「ほ、他のクラスって……一〇〇〇人分？」

　健けん太た郎ろうの頭の中に、今け朝さの全校朝会の光景が浮かび上がった。

　本当にこの子は、あれだけの人数のデータを踏まえたのか。

　ウソを言っているようには見えないし、充分時間をかければ不可能ではないのかも知れない。

　それにしたって、一人でそこまで頑張れるとは。

　しーん……。

　気まずい静寂が、教室を包んだ。

　あれ？

　微妙な違和感を覚える。

　健太郎としては驚きつつも、クラスの勝利のために頑張った未み優ゆうに感心もしたのだけど、他のクラスメイトたちのリアクションは芳かんばしくない。

「こんな風に決められたままっていうのもシャクじゃない？」

「だけど変に意地張って出たくもないのに出るのも、えーと……本末転倒って奴やつ？」

「それにほら、一番面倒なのは神こう月づきさん本人がやってる訳だし」

　数呼吸の間まの後、あちこちでざわめきが起きる。

　やり方に不満はあるけれど、反対のための反対をするのも無意味。

　みんながそう判断するくらいには的確なリストという事だ。

「……確かに、よくできてるわね」

　担任であり体育教師でもある燿よう子こが小声で漏らした評価は、隣の健太郎にしか聞こえなかっただろう。

　改めてチェックしてみると、未優自身が出るのは一五〇〇メートル。大会中、もっとも距離の長い競走だ。次が八〇〇メートルだから、飛び抜けてハードだと言ってもよい。

　健太郎自身中学時代の体育祭の事を思い起こしてみても、この手の長距離に出たがる奴などいなかった。時間はかかるし疲れるしで、ジャンケンで負けた奴が仕方なく出場するというケースが多かった。

　リストを作成する身としては、その気になれば面倒を自分で引き受けるなんて事は避けられたはずだ。多分、それらしい理由だっていくらでも考えつくだろう。

　だけど、未優は出場枠一名の一五〇〇メートルに自分を割り当てた。

「えっと……特に不満や反対意見がなければ、神月さんのリストを基本にして仮決定したいと思います。もし後で不満や不都合があれば、その都度修正するという事で皆さんよろしいですか？」

　どうにか状況を収拾しようと花か菜なが確認してみると、みんなが同意の声を漏らしたり肯うなずいたりで、はっきりとした異論は出てこない。

「神こう月づきさんも、いいですね？」

　気遣って、花か菜なが尋ねる。

「わたしに確認する必要はありません。みんなが同意したのですから」

　これだけ大変で、しかもクラス全員が納得する仕事をやってのけたのなら、普通はもっと褒められたいとか、評価されたいとか考えそうなものだ。

　だけど、未み優ゆうの態度はどこかそっけない。

　やっている事は正しいし、有益なのだろうけど、健けん太た郎ろうは微かすかな違和感を覚える。

　彼女はこれで、寂しいとか残念とか考えないんだろうか。

「先生、どうします？　他に議題もないから、時間余っちゃいましたけど？」

　気を取り直し、花菜がこちらに向かって笑え顔がおを作る。

「そうね。じゃあ、自習にします。多少の私語は構わないけど、他のクラスに聞こえるようなのはダメよ」

「はーい」

　許可が出ると、それぞれ机の向きを変えたり席を交換したりと、友達同士と思おぼしきグループが形成される。

　と言ってもお喋しやべりしたり遊んだりするのではなく、ちゃんと教科書を開いて教え合ったり質問を出し合ったり。中には教科書ではなく文庫本を開いている子もいるが、やはり燿よう子こは注意しない。

　この学校──少なくともこのクラスではこれが普通らしい。

　ただし、未優だけは一人だ。自分の席に座ったまま、黙々と教科書に目を向けている。

「あ、そうだ。先生、しつもーんっ！」

　花菜が手を挙げる。

「何ですか？」

「いえ。黒くろ岩いわ先生じゃなくて、唐から渡と先生に。英語なので」

「あーっ！　花菜ってば抜け駆けずるーい！」

「えへっ」

　冷やかす友達に笑顔で振り向き、花菜はすたすたと健太郎に向かって歩いてくる。

「え、えーと。何かな？」

　またネクタイを直して、気持ちを引き締める。

「ここの訳文なんですけど、これでいいんでしょうか？」

　目の前に差し出されたのは三色の蛍光マーカーを使い分けてラインを引いた参考書と、細いシャーペンできれいな文字が書かれたノートだった。

　教師として初めて受ける質問だが、去年習ったのと同じ範囲だし、英語は元々得意だ。問題なく理解できる。

「ここの『Ｉ　ａｍ　ｗａｉｔｉｎｇ』は『Ｉ　ｗａｉｔ』の方が適切かな？『ｗａｉｔ』だけで『ある程度の時間、継続的に待っている』っていうニュアンスがあるから、現在進行形だと妙に気張った感じになっちゃう。あ、でもテストの訳文なら進行形って強調した方がいいかも」

　日常会話は問題ないのだけれど、テスト対策となると少々心こころ許もとない。

「ありがとうございます」

　ばささっ！

　お辞儀した弾みで、ノートに挟んでいたプリントが落ちる。

「あ、大丈夫？」

　ごく自然に、屈かがんでそれを拾おうとした健けん太た郎ろうと、花か菜なの手が重なった。

「えっと、ご、ごめんっ！」

　慌てて引っ込めたが、触れた感触がやけにくっきりと健太郎の肌に残っている。

　ひんやりしていて、少ししっとりと湿った、女の子の手。

「い、いえ。いいんです。ありがとうございました」

　花菜も頬ほおを微かすかに赤らめ、拾ったプリントをノートやテキストと一緒に胸に抱きしめる。

「う、うん。べ、別に気にしてないから」

　慌てて取り繕った後で後悔する。大学を出ている二十代の男としては、今のリアクションはいくらなんでも純情すぎだ。













　とは言っても、女の子と手を触れ合うなんて去年の運動会以来だし、あの頃は今よりも異性を意識してなかった。

「じゃ、あたしも先生にしつもーん！」

「あたしもあたしもっ！」

　花か菜なの行動が呼び水になったのか。他の生徒たちも次々に立ち上がる。

「みんなちゃんと並んで順番に。騒がないよう注意してね」

　先に席に戻った花菜が指示を出すと、他のみんなもおとなしく指示に従う。

　ふと隣を見ると、燿よう子こは満足そうに無言で肯うなずいていた。

　少なくとも二点これで健けん太た郎ろうにも理解できた事がある。

　まず、自主性を重んじる校風は生徒たちにも理解され、尊とうとばれているという事。

　そして委員長である花菜がクラスメイトから信頼されているという事だ。彼女自身、積極的にリーダーシップを発揮しているし、まわりもそれを受け入れているのが分かる。

　多分、自分で立候補したんだろうな──そんな風に推測する。

　健太郎が中学の時のクラス委員はなりたがる者がいなくて、教師の推薦でどうにか決まったような有様だった。

　誰かがやらなければいけないけれど、普通あまりやりたがる人がいない。

　その点で言えば委員長と長距離走は一緒だ。

　だけど、花菜はクラスのみんなから好かれ、未み優ゆうは──はっきり言ってしまうと敬遠されているように見える。

　どうしてもその事が気にかかってしまう。

　一応先生なのだから『クラスの和を大事に』とか『みんな仲良く』とか、そういう事も考えた方がいいのだろうか。

「先生、どうしたんですか？」

「あ、ごめん。えっと、質問は、何かな？」

　二番目の生徒の声で、目の前の現実に引き戻される。

　花菜が仕切った列は健太郎の目の前から伸び、机の列の外側に沿ってカーブしている。

　またしても女子、女子、女子──。

　女の子が自分と話したくて、文字通り列を成している。

　自習が始まったばかりの時は他の科目の生徒も多かったのに、今は全員英語のノートを手にしている。明らかに、質問というのは単なる口実。最初に思いついた花菜の後に続いているだけ。

　目当ては、健太郎自身だ。

　なりゆきでなってしまったニセモノとはいえ、女子校の先生というポジションの美お味いしさを実感する。

　にやけないように表情筋に力を込める健けん太た郎ろうだが、浮かれてばかりもいられない。

　きちんと先生らしい姿を見せなければ。

「唐から渡と先生、英会話が専門なんですよね。わたし、ＬとＲの区別がダメで……」

　二番手は伊い緒おだ。教科書のページは、質問内容に直接の関係はない。多分『質問する』と決めてから、具体的な内容を考えたのだろう。

　列の後ろの方で『あたしも、それ訊きこうと思ってたのに』とか呟つぶやいている子もいる。

「ああ、これは苦手な人多いよね」

　伊緒一人ではなく、他の生徒にもよく聞こえるよう顔を上げる。

「Ｒは巻き舌って言うけど、意識しすぎると不自然になってネイティブには通じない事もある。もちろんＬとＲの区別はあるけど、一個のアルファベットが一種類の発音に厳密に対応しているって訳でもない」

　得意分野なので、あまり緊張せずにすらすらと言葉が出てくる。

「だから文字単位できちんと区別しようって考えるんじゃなく、単語レベルで慣れるように心がけた方が最終的な上達は早い。例えば『ＲＡＩＬＷＡＹ』や『ＬＩＢＲＡＲＹ』みたいに、ＬとＲの両方を含む単語でね」

「先生……唇とか舌の動き、触って教えてくれないんですか？」

　伊緒は、ちょっと厚めの唇をツンと尖とがらせた。

「こらっ！　それはやり過ぎでしょ？」

　すかさず、燿よう子こが釘くぎを刺した。

「はぁーい」

　伊緒がおとなしく引き下がったので、すぐに次の生徒が進み出る。ただ、やっぱり『健太郎と話す事』そのものが目的だったようで、質問の内容があっちに行ったりこっちに行ったりでなかなかまとまらない。

「えっと。要するにここの訳文の意味を解説すればいいのかな？」

「あ。は、はい。そうですね」

　それでも健太郎の方が言いたそうな事を汲くみ取とり、あまり話を長引かせないようにする。

「ありがとうございます！　やっぱり先生ってすごいんですね」

「ははは。まあ、本職じゃないけどね」

　つい口元が緩む。

　ああ、英語が得意でよかった──声には出さず、胸の内で歓喜の叫びを上げる。

　自分には慣れている事や当たり前の知識なのに女の子が頼り、喜び、褒めてくれる。

「先生」

　浮かれた気分に水を差すようなクールな声。

　列の最後に立っていたのは、未み優ゆうだった。

「え……えっと……」

　真顔で見つめられると、微妙に緊張してしまう。

　表向きの立場は先生と生徒でこっちが上。それを別にしても年長だし、体格だってこちらがずっと大きいのに、彼女からは妙なプレッシャーを感じてしまうのだ。

　しかも、最初のあいさつの時同様、妙に真剣な目つきでこっちの顔を見つめている。

　今までで最も顔が近い。

　涼しげな眼まな差ざし、通った鼻筋、桜色の小さな唇、白い肌のきめ細かさまではっきりとわかってしまう。

「唐から渡と先生。先生は英会話の講師という事ですが、会話以外の文章表現について質問しても構わないのでしょうか？」

「う、うん。大丈夫だけど……」

　未優の質問に肯うなずく。

　こちらの立場を慮おもんぱかれば最初に必要な確認だが、花か菜なを含めほとんどの生徒が文法関連の質問もしていた。

「ここの訳文についての質問です」

　そう言いながら未優が差し出したのは教科書ではなかった。市販の参考書で、それもかなりハイレベルなのが一目で分かる、難関校受験対策用の代しろ物ものだ。

「え、えっと……ちょっと待ってよ」

　会話に比べると、印刷物を読むのは理解に一手間かかる。頭の中で発声してみて、何とか日本語に訳して未優に伝えて参考書を返す。

「……」

　しかし、反応がない。健けん太た郎ろうの訳文を反はん芻すうしているような雰囲気だ。

「ど、どうかしたのかな？」

「先生、間違ってます」

「ええっ？」

　思いがけぬ指摘に、健太郎の声が裏返った。

「ここの『ｇｅｔ　ｉｔ』は前後の文脈から考えると『理解する』ではなく、普通に『品物を獲得する』と解釈した方が適切ではないでしょうか？」

「え？　ちょ、ちょっと待って？」

　未優の手から参考書をひったくって、もう一度問題の英文を熟読する。

　確かに未優の指摘が正しい。口語では『分かった』で使う事の方が多いから、ついうっかりしてしまった。

「ご、ごめんっ！」

「いえ。疑問点だった単語については教えていただけました。ありがとうございます」

　丁寧に一礼して、未み優ゆうは席に戻っていく。

　気まずい。はっきり言って気まずい。

　先生らしいところを見せようと気負ったくせに、かなり初歩的なミスをしてしまった。

「唐から渡と先生、あまりお気になさらず。何しろまだ先生になったばかりなんですし」

「は、はは。そうですね」

　こっちの気持ちを汲くんでくれたのだろう。燿よう子こが笑え顔がおで励ます。

　ちょうどタイミング良く、終了のチャイムが鳴った。最後がＬＨＲロングホームルームの日は、帰かえり際ぎわのＳＨＲシヨートホームルームは原則省略で、そのまま掃除になる。

　未優を含め、半分以上の生徒は教室を去り、花か菜なたち当番を含む一〇数人だけが残った。

　ちゃんとした体操着姿と、上着だけ制服だったり逆に体育シャツにスカートだったりという混成部隊が掃除を始める。

　極端に露出度が高い訳ではないのに、見慣れないスタイルのせいか『女の子の世界』の秘密を垣かい間ま見みたような気がして、妙にドキドキしてしまう。

「先生、何を見てるんですか？」

　体育シャツ＆スカート姿の花菜が、自在ホウキを手に尋ねてくる。

「あ、いや……その、教室の掃除とか懐かしいなーって思ってさ。はは……」

　作り笑顔でごまかしながら、後頭部を掻かく。

「あー、そっか。大学とかだとそういうのもないんですね」

　とっさのごまかしだが、花菜は納得してくれたようだ。

「そうだ。どうせだったら掃除の監督してくれませんかぁ？」

「えっ！」

　体操服姿の女子の一人が、いきなり手をつかんで引っ張った。

「お願いしまーす」

　二人、三人──次々に健けん太た郎ろうを取り囲み、中には腕にしがみついてくる子までいた。

　さっき花菜に尋ねられた時は気付かなかった女の子の匂いが、不意に鼻をくすぐったような気がした。

「どうですか、先生。せっかくだから、それが終わったら、わたしが校内を案内してあげます。だってまだ、知らない事も多いでしょ？」

「あー、花菜ずるーい。また抜け駆け」

「じゃああたしも」

　他の生徒たちも案内役に立候補してくる。

「き、気持ちは嬉うれしいけどね」

　いくら囲まれるのが嬉しいとは言っても、女の子を五人も六人も引き連れて、校内をぞろぞろ大名行列状態で練り歩くのはまずい。

　それに、なるべく早くこの場を離れたいもっと深刻な問題があった。

　尿意だ。

　おしっこが漏れそうなのである。

　ちゃんとした授業ではないとはいえ、ＬＨＲロングホームルームで質問を受け付けて『先生らしく』と緊張した反動か、急に催してきた。

「ご、ごめん。その事は、またいずれ！　ちょっと急ぐから！」

　花か菜なたちに一言告げて、その場を辞す。

　何しろ先生だ。もちろん廊下を走るわけにはいかない。奥歯が浮き上がりそうなむずがゆさをこらえ、内うち股ももに力を込め、早足で廊下を歩いて行く。

　しかし、まだ不慣れな校内。すぐにはトイレが見つからない。教室の至近にあったのは女子専用だった。

　女子校だから若い男性が希少なのと同じで、紳士用トイレもレアなのである。

　もちろんスルーして、次を探す。

　階段の隣に二つ並んだトイレのドアを見つけた。手前には、スカート姿の赤いシルエットのプレートがぶら下がっている。

　という事は、自動的にもう一つは男性用！

　細かくチェックしている余裕もない。

　最後の数歩は、股こ間かんを押さえながらほとんど走っている状態だった。

　バタンッ！

　ドアを開ける。

「……」

　目が合った。

　一仕事終えた雰囲気の未み優ゆうが、鏡の前で手を拭ふいている。

　そして中には個室のドアが並んでいた。すべて未使用で開いている。

　即すなわち、女性用トイレの構造である。

　いやまあ、知識として知っているだけで女性用トイレの現物をしっかり観察した事なんてないのだけれど。

「先生、間違ってます」

　驚いていたのは、ほんの一瞬。落ち着いた態度で未優が告げる。

「ここは、男性用ではありません」

「えっ！　ああっと、そのっ！　ごめんっ！」

　パニックで、頭の中がぐるぐる虹色模様に渦巻く。

　ここが違うとなると、男性トイレはどこだ？

　確実なのは職員室や事務室がある棟だけど、あそこまでは渡り廊下を挟んでかなりの距離がある。

　果たしてそこまで耐えられるかどうか。

「一つ下──二階の同じ位置は男性用トイレです」

　脂汗を流すこちらの状況を把握したのか。未み優ゆうが教えてくれた。

　そこなら別棟よりも近い。

「そ、そうか！　ありがとう！」

　トイレを飛び出し、言われた通りに階段を全力で駆け下り、今度は間違いなく『男性用』と表示されたドアに駆け込み、用事を済ませる。

「ふぅ[image: ][image: ]っ！」

　圧倒的な解放感で、身体からだがぶるっと震えた。

「……それにしても、どうなってるんだ？」

　普通、トイレが二つ並んでいたら男女それぞれに分かれているのではないか？

　頭の片隅にひっかかった変な疑問を抱え、手を洗って外へ出る。

「先生」

「おわっ！」

　目の前に、未優が立っていた。

「さ、さっきはどうもありがとう。な、何しろ、まだ校内の事はよく分かってなくてね。あはは……」

　間違って女子トイレに踏み込むという最悪クラスの失敗をごまかそうと、ぎこちない笑いを浮かべる。

「つまり先生は、三階のトイレの配置や構造に疑問があるという事ですね？」

「う、うん。まあ、そう……かな？」

「あの位置のトイレは、文化祭など外部の人間が来る行事の際には男性用に切り替えられますが、普段は女子用です。ただし二階だけは、教師の利用も考慮して普段から男性専用になっているんです」

　だからほとんどの女生徒は何となく嫌がって、よほど混こみ合っている時でもなければ利用しないのだとか。

「空すいている事が多いので、わたしはよく使いますけれど」

「な……なるほど、そういう事か。あれ？　ひょっとして神こう月づきさん、その事をわざわざ僕に教えてくれるために？」

　未優の立場からすると、わざわざ健けん太た郎ろうを追いかけて二階の男性用トイレにやってくる必要なんてないのだ。

「先生があのトイレに飛び込んだ以上、事実関係を知らないという事ですから、この機会にちゃんと説明しておいた方がいいと判断しました」

「あ、ありがとう。本当に助かったよ」

　未み優ゆうの頭の回転の速さと親切さを、改めて実感する。

「職員室棟は別にして、中等部ではここと体育館だけなので注意してください。ちなみに行事で来らい賓ひんが来る事も考慮してるので、男性トイレの数が最も多いのは実は体育館です。覚えておくと便利だと思います」

「そ、そりゃどうも」

　また礼を言うしかない。

　確かに助かるのだけど、ますますこの子にどう接していいのか分からなくなる。

　間違いなくいい子なのだけど妙にズレているというか、淡泊すぎてアプローチするきっかけがつかめない。

「そ、そうだ。神こう月づきさん、今、時間はあるかな？」

「特に急ぎの用事はありませんけど、何か？」

「よかったら校舎を案内してくれないかな？　一応説明は受けてるんだけど、今の件みたいにまだまだ不慣れでね」

「分かりました。特に、どこか気になるところなどはありますか？」

「えっと……あ、そうだ。議題に出ていた『交流委員会』っていうのは何なのかな？　こんどのスポーツ大会とか、この学校独自のものなの？」

　健けん太た郎ろうは、どうにか話題のとっかかりを見つけた。

　スポーツ大会について出ていたキーワードで、ちょっと気になっていた謎なぞの単語だ。

「わたしから説明するより、当事者に会った方がいいです」

　それだけ告げると、すたすたと早足で歩き出す。

「う、うん……」

「ちょ、ちょっと！　どこへ行くの？」

「高等部です」

　答える未優の足は止まらない。

　決断や判断が速いのはいいけれど、教室でのリストの件といい、本人の中で結論が出てしまっていると他人に説明しなくてもいいと思ってしまうらしい。トイレの時は、こっちの疑問の内容を理解したから、丁寧に教えてくれたけれど。

　高等部棟はクラス数も同じで基本的な作りは中等部とほとんど変わらないが、特別教室や文化部部室が多い分、多少大きくなっている。

　階段を上っていくと最上階──三階の片隅に生徒会室と隣り合って『交流委員会』というプレートを掲げた部へ屋やがあった。

　つまり生徒会と並ぶくらいに重要で、なおかつ常設で通年の活動をしているという事か。

「失礼します」

　未み優ゆうは小さな拳こぶしで二度ノックしてから、そっとドアを押し開ける。

「あら？　どなたかしら？」

　教室の半分くらいの広さの室内には、たった二人しかいなかった。

　一番奥に座っていた少女が立ち上がり、ずずいっと健けん太た郎ろうの前に迫ってきた。

「ど、どうも」

　その迫力に圧おされて思わず後ずさってしまう。

　具体的にいうと、バストの迫力。

　高等部の制服が内側からはち切れてしまいそうに盛り上がっている。だからといってぽっちゃり体形という訳ではなく、ウエストは引き締まっているし、短めのスカートから伸びた脚はほどよい肉付き。

　思わず隣の未優と見比べ、次に記憶の中の三年Ｂ組全員と照合する。

　たった二歳か三歳の差でこれほどボリュームの違いが出てしまうものなのか。

　思春期の驚異！

　アメージングな第二次性徴！

　そりゃ男の方だって、短期間でいきなり肉体的成長を遂げてしまうケースがあるのは知っている──というか体験しているけれど。













　要は、単なる年齢差というよりこの子個人がすごいのか。

　対面から数秒。

　健けん太た郎ろうは冷静さを取り戻して、そう判断した。

　彼女がすごいのは、プロポーションだけではない。

　緩やかなウェーブのかかった長い髪はきらきら光るブロンドだし、瞳の色はブルー。彫りが深くて肌の色も白い。未み優ゆうも白いけれど『日本人として色白』の範はん疇ちゆうに収まる。

　対して、この高校生は明らかに欧米の白人に近い。

　会議中でもなさそうなのに『委員長』と記された三さん角かく錐すいを前に立てている。

「中等部三年Ｂ組の神こう月づきです。新任の唐から渡と先生に校内を案内しています」

　未優が簡潔に状況を説明するのに合わせ、健太郎も軽く頭を下げる。

「つまりっ！　我が交流委員会の活動を知りたいという事ですわね？　ようこそ。わたくしが、このわたくしこそがっ！　委員長を務める高等部二年Ａ組・貴きの宮みや瑛えい美みですわ。以後、お見知りおきを」

　自分の名前に強くアクセントを置きながら、真まっ直すぐにこちらへ右手を伸ばしてくる。胸を張った姿勢なので、ますますバストが強調される。

「ど、どうも。中等部・英語講師の唐渡健太郎です」

　ぎゅっ！

　こちらが遠慮がちに手を差し出すと、獲物に食らいつく獣の顎あぎとのように、瑛美の手が飛びかかってきた。

　健太郎の手が捕らえられ、強く握られる。

　偶然触れた花か菜なとはまた感触が違う、獰どう猛もうと思えるほど力強い、熱のある握手。

　押しが強く、スキンシップも積極的。いかにも肉食系という印象だ。高二という事は、実は健太郎より一つ年上か。

「ちーっす。委員会書記の、茅かや名なすみれでぇーす。あ、クラスは高等部の一Ｃ」

　もう一人、並べた長机の角を挟んで『委員長』の斜めに座っている少女が、笑って左手をひらひら振る。こっちはツインテールというのか、ボリュームのある髪を左右にリボンで括くくっている。

「さて、交流委員会についてお知りになりたいという事ですわよね？」

「う、うん」

「ではっ！　委員長であるこのわたくし自らが、唐渡健太郎先生のために微に入り細を穿うがって解説いたしましょう」

　ミュージカル女優みたいに両腕を大きく広げ、高らかな声で瑛美は語り始めた。

「そもそも、この宝ほう盟めい学園の歴史自体は明治まで遡さかのぼります。当時は、高等部・中等部の区別なく上級生が下級生を教え導き、各種の行事も合同で行うのが慣例でした。しかしっ！　戦後の学制改革以降、その伝統は衰え始めたのですっ！」

　要所要所で必要以上に強いアクセントをつけるせいで、ますます芝居じみて見える。

「そこでっ！　この交流委員会が設立されたのですわ。義務的・制度的に各クラスから選出されるのではなく、自発的に志願したメンバーが中等部・高等部の区別なく参加できるイベントを企画し、運営するのですわっ！　中等部と高等部の垣根を取り払うばかりでなく、生徒の自主的な運営による文化・体育活動で学業だけに偏らない人格形成を目指す本校の本質とも言える組織っ！　それがっ！　それこそがっ！　この、交流委員会っ！」

「ちなみに今年度に入ってからは四月に『新入生歓迎クラス対抗ソフトボールマッチ』、五月には『五月病をぶっとばせ。クラス対抗歌合戦』が行われています。今度のスポーツ大会で三度目になります」

　説明を付け加えたのは未み優ゆうだ。

　唄うたうような瑛えい美みのハイテンションと比べると、ますますクールさが際立つ。

「えーと……つまり、毎月何かやってる訳？　すごいね。どれだけメンバーがいるの？」

「書類上は六名の委員がいますけれど、実質的に活動しているのはこのわたくしと、すみれだけですわ」

「えっ？　それで毎月？」

「このわたくしの汲くめど尽きぬエネルギーと強い意志、そしてすみれの細やかな実務能力があれば、我が委員会に不可能の三文字はありませんことよっ！　当日の設営などは各クラスから人手を出してもらえる事になっていますし。ほーほほほっ！」

　手の甲を口元に当て、胸を反らして高らかに笑う。

「いやー。あたしは、内申点狙ねらいで働いてるだけですよー。テストの成績悪いしぃ」

　すみれは口を大きく開けて笑った。

「確かにいろんな行事があるのは楽しいと思うけれど、それを負担に感じる生徒もいるんじゃないかな？　それに全部が全部クラス対抗の勝負にしなくても。中一と高三だと体力差とかも大きいだろうし……」

「何を仰おつしやいますの、先生っ！」

　どんっ！

「わっ！」

　瑛美が勢いよく机を叩たたいた。

　反動でバストがぶるんと揺れて、思わず目が釘くぎ付づけになる。

　まずい。

　教師としてこの視線の動きはまずい──健けん太た郎ろうはうろたえたが、当の瑛美はそれに気づいた様子もなく、またミュージカルのポーズで朗々と語りあげる。

「人生はこれすべて勝負っ！」

　健太郎の鼻先に、白い人差し指が突きつけられる。

　整えられたピンクの爪つめが目に留まった。

「そして人生では、公平な条件など設定されておりません。体力はもちろん、知力、容姿、環境、胸のサイズ、万事に格差がついて回るのが現実世界っ！　あらかじめ優位な条件を持っている者に対し、不公平だ、そっちのカップを小さくしろと訴えても得るものなど何一つないのですわっ！」

　いや。胸のサイズって容姿の中に含めていいんじゃないかな──と思ったけれど口には出さない。

「まー、瑛えい美みちゃんってば何でも勝ち負けにするのが好きだもんねー。何が何でもクラス対抗戦」

　すみれが茶々を入れる。

「わたくしの趣味というか、個人的な意向が反映されているのも否定いたしませんわっ！　しかしその上で、異なる個性と能力を持つクラスメイトたちが力を合わせて、互いの足りないところは補い、長所を活いかす事で個々人が背負った不公平を乗り越えてこそ尊とうとい！　そして、卒業後の過酷な現実を全力のクロールで泳ぎ切る力も身に付くのですわっ！」

　言葉に合わせ、両腕で大きく水を掻かく動きをしてみせる。またバストが揺れる。

　確かに一理ある見識で、頭から否定する訳にもいかない。

「つか、クラス対抗以外のチーム分けにすると準備が面倒だし、全校生徒参加で個人戦だとさすがに仕切りきれないんですよねー」

　瑛美の主張があくまで理念なのに対して、すみれの方はさすが実務担当らしい意見を述べる。

「ところで唐から渡と先生っ！」

　びしっ！

　また人差し指が突きつけられる。

「本日赴任したばかりで、部活や委員会の顧問は担当していない。そうですわよね？」

「う、うん」

　基本的に校内での健けん太た郎ろうのポジションは、退職した前任者からのスライドだ。その人も、そういう仕事は受け持っていなかったはず。

「ならばっ！　このわたくし、貴きの宮みや瑛美があなたを、交流委員会の顧問に任命しますっ！」

「ええっ！　そういうのって、生徒側から決めるモンなの？」

「あくまで生徒の自主性を第一とするこの交流委員会には、監督役としての顧問教師が必要とは定められておりませんわ！　しかし、委員会が必要とあれば、アドバイザーとして教職員に顧問を依頼する事ができると、校則にも明記されていますわ！」

「ちなみに『第八章・課外活動、第二四条・交流委員会、第九項・顧問について』です」

　さらりと未み優ゆうがそらんじる。

　すごい──健けん太た郎ろうは、また素直に感心する。

　自分は生徒手帳に載っている校則なんてちゃんと読んだ事さえないのに、未優は全部記憶しているらしい。

「近年若い男性教員が不在で、そういう視点を活いかしたイベントが困難でしたが、先生がスタッフとなってくれるなら、より幅広い活動が可能になる事間違いなしっ！」

「ま、まあ……一応理事長にも相談して……」

「躊ちゆう躇ちよしているヒマがもったいないとは思いませんのっ？　先生、大人なのですからご自身でビシッと、バシッと、スパッと今すぐこの場で決断なさいっ！」

「はっ、はいっ！　分かりましたっ！」

　瑛えい美みの迫力に気け圧おされて、思わず同意してしまう。

「よろしくてよ。それでこそ、わたくしたちが敬意を払うに値する先生ですわ」

　瑛美が満面の笑みを浮かべ、髪を掻かき上あげる。

　これでいいのだろうか。実際は年下だとしても、表向き先生である自分がこんな風に生徒に押し切られてしまって。

「あ、そーだ。センセ、あたしからも質問いーですかー？」

　すみれが、帳簿から顔を上げた。

「免許とか持ってる本職じゃないんすよね？　なんでウチのガッコに来たんですか？」

「わたくしも是非お伺いしたいですわ」

　ずいっ！

　瑛美もにじり寄ってくる。

「え、えーと……」

　またちらりと未優の方を見る。

「神こう月づきさんの方の都合もあるんじゃないかな？　あまりここに長居しても。あ、後は僕一人でも何とかなりそうな気がするし……」

「わたしの事ならご心配なく」

「あ、そうなの？」

「それに……」

　未優が、健太郎の顔──特に目元をじーっと見つめる。

　えっ？

　何？　何なんだ？

「わたしも、ちょっと知りたいです」

　健太郎が困惑していると未優が小さな声で、しかしはっきりと呟つぶやいた。

　淡泊で取っ付きにくい印象の女の子だけど、最初に教室であいさつした時にも他の子より真剣にこっちを見つめていた。

　ひょっとしたら、自分に個人的な興味を持っているとか？

「そ、そうなんだ？　じゃあ、えーと……どこから喋しやべればいいのかな。最初はなりゆきっていうか、行きがかりっていうか」

　健けん太た郎ろうはこめかみのあたりを掻かいて、間まを持たせようとする。

　言葉は、慎重に選ばなければいけない。

　完全なウソはダメだ。後からいろいろと矛盾が出たり、不自然な事になったりする。

　致命的なキーワードだけを微妙に避けつつ、表向きは本当の事を言った方がいい。

　特に、未み優ゆうみたいな頭のいい子がこっちに強い関心を向けているのだから。

　一瞬で頭をフル回転させ、健太郎はゆっくりと穏やかな口調で説明を始めた。

「この春、学校を卒業したんだけど、ちょっとしたトラブルに巻き込まれちゃったせいもあって、先の事が決まらなくてね」

「つまりっ！　就職浪人という訳ですわね？　まあ昨今は何かと不景気ですから、能力のある方であっても機会に恵まれないケースがあるのは仕方ないですわ」

　窮屈そうに腕を組み、瑛えい美みがうんうんと肯うなずく。

　完全には肯定できないから、返事はせずに曖あい昧まいに笑ってスルーする。

「で、家族とも相談したんだけど、ガツガツ焦らず、これを好機と考えた方がいいってね。それで目的地を決めないで、ぶらぶらと旅に出る事に決めたんだ」

「ロマンティックですねー。あたし、修学旅行以外した事ないから羨うらやましいですよー」

　すみれも仕事の手を止めて、きらきらした瞳で健太郎を見上げている。

「この街でたまたまロックウェル理事長と知り合って、行くところがないならウチの学校で働かないかって事になってね」

　よし、上う手まく言い抜けた。

　心の中で、健太郎はガッツポーズを取った。

　確かにウソはない。勘違いされても仕方ないようにちょっと工夫しただけで。

　例えば、実際には就職活動に失敗した大学出じゃなく、中学出たばかりという事とか。

　無計画な旅行中に文無しになっての大ピンチだったのを、酔っ払って一ひと悶もん着ちやく起こしてる理事長を助けて、それをきっかけで職を世話されたとか。

　そういう肝心の部分は伏せたけれど、完全な作り話はしていないのだ。

「では、現在はこの街で一人暮らしですの？」

「うん、まあね。部へ屋やとか全部、理事長にお世話してもらって」

「おばあさまは、一度気に入った相手はとことんまで面倒を見る主義ですものね」

「おばあさま？」

　瑛美の言葉に、クエスチョンマークを返す。

「説明がまだでしたわね。わたくし、貴きの宮みや瑛えい美みはロックウェル理事長の孫娘なのですっ！」

　なるほど。クォーターかハーフで、髪や瞳の色は祖母譲りという事か。

　その時──。

　トントン、ガチャッ！

　形ばかりのノックの後、内側からの返答を待たずに乱暴にドアが開けられた。

「ちょっと！　交流委員会うるさいわよっ！　静かにしてよっ！」

　飛び込んできたのは、高等部の制服を着た女子だった。くっきりした目鼻立ちは瑛美に似ているが、こちらは髪も瞳も普通の日本人風。

　ついでに、胸もぐっと小さい。

　これに関しては日本の女子高生の普通サイズという訳ではなく、中学生の未み優ゆうと比較しても大した差のないぺったんこ路線だった。

　背後には、大きなメガネをかけた小柄な女の子が一人付き従っている。

「あら、どうしたのかしら、早さ弥やちゃん？」

　胸を張るように背を反らして、瑛美が訊たずねる。

　偉そうな姿勢は、どう考えても来訪者を迎えるものではない。

「いくらいとこ同士でも校内ではその言い方はやめてって言ってるでしょ！　ちゃんとケジメをつけて、間ま辺なべさんとか生徒会長とか呼びなさい！」

　そう言って闖ちん入にゆう者しやの少女──生徒会長・間辺早弥は左腕の腕章を示した。

　でかでかと『生徒会長』と書かれている。

　外から人が来る公的な行事でもないのに、日常的にコレを着けている人がいるなんて、健けん太た郎ろうの想像外だった。

　いとこ同士と言ったが、ある意味で似ている二人なのかも知れない。

　自分大好きとか、地位にこだわるところとか。

「唐から渡と先生に交流委員会の活動を説明していたのですわ。つまり委員長の業務の一環っ！　遊んでた訳でなし。生徒会に文句を言われる筋合いはありませんことよっ！」

　大きく両手を広げ、くるりと一回転。わざわざターンを決めてから早弥に向かって指を突きつける。

「委員長と言ったって、なり手がないところに立候補しただけでしょ？　それに比べてこのわたしは、ちゃんと選挙によって選ばれた生徒の代表よっ！」

　早弥の方も人差し指を伸ばし、瑛美を指差す。

　まるで剣の切っ先を互いに向け合う決闘のようだ。

「こっちも他の立候補ゼロだったから、形だけの信任投票だったんだけどねぇ～」

　早弥の後ろにいるメガネの子が、だるそうな口調で小さく指摘した。

「なっ！　何を言うの、蛍ほたるちゃんっ！　たとえそうであっても、わたしが高等部全生徒に承認された代表者である事に変わりないのよっ！」

「それに自分を会長と呼ばせたいんなら、あたしの事も古ふる尾お副会長じゃないと釣り合い悪いしぃ～。だいたいあたし、めんどいのに早さ弥やちゃんに巻き込まれただけだしぃ～」

　メガネの子──古尾蛍ほたるはツッコミの言葉さえ面倒くさそうだった。

「ほーほっほっ！　語るに落ちたわね、早弥ちゃんっ！　しょせんあなたは高等部だけの代表っ！　ですが、このわたくしっ！　貴きの宮みや瑛えい美みは違うわっ！　中等部・高等部を合わせた、全すべての生徒の上に君臨する交流委員会委員長ですのよっ！」

「瑛美ちゃん瑛美ちゃん、君臨はしてないってば」

　座ったままのすみれが、苦笑しながらひらひら手を振る。

　似た者同士だからか。ツッコミ担当のパートナーが必要な点も一緒らしい。

「交流委員会の趣旨は、わたしだって知ってます。けど最近はなり手も少なく、文化祭と体育祭、水泳大会くらいになってたのは貴宮委員長だって知ってるでしょ？」

　味方であるはずの副会長から思わぬ指摘が入った事で、分が悪いと思ったのか。早弥は腕を下ろし、呼吸を整えてから話を仕切り直した。

「だからこそっ！　この貴宮瑛美が本来の趣旨を達成し、全校生徒に理解させるべくっ！　率先して委員長となり、活発に活動しているのよっ！」

「それが余計なの。毎月イベントじゃ、学業に影響が出るかも知れないでしょ？　理事の中からも、交流委員会は制度そのものを廃止すべきだって意見も出ているんだし」

　私立の生徒会長ともなると理事会とも関かかわりが出てくるのか──早弥の言葉に健けん太た郎ろうは違和感を覚えたけれど、何しろ高校生としての実体験がない。

「早弥ちゃん、理事の顔色なんてものを気にしていますの？　この貴宮早弥は違いますわっ！　第一にわたくし自身のやりたい事っ！　そして次に生徒たちの希望願望要望っ！」

「四月五月のイベントについてのアンケートでも、全校生徒の七〇パーセント以上から『満足だった』『またやってほしい』って回答ですよー」

　補足したのはすみれだった。

　手元に広げた資料には、集計内容らしきグラフや表が書かれている。

「……ぐぬぅ……っ！」

「民意を尊重する立場としては、この数字の前に沈黙するしかないようねっ！」

　歯がみする早弥を前に、瑛美はまた胸を突き出すようにして高笑いする。

「い、いえっ！　少数の意見をちゃんと汲くんでこその民主主義っ！　言い換えれば三割近い生徒が何らかの不満を抱いているという解釈も可能よっ！　わたしはその三割のために交流委員会の横暴を、数の暴力を許さないわっ！」

「ふっ！　ならば勝負よっ！」

「勝負？　いいわよ。どんな勝負をする気？」

「あー、またこの展開だねー」

「始まっちゃったよ。懲りないねぇ」

　唐突な瑛えい美みの宣言と受けて立つ早さ弥やに、すみれと蛍ほたるが苦笑する。

「来きたるスポーツ大会であなたのクラスが優勝したら、その時はわたくしもあなたの意見に耳を貸さないでもないわ」

「いいわ。勝利して、その伸びきった鼻をたたき折ってあげる！　そうと決まれば特訓よ。行くわよ、蛍ちゃんっ！」

「だーからぁ、古ふる尾お副会長ですってば。あたし、そーいう暑苦しくてめんどいのは嫌いなんですけどぉ」

　大股で部へ屋やを立ち去る早弥の後ろを、蛍はずりおちそうなメガネを押さえながらちょこちょことついていった。

「……何だかなぁ……」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす健けん太た郎ろうの口から、自然と感想が漏れた。

　瑛美と早弥、交流委員長と生徒会長──似たタイプの二人の舌戦は、まるでトルネードが二つ激突したみたいだった。

　しかも端から状況を見ていると、行事の多さにクレームをつけていたはずの早弥があっさり丸め込まれて大会に闘志を燃やしちゃっているし。

「どうもお騒がせいたしましたわ、先生」

　さっきの言い合いの剣けん幕まくはどこへやら。スカートの端を指先でつまみ、舞踏会を思わせる過剰に優雅な仕草で瑛美は一礼する。

「う、うんまあ、学校の雰囲気がよく分かった。あはは……。顧問の件も、校長や理事長に確認して正式にＯＫもらうようにするから。じゃあ、今日きようはこれで」

　愛あい想そ笑いで応え、委員会室を後にする。

　生徒会長の乱入には面めん食くらったが、結果的に交流委員会と生徒会の関係も実感できたし。

　もちろん、未み優ゆうも一緒に部屋を出た。

「神こう月づきさん。どうも案内ありがとうね」

　口にしてから、ちょっと言葉遣いが不用意だったかなと後悔する。

　教師と生徒という事を意識しすぎて、ちょっと子供を諭すようなあやすような物言いになっていなかっただろうか。

「いえ、どういたしまして。頼まれた以上、最後までやるのが当然ですし」

　中学生らしからぬ大人びた答が返ってくる。

「……それと、先生」

「ん？」

「先ほどの行事を負担に感じる生徒という話は、わたしの事を念頭に置いていましたか？」

　思いがけずダイレクトに切り込む質問だった。

「う、うん。あんなリストを作るのは大変だろうなと思ってさ。ＨＲで話し合うのは決まってたんだろ？　だったら一人で無理しなくてもよかったし、下調べっていう事なら他の友達に手伝ってもらうって手もあったんじゃないかな？」

「わたしは大した負担だとは考えていません」

　返ってきたのは、想像していない冷たい返事だった。

「クラスメイトの負担を減らし、無駄な話し合いを省略するためにやった事です。それを誰かに手伝わせたら本末転倒です。一人でやるのが一番効率的ですから」

「そ、そうかな？　でも、ああいうのってみんなで、ああでもないこうでもないってワイワイやるのも楽しいんじゃない？」

「楽しむのが目的ではありませんでしたから」

「いや。それでもそんな不機嫌な……」

　やばいっ！

『顔をしなくても』と言いかけて、慌てて口を噤つぐむ。

　ついストレートすぎる事を言いかけてしまった。

　健けん太た郎ろうの登場でみんながはしゃいでいる時にも、一人だけリアクションが特別だったのがずっと気になっていたので、つい口からこぼれかけたのだ。

　慌ててメガネのブリッジを押し上げる事で、『先生』としてのネジを締め直す。

「……これは、地顔です」

　この反応も平常運転過ぎて、怒っているのかいないのかも判断できない。

「ちゃんと事前にみんなに『勝ちたいか』とも確認しました」

　つまり『勝ちたい』という返事があったから、あの、勝つことだけを考慮したリストを提出したという事か。微妙に言葉が足りていない。

　もしもみんなの意見が『勝負よりも楽しく』だったら労力が全部無駄になっても構わなかったのだろうか。

「無駄を省いたおかげで自習時間になり、みんなも先生も喜びました。充分クラスに貢献できたはずです。最後にはみんな楽しくなったのではありませんか？」

「えっ？　まあ、その……」

　確かに女の子が次々に自分の前に押し寄せるというのは嬉うれしかった。

　だけど『みんな』じゃない。

　あの教室で、一人だけ笑え顔がおじゃない女の子がいたのは事実なのだ。

「確か、四月にクラス替えしたばっかりだよね？　ちょっと珍しいタイミングだね」

　いろいろ考えた末に、なるべく無難そうな話題を切り出してみる。普通、受験を控えた年度ではやらない事だ。

「宝ほう盟めいは中等部の九〇パーセント以上が、そのまま高等部に内部進学しますから」

「そ、そうなんだ。だったら確かに三年でクラス替えしても差し支えないかもね、うん。神こう月づきさんは、去年から同じクラスだった友達って誰？」

　この子の事をもっと知りたい──単純な好奇心もあったし、もしも何か人間関係で困っている事や悩みがあるのなら力になりたい。

　自分は先生なのだから。

「同じクラスだった人は何人かいますが、特に友達と呼べるような相手はいません。少なくとも、わたしの事を個人的な友達と思っている人はいないでしょう」

「あ……」

　考えてみれば、予想可能な答だ。

　友達が多かったら、選手リストを提出した時の微妙な雰囲気は生まれなかっただろう。

「ご、ごめんっ！　さっきからオレ、無神経な事言っちゃって！」

　慌てて謝罪する。

　彼女がその事を気にしているのなら『友達に手伝ってもらえば』というのは、思いやりに欠ける発言だ。

「……どうして先生が謝るんですか」

　単に冷淡なだけではない。

　どこか、抑えたような口調。

「わたしに個人的な友達がいないのは、単なる事実です。それ以上の意味はありません」

「そ、それでもさ……」

　そう言ったが、続く言葉が何なのか健けん太た郎ろう自身理解していない。

「もちろん。現状が好ましいと思っている訳でもありません。ですから、友達を作るための前提として、クラスに貢献する事でみんなに受け入れられようと考えています」

「そ、そうなんだ。うん、それはいい事だね」

　賢い反面、人間関係には不器用なタイプなのかも知れない。

　その上で自分なりにいろいろ考えてるのだから、先生としてはきちんと見守り、後押ししてやるのがいいのだろう。

「先生、他にどこか案内してほしい場所はありますか？」

　歩きながら話して、気がつくともう中等部の校舎に戻っていた。

「も、もう大丈夫だよ。ありがとう」

「では、失礼します」

　そう言って未み優ゆうは振り返りもせず、背筋を伸ばして真まっ直すぐ歩いて行く。

　彼女が見ていないのを知りながら、健太郎はぼんやりと手を振って見送るしかなかった。









２章　　初めてのおやすみ






「唐から渡と先生。では、授業の方をよろしくお願いしますよ。不慣れでしょうから私が補佐するべきなのでしょうけど、何しろいろいろと多忙で」

　初老の英語教師──讃さ岐ぬきが、にこやかに声をかける。

　元々中等部の英語はいろんな事情が重なって教師が不足気味で、しかも一人急に都合で退職した状況という話だった。

　讃岐は定年間近のベテランで文法や受験対策には手慣れている反面、口語表現や砕けた日常会話などは苦手なので、その方面では健けん太た郎ろうに大いに期待しているらしい。

「は、はいっ！　頑張りますっ！　では！」

　緊張し、教科書や出席簿をしっかりと小こ脇わきに抱え込んで、必要以上に真まっ直すぐ背筋を伸ばして職員室から踏み出す。

　先生になって三日目。初めての授業は三Ｂだ。

　副担任としてＨＲには何度も立ち会っているけれど、やっぱりはっきり『教える』となると緊張感が違う。ちゃんとした訓練や教育を受けていない自分がどこまでやれるのかは不安だけど、なりゆきとはいえなってしまった以上、頑張るしかない！

　気合を込め、チャイムが鳴るよりも早く教室に乗り込む。

「きゃっ！」

　悲鳴が出迎える。

「わっ！」

　健太郎も驚きの声で応える。

　どういう訳だかみんな下着姿だった。

　たまたま目の前にいた花か菜なは、ピンクでシンプルなブラとショーツ。

　未み優ゆうはレース飾りのついた淡いブルー。

「せ、先生っ！　チャイムまだですっ！」

　真まっ赤かな顔で叫びながら、花菜は制服の上着を身体からだに当てて隠した。

　未優はさっと顔を背けて、そのまま素早く制服に着替える。

「ご、ごめんっ！」

　大慌てで廊下に飛び出し、後ろ手でぴしゃんとドアを閉める。

　今さらシャットアウトしても意味はないのだけれど、ぎゅっとまぶたを閉じて両手で顔を隠して視界を塞ぐ。

　けれど、そのせいでかえって今みたばかりの光景がありありと甦よみがえってしまう。

（神こう月づきさんって、ほっそりしててきれいだったな。それに美み里さとさんは健康的な感じで……って何をじっくり噛かみしめてんだ、オレは！）

　顔が火ほ照てって、覆った手の平が熱くなる。

　前回の『半体操着・着崩し状態』なんて生やさしいものではない。絶対に見てはいけない女子の着替えシーン。

　しかも前回はまだ名前と顔しか知らなかったから、いわば単なる『立体生なまグラビア』だったけれど、今回は何度も言葉を交わし、人となりを知った生きている身近な女の子の下着姿だから、ドキドキも数倍になる。

　そりゃもちろん嬉うれしいというか、役得だとは思うけれど、こっちは先生なのだ。派手に喜ぶのはもちろん、うろたえすぎるのもまずい。

　落ち着け、冷静になれ、ちゃんとした大人にふさわしい、冷静な態度を取るのだ！

　己に言い聞かせ、顔を手で覆ったままですーはーすーはーと大きく深呼吸する。

　廊下を通る他のクラスの生徒だろうか。くすくす笑う声だけがやけにはっきり聞こえてくる。

　きーんこーんかーんこーん。

　スピーカーから、電子音ののどかなチャイムが流れてきた。

「先生、もう大丈夫ですよ」

　教室の中から、花か菜なの声がかかる。ネクタイを締め直し、メガネのポジションを整えて改めて入室する。













　幸い、こっちの動悸も収まった。

「きりーつ、れいっ！　着席！」

　花か菜なの号令で、あいさつが終わる。

「え、えーと……今日きようから、僕が英会話の授業も担当する事になったのでよろしく」

「は、はい……っ」

　ぎこちない健けん太た郎ろうの言葉に、生徒たちからも微妙なリアクションが返ってくる。

「ちなみに、さっきのは前の授業がグラウンドで体育だったからです」

　こっちが戸惑っているのを察してか、未み優ゆうがぽそりと説明してくれた。

「そ、そうなんですよ、先生！　外の後だと、いちいち体育館の更衣室まで行くのって面倒くさいから、教室で着替えちゃうんです」

　花菜が上うわ擦ずった笑いで付け加える。

「この間も言ったけど、今まで若い男の先生いなかったから油断しちゃうんだよねー」

「これからは唐から渡と先生に気ぃ遣わないと」

　照れ笑いだったり、苦笑いだったり、さまざまな表情で女の子たちが肯うなずき合う。

「でも先生、ひょっとしてちょっと嬉うれしかったりする？」

　挑発するように手を挙げたのは、妙たえ子こだった。

　それをきっかけに、教室中がきゃっきゃとざわめき出す。

「そ、それは、その……」

　さっき『落ち着け』と言い聞かせたけれど、やっぱり焦ってしまう。

　こんな時、大人らしい余裕のある態度というのはどういうものなのか？

　もちろん本心は嬉しいが、それを素直に口にしてしまったら『先生』失格。けれど『別に嬉しくない』と断言してしまうのも、それはそれで女の子に失礼なのではないだろうか。

　すっ。

　いきなり無言で未優が立ち上がった。

「先生は大人なのですから、女性の下着姿など特に珍しがったりありがたがったりするようなものではないでしょう。特に中学生なんてまだまだ子供なのですから」

　しーん。

　よく通る未優の声で、教室の空気が一気に冷めた。

　ただ、健太郎としてはありがたいフォローだった。どう答えていいか分からない話だったし、このままでは肝心の授業ができない。

「ま、まあ、そうだな。うん。さあ、授業を始めるぞ。教科書の一八ページを開いて！」

　空から元げん気きで大きな声を出し、無む理り矢や理りに雰囲気を変える。前任者がどこまで進めていたかはちゃんと教えられているので、その続きという事になる。

　先生初心者なので無理はせず、型通りにまず自分が音読して手本を示し、生徒を指名して読ませてみるというやり方だ。

「じゃあ、えーと……美み里さとさん、今のところ、読んでみて」

「はい！」

　名を呼ばれた花か菜なが立ち上がり、両手で教科書を持って音読を開始する。難読単語でところどころつっかえたり、微妙に発音が怪しいところはあるものの、中学生としては充分なレベルだった。

「はい。よかったです。では、続きを神こう月づきさん、お願いします」

　慣れてないせいもあり、完全にランダムで選ぶという訳にはいかない。自然と、気になっている生徒を指名してしまう。

「はい」

　花菜と入れ替わりに未み優ゆうが起立して読み始める。

　充分どころの話ではない。完かん璧ぺきだった。イギリスやアメリカのアナウンサーや教師が使いそうな端整な発音だ。

「……先生」

　不意に、英語が途切れた。

「え？　あ、な、何かな？」

「どこまで読めばいいんですか？」

「えっ？　あ、ご、ごめんっ！　もう充分」

　思わず聞きき惚ほれてしまい、章の最後まで読ませてしまっていた。

「素晴らしい発音だったよ。日頃の練習を欠かしてないんだね。うん」

　ネイティブの日常会話とはちょっと違う。普段英語を使っていない人間が真面目まじめに努力して身につけた、技術としての外国語会話を極めた発音だった。

「……ありがとうございます」

　ぺこりと一度頭を下げ、未優は着席した。

　彼女の凄すごさには感心するけれど、ちょっと自信喪失もしてしまう。

　こんな子に、ただ英語の日常会話に慣れているだけで、本職でもない自分が先生として何を教えられるのだろうか。




　いろいろトラブルも気苦労もあったけれど、何とか最初の週の仕事は乗り切った。

　就職して初の休日となる土曜の朝、健けん太た郎ろうはベッドの中で浅い眠りと曖あい昧まいな目覚めを繰り返していた。

「ふぁ～」

　心地よさにだらけた声が漏れる。

　見上げれば、まだ見慣れない天てん井じよう。世話されたマンションは、理事長の親類が保有する不動産の一つだという。

「国際的に学校を経営してる人だから、親戚も金持ちが多いって事なのかなぁ……」

　あくび混じりに独り言を呟つぶやきながら、ぬるい布団ふとんの中でごろんと寝返りを打つ。

　ゴロゴロしていても、誰からも文句は言われない。休日で、しかも一人暮らし。

　とりあえずとはいえ、他人が踏み込めない自分だけの住まい、自分の城だ。

　どうにか授業はこなしたけれど、秘密を抱えたまま『先生』をやるのはなかなかに気疲れしてしまう。

　休日はひたすらリラックスして、エネルギー回復に努めたってバチは当たるまい。

　だが──。

　ピンポーン。

　チャイムの音も、初めて耳にするものだった。

　初の来客は誰だろう？　宅配便か何かか？

　いや、まだここに荷物が届くはずもないか。何かのセールスとかだったら面倒だなぁ。

　そんな風に考えながら、ノロノロした動きでベッドから這はい出だし、寝癖のついた頭を掻かきながら玄関へと向かう、

「どちら様ですかぁ？」

　ガチャリ──問いかけながら、ロックを外してドアを開ける。

　一人暮らし初心者ならではの、完全な油断だった。

　開けてしまう前に、ドアのレンズ窓で外を確認すべきだったのだ。

　目の前に、女の子が立っていた。

「えへっ。先生、来ちゃいました」

「えっ？　は？」

　寝ぼけていた頭が、一気に覚めた。

　肩までの髪。いつもの制服とは違う、白いブラウスに、春物の薄いカーディガン。白いスカートから伸びた脚を包んでいるのはニーハイソックス。

　間違いない。

　三年Ｂ組の委員長・美み里さと花か菜なその人だ。

「ちょ、ちょっと待ってっ！」

　バタンッ！

　慌ててドアを閉める。

　意識は鮮明になったけれど、状況はまるっきり分からない。

　一つはっきりしているのは、たった今ぼさぼさ頭で寝ぼけ顔、パンツとランニングだけというスタイルで女の子の前に出てしまったという事だ。

　できればシャワーとか浴びたいところだけど、そのヒマはない。

　大急ぎで顔を洗い、髪を整える。

　そうだ。ヒゲだ。ヒゲも剃そらなければ。

　最近、やたらと伸びがよくなったヒゲは、一晩で顔の下半分をうっすら青く覆っていた。洗面台のコンセントにシェーバーのプラグを差し込み、大急ぎでジャーッと刈り取る。

　鏡を見て顔をチェックし、大きく肯うなずくと、部へ屋や着ぎにしているスウェットの上下をまとう。これも女の子を出迎えるスタイルとしてはちょっと難ありだけど、何しろ現状ではワードローブが貧弱すぎて他に選択肢がない。

　最後に、伊だ達てメガネをかける。

　これで『休日のプライベートモード』から『教師モード』へスイッチ切り替え完了。

　改めて、扉を開く。

「お待たせしたね。さっきは失礼。まだ寝ていたものだからね」

「あ、それじゃお邪魔しちゃいました？　もう昼近いから大丈夫だと思ったんですけど、ごめんなさいっ！」

　花か菜なが謝罪のお辞儀をすると、髪が大きく揺れた。

「いや。気にする事はないから。いくら休みの日だからって、寝てばかりいるのも何だし、起きるきっかけになってくれて感謝するよ。それで、何か用？」

「先生、一人暮らしでいろいろ不自由してると思ったから、何かお手伝いできる事ないかなーって思って。あ、お邪魔していいですか？」

　にこっと笑って、小さく首を傾かしげる。

「う、うん。どうぞ。ところで、どうしてオ……僕の住所を？」

「事務の人に聞いたら普通に教えてくれますよ。別に隠すようなものじゃないし。唐から渡と先生は年度途中でウチの学校に来たから、名簿に載ってないでしょ？　教室だと委員長としてみんなを抑えるべき時は抑えなきゃいけないけど、今日きようはお休みだから」

　ウインクしながら、ちろっと小さく舌を出す。

　そう言えば、健けん太た郎ろうの中学でも教職員の住所と電話番号を掲載したリストは普通に保護者に配られていた。万一の連絡先が分からないと不便だし、一応担任には年賀状も出すし。

「へえー。ここが先生のお部屋ですか？」

　上がり込んだ花菜が、好奇心一杯の瞳で部屋の中を見渡す。

「は、はは……。何にもなくて恥ずかしいな。まだ荷物らしい荷物もなかったから」

　謙けん遜そんではない。本当に何もないのだ。

　予あらかじめ部屋に備えられていたベッドとクローゼット、冷蔵庫を別にすると、理事長が用意してくれた机と本棚くらいしか家具がない。収められている本や衣類だって僅わずかだ。

「わたし、男の人の部屋に入るのって初めてなんですよ。意外にきれいなんですね」

「ま、まあ、これは引っ越し直後で荷物がないから」

　うっかり招き入れてしまったけれど、構わなかっただろうか。

　一人暮らしの男で、表向きはちゃんとした成人という事になっているのに、教え子の女の子を部へ屋やに入れてしまって。

　かといって追い返すのも冷たすぎる対応に思えるし、訪ねてきてくれて嬉うれしいというのも素直な気持ちだ。

　何しろ中学時代は女の子とつき合った事なんてないし、部屋に女子が来た事もなかったのだから、これが初めての経験。まだ住んで間もない、仮住まいの自室であっても。

　どうする？　どうするのが正しい？

　先生としては、こういう時にどんな風に接すればいいのだろうか？

　健けん太た郎ろうが当惑していると、再びチャイムが鳴った。

「はーい」

　ノブに手をかけて、一瞬硬直する。

　独身男性教師の部屋に女の子が来ているのを、見られたらヤバいのではないか？

　しかし、冷静に判断するには遅すぎた。

　またしても頭が考えるよりも先に自然に手が動いて、扉を開けてしまう。

「おはようございますですわっ、唐から渡と先生っ！」

　しかし、その場に立っていたのは新しい女生徒だった。

　見間違うはずもない、目立つブロンド──交流委員会委員長・貴きの宮みや瑛えい美みだ。

　休日だからだろうか、シュシュでポニーテールに結んでいるため、学校よりも快活な雰囲気だ。しかもボーダー柄のＴシャツだから、胸の盛り上がりが制服の何倍も強調されている。ボトムスは、こっちもミニスカート。

「お、おはよう？　ど、どうして君が？」

　驚きつつ、安心もする。

　少なくとも、通報されるような流れではない。瑛美もいれば男女二人だけという危うさからは脱却できるし、健太郎にとっては両手に花だし。

「ここを管理してる不動産会社は、わたくしの家ですのよ。引っ越してきたばかりで一人暮らしの先生が何かと不自由してると思いまして、はせ参じた次第ですわ」

　堂々と胸を張り、ドヤ顔で説明する。

　なるほど。理事長の身内というのは、瑛美の親だったのか。

「このわたくしは先生に交流委員会の顧問を引き受けていただきましたわ。しかしっ！　いくら教師と生徒という間柄とはいえ、一方的にお世話になりっぱなしというのはわたくしの性分に合いませんの。恩を受ける以上メリットを返すのが当然っ！　という訳で、一人暮らしで困っているでしょうから、家事をするべくはせ参じた次第ですわっ！」

　健けん太た郎ろうがＯＫを出す前に、瑛えい美みはずいずいと上がり込んできた。見ると、手には黒いトートバッグを提げている。

　ドアを閉めようとしたその時、エレベーターから三人目が歩いてきた。

　すみれだった。

「あ、センセ、ちーっす。瑛美ちゃんも来てたの？　あたしも、上がってもいい？」

　隙間から部へ屋やを覗のぞき込こんだすみれが訊たずねる。

　デニム地で膝ひざ丈たけのスカート、シンプルで動きやすそうなスタイルだ。こっちもキャンバス地の大きなカバンを持っている。

「う、うん。どうぞ入って」

「はーい。お邪魔しまーっす」

　ぺこんと頭を下げ、彼女も入ってきた。

　元々独身者用の小さなマンションだ。狭い靴脱ぎ場は、健太郎自身のものも含む四人分のシューズでいっぱいになってしまう。

「交流委員会の貴きの宮みや委員長と茅かや名なさんですね？　わたし、中等部三年Ｂ組でクラス委員をやっている美み里さと花か菜なっていいます」

「ええ、存じておりますわ。さすがに全校生徒は無理ですけれど、このわたくし、貴宮瑛美は高等部・中等部全クラスの委員長くらいはしっかり記憶してますのよ！」

「つか瑛美ちゃん、こういう時に『すごい』って思われたくて必死で暗記したんだよねー、写真見ながら。でも、校内全員はさすがに無理って諦あきらめちゃって」

　すみれが付け加えると、花菜がプッと吹き出し、瑛美の頬ほおに赤みが差す。

「そ、それよりもすみれっ！　あなたも、交流委員会のメンバーとして唐から渡と先生に顧問を引き受けてくれたお礼のために？」

「まー、恩売る気マンマンなのはそうだけど、あたしの場合内申点狙ねらい？　ほら、あたしは瑛美ちゃんとかと違ってテストはぎりぎりの低空飛行っすから」

　自慢にならない内容を、屈託なく笑いながら話すすみれ。

「えーと……僕、高等部の方は取りあえず授業持ってないんだけど……」

「あーっ！　それもそっかーっ！　やっぱあたしってドジですねー。でも、ウチの顧問になったんだから、そっちの評定ってちょっとはあります？」

　思惑が外れたのに、すみれは屈託なく笑う。

「先生、起きたばっかりだからご飯とかまだでしょ？　わたし、何か作ってあげますね」

「えっ？　手料理？」

　花菜の言葉に、思わず顔がほころぶ。

　自分の部屋に女の子が押しかけて、わざわざご飯を作ってくれる──ほとんど想像した事さえない、夢のまた夢のシチュエーションだ。

　頭が勝手に味を想像して、唾が湧わき上がってくる。

　しかし──。

「あ！　ちょ、ちょっと待って！」

「何ですか？」

　一瞬の後、困った事実を思い出して制止する。それにも構わず花か菜なはキッチンシンクの方へ向かい、冷蔵庫を開けた。

「……えっ……？」

　そして、絶句した。

　冷蔵庫そのものは、ベッドと同じで元々マンションに付属していたものだ。

　だけど、中身は空っぽ。

　食料はおろか、飲み物のペットボトルの一本さえ入っていない。

「あはは……。基本、毎日外食で済ませちゃってるからさ」

　以前から料理なんてしなかったし、何より面倒だ。朝は出勤途中に牛丼か立ち食いそば、昼は学食、夜はファミレスかコンビニ弁当というのがパターンになっている。

「ふっ！　美み里さとさん。ご飯を作って男性の胃袋をつかむという発想自体は正しいですわ。しかし、まだまだ中学生のお子様。想定が甘いですわっ！」

「ぬ……っ！」

　必要以上に挑発的な態度で、瑛えい美みは例のごとく人差し指を突き出した。金色のポニーテールをぶんと振って、誇らしげに笑う。

　言われた花菜の方は、悔しそうな表情で身構える。何しろ実際に見通しが甘くてアテが外れたのは事実だから反論できない。

「その点、用意周到なこのわたくし、貴きの宮みや瑛美はちゃんとこうして材料を持参していますのよ。今日きようのところは、わたくしの勝利確定ですわね！」

　どんっ！

　トートバッグをテーブルの上に置く。

「独身男性の一人暮らしという点を考慮し、一度作れば長持ちするよう合あい鴨がものコンフィと手作りベーコン。もちろん燻くん製せいに必要な桜チップも準備してきましたわっ！　わたくし、箱入りのお嬢様ではなくて、こういう事もちゃんとこなせますのよ！」

　バッグの口を大きく開いて、中身を見せびらかす。薄茶色の紙袋がいくつか入っているけれど、この中身が肉や桜チップなのだろう。

「えーと……コンフィってどういう料理？　それにここのベランダ、火とか禁止だし」

「火気厳禁っ？」

「うん。入居の時に注意された」

　即すなわち、桜のチップで肉をいぶす作業などできない。

「はうううっ！　この貴きの宮みや瑛えい美み、一生の不覚っ！　我が社所有の他の物件なら、ベランダで花火もＯＫですのにっ！　個別条件のチェックを怠っていたとは何たる不覚っ！」

　頭を抱えて大げさにうろたえる。

　いや、大げさというよりはこれが地だった、この子は。

「瑛美ちゃんってば、こういうところが案外抜けてるんだよねー」

　すみれがくすくすと笑った。

「こういう時はベーコンだとかコンフィだとか変に手間かかるモンじゃなく、お手軽に作れて男の人が喜ぶようなものが基本っしょ？」

「お、男の人が喜ぶようなのって……そんなの分かりませんわよ。女子校なんだし」

「ま、その点あたしは兄貴と弟に囲まれてますからねー。こういう時、やっぱ定番は肉じゃがですよ、肉じゃが」

　すみれはバッグからキャンバス地のエプロンを取りだした。

　キッチンカウンターに並べられた食材はジャガイモ、ニンジン、タマネギ。肉のパックは豚バラだ。

「ぐぬぬ……。確かに、今回ばかりはこのわたくし、貴宮瑛美の敗北を認めざるを得ませんわ。さすがこのわたくしの親友だけの事はありますわねっ！」

「そう来た訳ね。やっぱり肉じゃがは定番中の定番だもんね」

　瑛美と花か菜なが微妙な表情を浮かべた。

　何も用意してない花菜と、いいところを見せようと気張った結果空振りに終わってしまった瑛美に対して、すみれはしっかり実用的な方向から攻めてきた。

　しっかりエプロン装備というのも、家庭的アピールでポイントが高い。

　しかし。

　それでも、しかし──。

「んじゃ、ちょっとキッチンお借りしますねー……えっ？」

　すみれが、シンク下の収納を開けて、絶句する。

　そこにも、やっぱり何もない。

　手鍋一つ、包丁一本さえない。

　置かれているのは、銀色のヤカン一個だけだ。

「あ、あの～……。先生。これって……」

　戸惑いながら、すみれはそのヤカンを手に取った。

「はは……。何しろ旅暮らしから落ち着いたばっかりで、まだ何にもないんだよね。明日、理事長が手配してくれた品物がいろいろ届くから、それまでこれで何とか」

　健けん太た郎ろうは苦笑しながら説明する。

　実際、男の一人暮らしだと冷蔵庫と電子レンジだけでも不自由はないのだ。徒歩五分のところにコンビニがあるから、この二つさえ無くても構わないくらい。

　鍋やフライパン、その他基本的な食器などは明日配達される予定で、それまでは最低限これだけは必要だろうという判断で、ヤカンが用意されたのである。

　実は、これもまだ一度も使っていない。

「いくら料理自慢のすみれでも、ヤカンで煮物を作るという訳にはいきませんわよね」

「つか、それ以前に包丁もお醤しよう油ゆもないんじゃさすがに無理？」

　瑛えい美みの言葉に答え、すみれは困り顔でジャガイモを弄もてあそんだ。もちろん皮付きだ。

「はは。こりゃ困ったね」

　健けん太た郎ろうとしては、苦笑いするしかない。

　確かに自炊の必要はなく、調理器具も調味料もなくても困らない。

　ただし、それはあくまで自分が生きていく上だけでの話。

　女の子が手料理を作りに来てくれるというシチュエーションには対応していないのだ。

　せっかく持ってきてもらった食材ももったいないし。

　そんな事を考えていたら、またチャイムが鳴った。

「誰ですの？」

「また誰か？」

「クラスの子かな？」

　三人が顔を見合わせる。

「はーい。どなたですか？」

　健太郎は四人目を迎えるべくドアを開ける。

「おはようございます、先生」

　そこに立っていたのは、未み優ゆうだった。

　しかも、制服姿。

「え、えっと……どうして？」

「上がってもいいでしょうか？」

「う、うん……。先客がいるけど……」

「引っ越したばかりで困ってると思ったので、いろいろ持参しました」

　未優も狙ねらいは同じらしい。

　やはり大きなバッグを持った未優を室内に迎え入れると、雰囲気が微妙に強こわ張ばる。

「神こう月づきさん。あなた、どうして制服なの？」

　花か菜なが訊たずねる。

「リスクを避けました」

「リスクというのは、何ですの？」

「ほ、ほらっ！　神月さんの説明って簡潔なのはいいけど、もうちょっと相手にも分かりやすく喋しやべった方がいいんじゃないかな？」

　慌ててフォローする。

「……先生であっても、一人暮らしの独身男性の家を訪問するんです」

　健けん太た郎ろうに促され、未み優ゆうが無表情なまま語り始める。

「まあ、そーだよねー。あたしたちがやってる事って」

「万一にも第三者に余計な疑念を抱かれないようにするためには、教師と生徒という立場をはっきりさせるべきです。教室でのはしゃぎ方を見る限り、そういう点での配慮が必要だと判断しました」

「あ！」

　言われて、自分の浅せん慮りよに気付く。

「た、確かにその点では僕の考えが足りなかったね。先生なんだから、生徒が訪ねてきた時に、僕の方から言わなきゃいけない事だった」

「し、仕方ないですよ。唐から渡と先生、急に頼まれて先生引き受けただけなんですから」

　助け舟を出す花か菜なの言葉も、どこかぎこちない。

　未優本人にその気がなくても、花菜の立場からすれば制服姿なのも自分たちへの当てつけみたいに感じるのかも知れない。

「しかしっ！　残念でしたわね、神こう月づきさんっ！」

　気まずくなりかけた空気を、瑛えい美みの凜りんとした声が吹き飛ばした。

「わたくしたち三人も手料理をご馳ち走そうしようとしてたのですけど、残念ながらその野望は潰ついえてしまったのですわっ！」

　敗北宣言なのに、無駄に力強い。

　今は、彼女の強引さがありがたかった。

「うんうん。まさかさすがに鍋も包丁もないなんて、予想できないもんねー」

　エプロン姿のすみれが、笑え顔がおで肯うなずく。

「予想してました」

　しかし、未優はさらっと答えてバッグの中身を取りだした。

　カップ麺、固形シリアル、栄養ゼリーなど、調理器具を必要とせずに長期の保存もできるものばかりだ。レンジ用のパックご飯が白米ではなくチャーハンやピラフなのも、他におかずがいらないようにという配慮だろう。

「これなら調理器具もいりませんし、保存も利きます」

「た、助かるんだけど……こんなに貰もらっちゃっていいのかな？」

「このために買ったのではなく、家であまり気味だったもらい物などです」

「そ、それじゃあありがたく頂戴するよ」

　未優から差し出されたものを、キッチン下の収納にしまい込む。

　確かに合理的だし、絶妙な判断だ。調理器具や調味料さえないのを見越して、そういうのが不要な『食料』だけを選んで持参する。

　だけど一瞬とはいえ『手料理』を期待して舞い上がっていた身としては、無味乾燥な『栄養』というのには、身勝手だけど失望してしまう。

　未み優ゆうの行動は、スポーツ大会のリストにも似ていた。

　効率的で、有意義で、だけど、嬉うれしくも楽しくもない。

　役に立ちたい、喜ばせたいというのなら、単に『正しい』『合理的』だけではなく、相手が喜んで、自然に『ありがとう』と言えるのが一番いいのではないだろうか。

　今だって自分が口にした感謝は、気持ちを偽っている訳ではないけれどぎこちなくて窮屈な、心ではなく頭の中から運び出した言葉だ。

　未優自身は、こんな硬くてごつごつした『ありがとう』でも嬉しいのだろうか。

「では、神こう月づきさんが持ってきてくれたもので当座は大丈夫として、わたくしやすみれのものはどうなさいますか、先生？」

「せっかくだから、ありがたくもらっておくよ。一人暮らしなんだし、そのうち少しずつ自炊とかも覚えたいしね」

　肉じゃがくらいだったら見よう見まねで作れそうな気がする。

　コンフィは知らないしベーコン燻くん製せいなんて無理だけど、現状では単なる肉だ。焼けば食べられる。別にグルメじゃないし、適当に味付けして腹が膨れれば充分だ。

「じゃ、冷蔵庫に……って野菜はともかく、お肉は冷凍しといた方がいいよねー？」

　すみれが訊たずねる。

「うん。その方が助かるけど、あいにくとラップとかもないんだよね」

「わたしが持ってきた中にあります」

　またしてもあっさり答えたのは未優だ。

　バッグの底の方から取りだしたのは、食品保存用のラップとファスナー付きの袋。

「んじゃ、ありがたく使わせてもらうって事で」

　すみれは手際よく、三種の肉を小分けにして冷凍室に収納する。

「見れば分かると思いますけど、こっちがあたしの持ってきたバラのスライスで、これが瑛えい美みちゃんの豚バラブロックと合あい鴨がも」

　包丁があったら一回分ずつに切り分けてから冷凍するんですけどね、と微笑ほほえみながら付け加える。もちろんジャガイモやタマネギは下段の野菜室へ。

「手料理ご馳ち走そうするプランはダメになっちゃったけど、これからどうしようか？　まさか、いくら合理的だからって唐から渡と先生がこのままカップ麺でご飯を済ませて、わたしたちがそれを見てるだけっていう訳にもいかないでしょ？」

　花か菜なが切り出す。

「こうして一堂に会したのも何かの縁。素敵な偶然は大切にするべきですわっ！　先生が起き抜けで、お食事を済ませていないのも事実。ならば、このままパーティでも開催するべき！　わたくしとすみれは高等部、そちらのお二人は中等部。先生も交えて歓談するのは交流委員会の趣旨にも合致いたしますわ」

「さんせー」

「わたしは、別に構いません」

「まあ、わたしも。このまま帰っちゃうのってつまんないしね」

　瑛えい美みの提案に、すみれ、未み優ゆう、花か菜なが次々に同意する。

「えっと。じゃあ、ピザでも取ろうか？」

　デリバリーのチラシはポストに何枚も入っていた。

「買い物に行きます」

　未優がいきなり立ち上がった。

「あ、そうね。どうせ飲み物も必要だし、コップとかもないし」

　意図に気付いた花菜が付け加えて後に続く。

「えっと、じゃあ……」

　机のあたりに戻って、引き出しの中からサイフを取り出そうとする。

　立場としては大人だし、給料日はまだだけど理事長から『準備金』という形で当座の生活費などはもらっている。ここは、自分がお金を出すべきだろう。

「いいえ。先生には場所を提供していただく訳ですし、幸いわたくしにはこういう時の余裕がありますわ。お任せくださいっ！」

「んじゃ、みんなで行こーよ。その方が楽しいし」

　瑛美が請うけ負おって、すみれも同意して全員が一度部へ屋やを出て行く。

「……女の子って、案外こういうところは積極的なんだなぁ……」

　ドアを閉じ、頭を掻かきながら健けん太た郎ろうは笑った。

　例えば自分が中学生の時、教育実習の女子大生の住まいにクラスのみんなで押しかけていこうなんて話は、冗談でも出なかった。

「さて……と」

　さっきはバタバタしていたから、もう一度バスルームに戻って身だしなみを確認する。

　ヒゲの剃そり残のこしがちょっと見つかっただけで、他には特に問題はない。

「こうして見ると、オレって案外モテるタイプだったりして？」

　伊だ達てメガネを外し、鏡に向けて微笑しながら、かっこよく見える角度を模索してみる。

　単に校内で注目されるだけではない。

　休日に女の子が手料理を作ろうと──やっぱり一人だけはややズレた思惑だけど──押しかけてくるというのは、想像以上の反応だった。

「ひょっとしたら、もったいない事してたのかなぁ。今さら考えても意味ないけど」

　去年までは普通に共学の中学校に通っていたのだから、周りの半分は異性だった訳だ。あの頃、もうちょっと積極的に振る舞っていたらモテモテだったのかも知れない。

「ま、今さらそんな事考えても意味ないか」

　頭をぶんぶん振って、思いつきを追い払う。

　あの頃は服装も態度も子供っぽかったし、背だって低かった。多分、今の自分と比べればそれほど魅力的には見えないだろう。

　それに中学時代に彼女を作っていたら『あの事』があったとしても旅に出ようとは思わなかっただろうし、この街にたどり着いて先生になる事もなかった。

　即すなわち、今のモテモテ状態だってなかったのだから。

　なりゆき任せだけど、これで結果オーライだ。

「いやいや！　待て待て待て！　舞い上がっちゃいけないって。あくまで若い男が珍しいからみんな関心持ってるだけだって」

　ぴしゃんと頬ほおを叩たたいて、舞い上がりそうになる気持ちを戒いましめる。

　中学時代に別にモテてなかった自分がいきなりちやほやされるようになった理由なんて、その一点しかないじゃないか！

　ぼやぼやしてると女の子たちが買い物から戻ってくる。その前に、部へ屋やをもう一度片付けておかなければ。

　バタバタと簡単な掃除を済ませているうちに、一五分ほどが経過して四人が戻ってきた。

「ただいま戻りましたわっ、先生！」

　先頭であいさつするのは瑛えい美み。

　誰かが要求したのか、それともコンビニの店員が気を利かせたのか。買ったものは小さめの袋に分割され、四人がだいたい均等に分け合って持っていた。

「お帰り。大変だったね」

「買い物も楽しいですから」

　笑う花か菜なが率先して、ローテーブルに置いた荷物の中身を取り出して並べ始める。

　飲み物は１・５ℓのペットボトルが三本。お菓子はチョコクッキーなど甘いものと塩味のポテチなどの両系統。食事抜きの健けん太た郎ろうを気遣ったのだろう。フライドチキンなどの、温かくボリュームのあるスナックも混じっている。

「なるほど、いろいろ揃そろえてきたね」

　ロックアイスはすぐに使う分だけをコップに入れ、残りはすみれが冷凍庫にしまった。

「じゃ、みんな座って。今度、来客用に座ざ布ぶ団とんとかも買わないとね」

　ローテーブルの一角に自分が座り、みんなも車座になるよう促す。これも、元々部屋に備えてあった家具だ。

「では、わたくしが先生の隣に！」

「貴きの宮みや先輩ずるーいっ！　あたしもっ！」

「瑛えい美みちゃんたちが両隣でいーんじゃないのー？」

「皆さんがそれでいいのなら、わたしに異存はありません」

　そんな訳で健けん太た郎ろうの右隣に花か菜な、そこから未み優ゆう、すみれ、瑛美でぐるりと一周する席順が決まった。

「では、改めてっ！　唐から渡と先生を我が校に迎え入れた喜びと、今日きようのわたくしたちの巡り合いを祝して、乾杯っ！」

　瑛美の音おん頭どでコップが掲げられる。プラ製なので、打ち合わせる音は鳴らない。

「ね。唐渡先生。前にも質問しましたけど、本当に彼女とかいないんですか？　教室じゃなくてプライベートなんだから、こっそり教えてくれてもいいでしょ？」

　花菜が、ちょんちょんと腕をつつきながら訊たずねてくる。

「ほ、本当にいないよ！」

「意外～っ。背も高いし、普通に恋人とかいても不思議じゃないのに」

「まあ、今までは勉強とか忙しくて、それどころじゃなかったからね」

「ストイックな方ですのね。それで英語が達者なんですの？」

「いや。アレは、家族の関係で昔から外国人がウチに滞在する機会が多くて、自然と身についたって感じかな」













　左右からインタビューが繰り出される。

「あ、そーだ。好きな食べ物とかってありますか？　今日きようは無難に肉じゃがの用意してきましたけど、リクエストがあれば受け付けますよ。あたし、料理得意ですから」

「えーと、カレーとか」

「あはっ。先生って、案外子供っぽいところもあるんすね」

「えっ？　あ、いや、まあ、その……」

　すみれの質問に、うっかり素で答えてしまった。

　一六歳男子の実態は棚に上げるとして、大人の先生としてはちょっとらしくない回答だったか。

「大人でもカレー好きは珍しくありません。最近はタイ風やパキスタン風のものが食べられるお店もありますし」

「あー、そっか。ほら、あたしの場合、弟がカレー大好きだから、つい」

　未み優ゆうの指摘に、すみれが自分の頭を小さな拳こぶしでコツンと叩たたいた。

「はは。まあ、僕の場合はそこまで凝ってるって訳じゃないけどね。普通に、子供の頃から食べ慣れてるってだけで」

　未優の言葉に乗っかりつつ何とか言い訳する。ここで下へ手たにカレー通のフリなんかすると後々余計なトラブルになりかねない。

「ところで先生。大学はどちらですの？」

「え、えーと……」

　瑛えい美みの質問は、完全な不意打ちだった。

　本来なら予想し、対策を立てておくべき重要項目なのに、大学についての基礎知識が圧倒的に足りない。

「食べ物の好みなどはともかく、そういう点については本人が話したくないのなら、無理に聞く必要はないのではありませんか？」

　またしてもフォローを入れたのは未優だった。

「普通の教師ではない特別な立場なのですし、肩書きや出身校などでわたしたちが変な先入観を抱いては理事長先生が狙ねらった効果が得られないと思います」

「あ。う、うん。まあ……僕も同じ事を考えてたから。はは……。だから、その辺りの話は勘弁って事でね」

「わかりましたわ。確かに、多少不適切な質問でしたわね」

「そうそう。これから仲良くなって、いろいろ知っていけばいいんですよ。ねー、先生」

　反省する瑛美と、その流れに乗っかって笑う花か菜な。

　みんな、朗らかで楽しそうだ。

　そんな中、健けん太た郎ろうの注意はやっぱり未み優ゆうの奇妙な態度に引かれていた。

　他の三人と違って質問したりはしないけれど、健太郎が答に窮するような状況では素早く助け船を出してくれる。

　何か聞き出そうというのではなく、こちらの細かい反応を観察しているようだ。

　そんなこんなでひとしきり会話は盛り上がり──というよりは、健太郎が根掘り葉掘りいろんな事を尋ねられたのだが──あっという間に三時間近くが経過した。

「あら、もうこんな時間。あまり長居してしまってもご迷惑ですわね。皆さん、そろそろお暇いとまいたしますわよ」

「そうですね。じゃあ、後片付けを……」

　瑛えい美みとすみれが、続けて立ち上がる。

「ああ、いいよ。ゴミとか、僕が自分でやるから」

　女の子にいろいろしてもらえるのは嬉うれしいけれど、多少はちゃんとした大人らしく振る舞った方がいい。

「では、月曜から委員会の方もよろしくお願いいたしますわ」

「今度はちゃんとご都合聞いてから、カレー作りに来ますねー」

「授業、楽しみにしてますっ！」

「お邪魔いたしました。失礼いたします」

　四者四様のあいさつを見送った後、ゴミをポリ袋に入れる。一応、入居した時に分別の種類と回収のスケジュールの一覧表をもらっている。

「ん？」

　片付けていると、ゴミではないものが目に付いた。

　シンプルなデザインのメモ帳だ。ただし、表紙の隅っこにファンシーなウサギキャラのシールが貼はってある。誰かの忘れ物という事になるが、裏を見ても名前は書いていない。

「さすがに中身を見るっていうのはマズいよな」

　声に出す事で内心の誘惑を断ち切り、メモ帳を机に置く。

　大事なもの、急いで必要なものだったら連絡があるだろうし、そうでなくても月曜になったら当人たちに確認すればいいだけの話だ。

　後片付けを終え、ベッドに腰掛ける。

「ふぅ～」

　女の子に迫られる──というか、構われるのはウキウキするけれど、同時に疲れるというのはここ数日で初めて理解した。

　とりあえずここに安住するためにも、立場を失う訳にはいかない。英会話以外でも先生らしく振る舞えるよう、生徒の質問などにはしっかり答えられるようにしなければ。

　文法のテキストや参考書、教育関係の本なども理事長から渡されている。部へ屋やにはまだテレビも何もないので、今のところは勉強くらいしかする事がない。

「う～ん……」

　意気込んで読み始めたのはいいが、英語の方はともかく、教育学の本は大学生や本職の教員向け。中学出たてにはかなり難しい。

　というか、実は実際に教師をやってみるまでは、英語という『自分の知っている事、得意な事を教えるだけだから案外楽かも』と甘くみていた。

　単にその科目の知識だけではない、さまざまな理論の裏付けとか学説だとかが背後にあるなんて考えてもいなかったのだ。

「案外、先生って大変なんだなぁ……」

　小中学校で教わってきた恩師たちの顔をを思い出すと、改めて感謝と感心の気持ちが湧わいてくる。

　しかし、なってしまった以上はがんばってそれなりの『先生』をやらなければ！

　意気込んではみても、能率は上がらない。数行読み進めては知らない単語を辞書で調べて本文に戻る、の繰り返し。

　気がつくと、時刻はそろそろ夕方だ。

　即興ホームパーティで食べた分もこなれて小腹が空すいてきた頃だ。気分転換も兼ねて外へ晩飯を食いにいくか。食材はあるけれど、調理手段はないし。

　立ち上がったその時、チャイムが鳴った。落とし主が手帳の回収に来たのか。

「はーい、忘れ物？」

　ドアを開けた健けん太た郎ろうは、本日五人目の意外な来訪者を迎える羽は目めになった。

「こんばんは、唐から渡と先生。今、お暇ですか？」

　そこに立っていたのは、同僚の黒くろ岩いわ燿よう子こだったのだ。

「え、ええ。まあ、特に忙しいという訳ではありませんけれど……」

　ドギマギしながら答える。

　燿子は胸元を広く開けていて、下は短いスカートという姿なのだ。白い胸元からは谷間の影さえ見えている。昨日きのうまでで見慣れたジャージ姿とは大違いだった。

　単純に胸のサイズだけなら瑛えい美みも負けてないが、間近いせいでほんのり化粧品のケミカルな香りも漂ってくる。中高生四人からは感じなかった刺激だ。

「じゃあ、お邪魔しても構いませんよね？　お食事とかも不便でしょう？」

　テーブルを挟んで座ると、燿子は荷物を広げる。

　焼き鳥、枝豆や軟骨揚げなどの、明らかにお酒のつまみライン。そしてキンキンに冷えて水滴をまとったビール缶だった。

「歓迎の晩酌って事で。お互い大人なんですし、アルコールくらいいいでしょ？」

　普通ならそれでいいかも知れないけれど、こっちは実は『大人』ではない。

「ウチの学校、若い人少ないですからね。唐から渡と先生が来るまで、わたしが一番年下だったくらいで。せっかくですから年が近い同士、職場以外でも仲良くしたいと思って」

　とか言いながらビールを開け、焼き鳥や枝豆のパックを開く。

　学校とは全然印象が違い、アグレッシブにぐいぐい押してくる。

　食べ物持参は同じでも、無邪気な生徒たちとは何というか──そう、本気度が違う。

　未み優ゆうに関しては無邪気と言っていいのかどうか微妙なところだが。

「え、えーと。僕、実はお酒は全然ダメな体質なんですよ」

　咄とつ嗟さにごまかしながら、冷蔵庫からさっきのパーティで余ったウーロン茶を取り出す。

　つき合わない訳にもいかないが、飲酒だけは断固として拒否しなければ。

「唐渡先生が具合悪くなったら、わたしが介抱してあげますよ」

「ホント、一滴もダメなんです！　おつまみだけご馳ち走そうになります」

　なおも勧めてくる燿よう子こを何とかブロックしながら、焼き鳥に手を伸ばす。

「唐渡先生、仕事熱心なんですね」

　机の上に置いた読みかけの本に目を向け、燿子が呟つぶやいた。

「素人しろうとですからね。黒くろ岩いわ先生にはいろいろご指導をお願いします」

「まあ、わたしは確かに教師としては先輩ですけどねぇ。それだけに悩みも多くて……」

　二本目を開けた燿子は、赤らんだ顔で頬ほお杖づえをついた。そんなに強くないらしい。

「ところで、唐渡先生。年上の女って、お嫌いですか？」

　ぶばっ！

　口からウーロン茶が逆噴射する。

「と、年下以外ダメとかじゃありませんよ。三歳くらい上でも、まあ大丈夫だと思います。これまでお付き合いした事はないですけどっ！」

　年下限定と言っちゃうのは、それはそれで危険だ。

　素の好みで言えば同い年か一つ下くらいがいいけど、大卒設定で『一五、六がいい』と言ったら、世間的にはロリコンだ。まして女子校の先生でその発言は危険すぎる。

「じゃ、わたしも対象になりますね。三歳くらいって言うからには、厳密に三歳まででそれを一いち日にちでも超えたらアウトって事じゃないですもんね」

　燿子は横座りのままズリズリとスライド移動で接近してくる。

　健けん太た郎ろうの方も胡座あぐらをかいた状態で、ズイズイとうごめいて逃げる。

「公立だと人の入れ替わりもありますけど、私立は出会いがないんですよねぇ～」

　酔って据わっているせいか、燿子の眼まな差ざしには媚こびるような色合いと飢えた肉食獣の輝きが混じり合いながら宿っていた。

　健太郎は理解した。理解してしまった。

　この人は、本気の結婚相手として自分を狙ねらっているのだ！

　歳としの近い女の子に囲まれるのは楽しいし、三歳くらい年上の素敵なお姉さんからの恋の手ほどきにも憧あこがれる。年下だって二歳か三歳くらいなら多分釣り合うと思う。

　即すなわち、女子中高生はだいたいレンジに入るという事になる。

　でもごめんなさい、黒くろ岩いわ先生。あなたはアウトなんです。だって本当は一〇歳ほど離れてるんだから──心の中だけで、土下座して詫わびる。

　しかし誤解を解く訳にもいかないし、下へ手たな事を言ってロリコンと勘違いされ、先生失格認定されたら何もかもお終しまいだ。

　ストレスが溜たまっていたのか。健けん太た郎ろうが何とかはぐらかしているうちに燿よう子この酒は進み、勝手に酔いつぶれてしまった。

　どうにか肩を支えて、マンションの外まで連れて行く。

「黒岩先生、大丈夫ですか？」

「はいはぁ～い。だいりょぶれぇす」

　タイミングよく通りかかったタクシーを呼び止め、燿子を押し込む。

　ろれつが回らない口調で告げた住所をちゃんと理解して、白いタクシーは夜の闇やみの中へ消えていった。

「はぁ～」

　大きく息を吐き、頭を掻かく。邪魔になっている伊だ達てメガネを外す。

「酒なんか飲めないし、迫られても困るっての！　オレ、本当は一六歳なんだからなっ！」

　たまたま足下に転がってきたビールの空き缶を蹴け飛とばす。

　軽々飛んだアルミ缶は、マンション前の植え込みでバウンドしてカラカラと転がる。

「本当は一六歳というのは、どういう事ですか」

　冷たい声で訊たずねる人影が、その空き缶を拾い上げる。

「えっ！」

　背中に、冷たい汗がどっと流れる。

　体温が一気に下がっていくような感覚。

「答えてくださいませんか、唐から渡と先生。どういう事なのでしょうか？」

　空き缶を手近な自販機脇わきの回収ボックスに放り込むと、神こう月づき未み優ゆうは冷たい眼まな差ざしで一歩ずつ近づいてくる。

「え、えーと。それは……その……」

「答えてください、唐渡先生」

『先生』を強調するアクセントが、氷の針のように胸を抉えぐった。









３章　　ニセ教師誕生秘話






　夜に外で立ち話という訳にもいかないので、健けん太た郎ろうは改めて未み優ゆうを部へ屋やに招いた。

　一度外へ出て戻ってくると、燿よう子こが空けたビールの匂いが部屋中に漂っている。それが不快なのか、未優が僅わずかに眉根を寄せた。

「忘れ物を取りに戻って、こんな出来事に遭遇するとは想像していませんでした」

「ご、ごめんね。さっきまで黒くろ岩いわ先生が来てて、ビール飲んでたもんだから」

　謝りながら、換気扇を回す。

「本当は一六歳の唐から渡と先生も、お酒を飲まれたんですか？」

「ち、違うよっ！　オレは飲んでない！　これはホントだから！」

「『これはホント』という事は、他の点でウソをついている訳ですね」

「う……っ！」

　真まっ直すぐに立ったまま、未優は冷淡な声で追及してくる。

「さっきから『オレ』と言っています。それが一六歳である先生の本性なんですね。お気づきになってないかも知れませんが、前にも一度『オレ』と言ってました。交流委員会に案内した後で」

　慌てて手に持ったままのメガネをかけようとして──止やめる。

　今さら上うわ辺べを取り繕うのは無意味だ。

「……えっと……。忘れ物って、これだよね」

　引き出しの中に仕し舞まっていたメモ帳を手渡す。

「確かにわたしのものです。お手数をおかけしました」

「かわいいシール貼はってるね。ちょっと意外っていうか、イメージと違うっていうか……」

　気まずさを少しでも拭ぬぐいたくて、気になっていた事を口にしてみる。

「イメージ？　実は一六歳である唐渡先生がわたしの何を理解し、把握していると仰おつしやるんですか？」

「ご、ごめんっ！」

　色白の頬ほおに、ほんの一瞬照れたような朱色が浮かんだように見えたのは、錯覚だろうか。

　それにしても、さっきから事あるごとに『実は一六歳』を強調するのはちょっと怖い。

「謝る必要はありません。わたしが求めているのは、説明です」

　未優は膝ひざを折り、ローテーブルの前に正座した。

　こっちがちゃんと話をするまで、絶対に帰らないという意思表示だ。

「ミスやトラブルがないように、こまめにメモを取るのがわたしの習慣です。普段ならこんな忘れ物はしないのですけど、他人の家を訪ねて荷物を出すというような慣れない事をしたため、うっかりしていたようです」

「あ。そ……そうなんだ」

　健けん太た郎ろうは緊張した身体からだを縮こまらせて、未み優ゆうの真向かいに正座する。

　体格差があるからこっちが見下ろしているのに、気分としては叱しかられる子供だ。さっきまで同じ場所にいた燿よう子こと比べても、いったいどっちが先生なんだか。

「では、唐から渡と先生」

「えっと……まだ、先生って呼ぶの？」

「たとえあなたが本当は一六歳であっても、現在わたしたちのクラスの副担任で、英会話講師である事実は変わりません。ですから、唐渡先生とお呼びします」

「……はい……」

　やっぱり、未優の正論は厳しい。硬い材料を使ってきっちり直角と平面で構成された、座り心地の悪い椅い子すみたいだ。

「こういう状況になった事情を説明していただけますか、先生？」

　俗に言う『蛇に睨にらまれた蛙かえる』というのはこういう気分なのだろう。

　観念して、健太郎はここに到いたる経緯を頭の中で整理する。

「どこから話せばいいんだろうな……。うん、多分、きっかけは去年の秋だったと思う。オレは都内に住んでる当たり前の──平凡な中学三年生だった。小学校の頃からの腐れ縁っていうか、親友が二人いたんだ」

　親友──その言葉に、未優の眉がピクンと震えた。

「ずっと同じクラスで、いつも三人で遊んでて……成績も科目ごとの得意不得意はあってもトータルでは同レベルだったから、高校も同じところへ行くと思ってたんだよ」

「でも、先生は高校に進学してませんよね」

「……まず親友が二人とも『実は高校に行かない』って言い出したんだよ」

　一人は小柄な身体を活いかせる競馬のジョッキーを目指した。養成学校は全寮制で、中卒で入学が普通なのだとか。もう一人はマイナーな和楽器の演奏者となるべく、中学を卒業したら九州の祖父のところへ住み込んで修業を始めると決めていた。

『離ればなれになってもオレたちの友情は変わらないぜ！』

　二人ともそう言ってくれたけれど、健太郎の気持ちは微妙に曇ったままだった。

　もちろん頭では理解していた。こんなのは少数派──例外だ。

　大半のクラスメイトは健太郎同様、明確な将来のビジョンなんて持たずに偏差値などと相談して志望校を決める。

　だけど、微妙に取り残されたような気分になってしまう。

「将来何になりたいのか。何のため進学するのか──そんなもやもやが頭の片隅に焼き付いちゃってね」

　健けん太た郎ろうの語りを、未み優ゆうはただ無言で聞いている。

「でもまあ、急に将来の目標が湧わいてくる訳でもないし、友達の事を言い訳に使って高校に行かないなんて言ったら、そんなのただの逃避だしな。あいつらは将来の準備、オレも受験勉強が忙しくて、何となく疎遠になっていったんだ」

「でも、先生は現状高校に通ってませんよね？　不合格だったんですか？」

「いや。そもそも受験しなかったんだ」

「結局逃げたんですか？」

「そうじゃないよ。受験当日の朝、出がけに家の玄関にトラックが突っ込んできてさ」

「……」

　未優が言葉を詰まらせる。

　健太郎の脳裏には、あの時の光景が鮮明に甦よみがえっていた。

　忘れ物がないかチェックして一歩外へ出たその時、耳を侵す不愉快なブレーキ音と一緒に視界いっぱいに鋼はがねの塊が広がった。

　トラックが突っ込んできた──シンプルな現実を、脳が受け入れるまでの一秒が致命的だった。

　視覚、音、すべてがブラックアウトして、衝撃だけを感じる。

　強烈な痛みに意識を失ったのだ。

「……それは……災難でしたね」

　さすがの未優も反応に困って、同情するような顔で何度もこくこくと肯うなずいた。

「まあ、結構なダメージだったけど、頭打ったり内臓やられたりした訳じゃないから、命には別状なかったのが不幸中の幸いだったな」

　苦笑しながら、健太郎は太ふと股ももをさする。

　今は完全に回復しているけれど、あの時折った場所の一つだ。

　この事故で、健太郎が全治二か月のケガを負っただけではない。唐から渡と家の建物にも大きなダメージがあった。玄関からリビングにかけて半壊してしまったのである。幸い、両親にケガはなかったが。

「そんな訳で、受験できなかった訳さ」

　半端な目的がなかったから合格確実の本命一校に絞っていたし、万一落ちても追加募集でどうにかするつもりだった。しかし、退院できたのは年度も明けた四月の頭だ。さすがにもう入試をやっている学校などない。

「友達の件があったから、病院のベッドでずっと考えてたんだ。受験できなかったのは事故のせいで自分で決めた訳じゃないんだけど、これは将来の事をちゃんと考えるいいきっかけなんじゃないかなって」

　親友たちの事を目まの当あたりにしてなお、普通に高校へ進むのが『逃げない』事だと思っていた自分が、強引に高校から引き離されてしまった。

「神様なんて信じてないけど、運命っていうのはあるんじゃないかなぁ……って、そんな風に思ったんだよね」

「先生、間違ってます」

　しかし未み優ゆうの言葉は冷たい刀となって、健けん太た郎ろうの感傷をばっさり切り捨てた。

「それは単なる逃避というか、責任転嫁です」

「うっ！」

　未優の冷淡な指摘に、思わず胸を押さえる。

「事故に遭われた事についてはお気の毒に思います。ですがそれを運命と言うのは、不幸を直視したくない無意識のすり替えに過ぎません」

　中学生の女の子からの、あまりに身も蓋ふたもないお言葉。

「いや。オレだってそのくらいは分かるよ！　けどさ。高校に行けない、オレはもうダメ、何もかも事故のせいって嘆くより、どんな形でも前向きになった方がマシだよね？」

「それはそうですね」

　例によって未優のリアクションは淡泊だ。

「それに、後押しした状況はそれだけじゃなかったし……」

　小さくため息をついて、健太郎は説明を続けた。




　入院中の病室に顔を出した父が言い出したのは、玄関の修理だけでなく、この機会に古くなった家を建て直すというプランだった。

「オレは入院中だから構わないっちゃ構わないんだけど、父さんたちはその間、住むところどうするんだ？」

「久しぶりに世界を回る事にした。母さんも一緒に、一年くらいかけて」

　父の職業はトラベルライターで、写真家の母とは元々仕事仲間だ。

　息むす子こが生まれてからは遠出を避け、国内取材中心に。代わりに海外の友人を招き、ホームステイさせる事が増えた。健太郎はそのおかげで自然に英語が得意になったのだ。

「……旅か……。オレも、旅にでも出ようかな……」

　特に深い考えのない思いつきだった。

　高校に行けなくなり、特にする事もない今こそチャンスだ。環境を変え、さまざまなものを目にすれば、自分自身の生きる道だって見つかるのではないだろうか。

　新しい風景に出会い、見知らぬ人と触れ合う。

　そうだ。旅に出ればきっと魅力的な女の子と会って、恋をする事だってあるに違いない。

　恋──入院中、ずっと考えていて見つけたキーワードの一つだった。

　中学時代は男友達と遊ぶのが楽しくて、特に彼女が欲しいなんて思わなかった。

　だけど親友たちと離ればなれになった今、自分が新たに経験するべき第一の事は『恋愛』ではないか。

　競馬学校や音楽修業とは違い、普通の高校に進めば女子のクラスメイトとの出会いなんていくらでもあるはずだ──受験直前まで、そんな風にも考えていた。

　高校進学は事故のせいで取りあえずダメになったけれど、旅先での出会いはきっと普通にクラスメイトや先輩後輩として知り合う以上にドラマティックなはず。

　さすがに、そんな願望までは父親には話せないけれど。

「おお、そうかぁ！」

　旅好きの父は、健けん太た郎ろうの発案に喜んだ。

　父親も最初の一人旅は一六歳の夏で、各地でバイトしながらの貧乏旅行だったという。

　健太郎が長期旅行をするのなら幸い、家の建て替えも知り合いの建築家に頼んで、半年以上かけよう──そんな風に決まったのである。




「要するに、それはいわゆる『自分探しの旅』というものでしょうか？」

「その言葉をはっきり言わないでっ！」

　真まっ赤かに火ほ照てった顔を、両手で覆って隠す。

「具体的な目標もなく、何となく刺激的な体験を期待して、ふらふら放浪するというのは、世間で言うところの『自分探しの旅』以外の何物でもないと思いますが？」

「分かってる！　それは今さら指摘されなくても分かってるから！」

　無表情な未み優ゆうを前に、健太郎は恥ずかしさに身もだえする。

　まあ、要約すればそういう事なのだけど、フレーズをずばり提示されるとみぞおちの辺りがムズムズしてしまう。

「自分探しはさておき、進学し損ねて旅に出た事と、現状で帰る家がない事は理解しました。けれど、それだけではどうしてウチの先生になったのかはまだ分かりません」

「まあ、だからまだ先があるんだよ」

　あくまで淡々と問いかける未優に対して、健太郎は話を再開した。




　やってみると『目的のない一人旅』は難しかった。不慣れなせいもあって予定以上のスピードでお金は飛んで行くし、昔と違いバイトなど簡単には見つからない。

　一か月ほどあちこちふらふらした挙げ句、北の街にたどり着いた頃には、ホテルに泊まる余裕などなくなっていた。しかも、旅の途中でケータイも紛失してしまったし。

「……あー、風呂に入りたい。これじゃ年齢不詳だな……」

　明け方、宿代わりのネットカフェから出て顎あごをなで回す。

　ここ数日、ヒゲ剃そりや風呂から遠ざかっている。そろそろどうにかしないとホームレスにでも間違えられそうだ。

　と言っても打つ手がある訳でもなく、肩を落として歩いていると、交番前で白人の老婦人が警官にガミガミ噛かみついているのを見つけた。

　どうやら女性の方の早口の英語を、警察官が聞き取れずに困っているらしい。

「あ、あのね、奥さん……。ドゥ・ユー・アンダースタン・ジャパニーズ？」

　中年の制服警官は泣き出しそうな顔で、どうにかコミュニケーションを取ろうとしているのだけれど、発音が露骨にカタカナだ。

　白人女性の方は、噛みつきそうな激しい剣けん幕まくで警官を怒鳴っている。

「あの、ちょっといいですか？」

　駆け寄って、二人の間に割って入る。

『かわいい女の子との劇的な出会い』ではないけれど、これも旅ならではの奇縁だ。英会話というスキルを役立てるチャンスだし。

「な、何だね、君は？」

　怪しい身なりに警官は不審感を抱いたようだが、取りあえずそっちの相手をするより金髪婦人の方を優先する。

　話してみると老婦人は、酔った勢いで歌っていたら警官に呼び止められて、いろいろ話が通じずに腹を立ててしまったのだという。

　どうやら深刻な問題ではなく、些さ細さいな行き違いのようだ。

　何とか双方の誤解を解き、その場を収める。老婦人も反省して謝罪し、警察官も事を荒立てずに納得してくれた。

「日本は酔っ払いに寛容だから、こちらに来るとつい羽は目めを外しちゃって」

　女性は、落ち着くと日本語でそう説明した。

　礼をしたいという事で健けん太た郎ろうが連れて行かれたのは、市で一番の最高級ホテルのスウィートルーム。

　ルームサービスで食事とコーヒーをオーダーした女性は、改めてカナダ人のジュノー・ロックウェルと名乗った。

「本当にありがとう。お礼という事で、わたしに何かできる事はないかしら？　失礼ですけど、いろいろお困りではなくて？」

　コーヒーで落ち着いた今の態度が、本来の姿なのだろう。上品な口調で尋ねる。

　髪も髭ひげも手入れせず、服だって数日着替えていない。さすがにホームレスというほどではないけれど、普通の生活をしているようには見えないだろう。

　ここで見み栄えを張っても仕方ない。

　学校を出た後で己を見つめ直すために旅をしている事。途中で資金などを使い果たして困っている事。お金を稼ごうにも働き口が見つからない事などを簡潔に説明する。

　正直、この裕福そうな女性に少しでも援助してもらえればという期待はあった。

「若いのに大変ね。それに感心だわ。最近は若い人でも冒険しない子が目立つから、あなたのように放浪の旅をしている人間は貴重よ」

「どうもありがとうございます」

　過分な評価に、頬ほおがこそばゆくなる。

　健けん太た郎ろうだって『最近の若者』で、今回の件がなければ一人旅なんてしようとも思わなかったのだし。

「わたしが働き口を世話してあげましょうか。住む場所なんかも手配してあげられるわ」

「本当ですか？　願ってもない事です！　ありがとうございますっ！」

　思わず身を乗り出す。

　寝床とご飯にありつけるなら、どんな仕事でもいい。多少ブラックだってＯＫだ。

「近々中等部の英語教師が一人退職するのだけど、後任が見つからずに困っていたの」

「えっ？」

　英語教師？

　それってどういう事ですか？

　オレは中学出たばっかりの高校浪人で──意外な展開に混乱してしまって、説明が口から出ていかない。

「近頃日本は不景気だと聞いてたけど、本当ね。あなたのように親切で、英会話のスキルも高い人が、大学を卒業しても働き口がないなんて」

　えっ？

　ええっ？

　叫び声をどうにかこらえる。

　つまり彼女は勘違いしているのだ。大卒の就職浪人だと。

　ついうっかり年齢などのディテールを省いて話してしまっていたが、現状のヒゲ面や体格を考えると、確かに誤解されても仕方がない。

「説明が遅れたわね。わたしは本国と日本で、私立の学校を経営してます。今年度は日本校の様子を見るつもりで……どうかしましたか？　顔色が優れないようですけど？」

「あ、いえ……。思いがけない幸運にちょっと驚いてしまっただけで」

　ここで素直に『ごめんなさい。本当は中卒の一六歳なんです』とか言っちゃったら、せっかくの働き口を失ってしまうかも知れない。

　それに、女子校の先生なら周りは女の子だらけという事になるのではないか。

　そんな期待が、真実の告白を封じたのだ。




「とまあ、こういう訳で……」

　長い説明を終え、健けん太た郎ろうはため息をついた。

　実のところ事実関係は全部打ち明けたが、内心まで全すべて未み優ゆうに語った訳ではない。

『女の子との出会いを求めて』という部分だけは、さすがに省略してある。

「分かりました。先生が、極めて状況に流されやすい人間だという事が」

　あまりに無慈悲な評価を、未優から下される。

「な、流されやすいって……」

「そうじゃないですか。旅に出たのも、教師になったのも、自身の意志で決定したというより、たまたまそういう状況になったからというものではありませんか？」

「ま、まあそうかも知れないけど……普通人間って、そういうものじゃない？」

　我ながら情けない声が出た。

　少数例とはいえ、二人の親友みたいに中学で己の道をきちんと定めて邁まい進しんしている者がいる以上、こんなのは言い訳にしかならない。

「今の説明が、本当だと証明する手段はありますか？」

「しょ、証明って？」

「実は一六歳だという証明です」

　確かに今の説明だけでは、更に裏があってそれをごまかすための話をでっち上げたという疑いは払ふつ拭しよくできない。

「ちょ、ちょっと待ってて。……うっ！」

　立ち上がった健太郎は、正座が原因の足の痺しびれでちょっと顔をしかめた。机の引き出しの奥にしまっていた生徒手帳とパスポートを取りだし、未優に見せる。パスポートは『何だったら海外まで飛び出しても構わんぞ』と両親が取らせたものだった。

「この四月に、一六歳になったばかりというのは事実のようですね。最初からあなたの態度はどこか不自然に感じていましたが、これで腑ふに落ちました」

　確認して、二冊を返す。

「ど、どうも……」

「一つ、質問していいですか？」

「な、何かな？」

「あのメガネ、最初に教室に来た時から気になってましたが、度が入っていませんよね」

　しっかり見抜かれていた。

　何度かこちらの顔を凝視していたのは、不自然な点をチェックするためだったのだ。

「え、えーと。ほら、ヒゲ剃そっちゃったら、ちょっと大人っぽくてもやっぱり十代の顔な訳で。少しでも先生らしく落ち着いて見える方法がないかなーって……」

「先生本人の主観としては、それなりに意味のある行動だったという訳ですね」

　つまり、客観的にはまるっきり無意味という評価である。

「そ、それで……その……」

　がばっ！

　健けん太た郎ろうは床に両手をつき、土下座する。

「お願いですっ！　この事はバラさないでくださいっ！」

　必死に懇願する。

「情けないけど理事長と出会ったのが本当にラッキーで、仕事なくなって放り出されたら、本当にどうしていいのか分かんないんだよ。東京に戻っても我が家の建て替えが終わるのは何か月も先だし、両親もその頃まで帰ってこないし」

　女の子に囲まれて嬉うれしいし──というのはさすがに言えない。

「どうして土下座なんてするんですか？」

　しかし、未み優ゆうの声は冷たい。

　あたかも、そんな行為は全くの無駄だと告げているかのように。

　しかし──。

「わたしは、この事実を公表するつもりはありません」

「えっ？　ホント？」

　見上げる未優の顔からは、何の感情もうかがえない。

　怒りも、哀れみも、さげすみも。

「教員免許のない講師というのは周知の事ですし、先生が来てクラスのみんなは喜んでいます。その喜びを台無しにするのは、本意ではありません」

　未優が考えているのは、あくまでも『クラスのみんな』の事だった。

「これまでにも何度か多少の不審を感じたので、唐から渡と先生の立場が悪化しないようにフォローしてきたつもりです。今後も、それを続けていくだけです」

　教室で質問されて返答に窮した時、昼間好きな食べ物の話題でボロが出そうになった時──言われてみれば思い当たる節ふしがいくつかある。

「ありがとうっ！　恩に着るよ！」

　がばっ！

　土下座フォームから立ち上がり、そのままテーブルを乗り越え、思わず未優の手を握る。

「あ……っ！」

　未優の頬ほおに、ほんの微かすかな色が差す。

「あ、ああっ！　ごめんっ！　ついうっかりっ！」

　慌てて手を離し、距離を開く。

「い、いえ……。別に、感情的になった人間が異常な行動をしてしまうのは、よくある事ですから気にしません。それに、心配しなくても誰かに話す事はありません。話すような友達がいないんですから」

「あ……」

　何か言いたい。

　けれど言葉が浮かばずに唇が固まる。

「では、また月曜に」

　ちょっとうろたえているように見えたのは、ほんの一瞬だけだった。またいつもの顔に戻った未み優ゆうは静かに立ち上がり、玄関へと向かう。

「えっと……もう遅いし、送っていこうか？　それともタクシー呼ぶとか？」

「お気遣いなく。この街での生活は、先生より遙はるかに長いですから」

　ドアが、静かに閉ざされる。

　外までどころか、健けん太た郎ろうは見送りのために廊下に出ることさえできなかった。









４章　　期待に胸は膨らみ、××で○○は膨らむ






　理事長から提供された日用品の荷物受け取りや整理、買い物などの雑事で日曜は過ぎ、明けて月曜になった。

　そろそろ慣れ始めたスーツに身体からだを押し込み、健太郎は出勤する。

　もしも未優から情報が伝わっていたら？

　女の子たちからチヤホヤされるという楽園からの追放だけではない。

　もちろんクビになり、マンションも追い出され、ホームレス生活一直線だ。

　ひょっとしたら警察に捕まって、ご飯と屋根と鉄てつ格ごう子しが与えられるのかも知れないが。

　不安に震えながら、職員室の扉を開く。

「お、おはようございます」

「おはようございます、唐から渡と先生」

「おはよう。もう慣れましたか？」

「どうも。今週もがんばりましょう」

　しかし、みんなは先週と変わらぬ和なごやかな態度で受け入れてくれた。

「あの……。唐渡先生」

　隣の席の、燿よう子こが小声で話しかけてくる。今日きようも例によってジャージの上下で、首からは愛用のホイッスルをぶら下げている。

「土曜日はどうも失礼しました。ちょっと羽は目めをはずしてしまって」

「え、いえ。別に大した事では。黒くろ岩いわ先生こそ、お身体からだの方は？」

　頭の中で考えた『社会人にふさわしい態度』で対応する。

「酒癖は……あんなですけど、抜けるのも早いんです。一晩眠ればもうすっきりで」

　笑って、ガッツポーズを取る。二十代後半はすごい大人だという認識だったけれど、直接触れ合うと案外お茶ちや目めだ。もちろん個人差はあるのだろうけど。

　まあ、土曜の一件をうやむやにしたいという意図も感じるが。

「まあ、それならいいんですけど……」

「その……お酒は控えますから、そのうちお食事とかご一緒しましょうね」

　小声で、そっと耳打ちしてくる。

「ええ。その程度なら、まあ……」

　結婚のターゲットとして本気で狙ねらわれるのは危険だけど、同じクラスを受け持つ同僚だ。親しくしておいた方がいいだろう。




　回数をこなすうちに、だんだん授業にも慣れてきた。

　讃さ岐ぬき先生からは『発音と聞き取り、会話だけしっかり教えてくれればいい』と言われているので、多少は気が楽だ。

　しかし、月曜午前のラストは三年Ｂ組。今け朝さは、職員会議の都合でＨＲに出ていないから週が明けてから初の顔合わせだ。

　万一、未み優ゆうから何かが伝わっていたら──不安に震える胸を押さえながら、教室の扉を開ける。

「きりーつ！」

　だが、先週までと変わらない態度で花か菜なが号令をかける。

　生徒たちの間に、特に変わった様子はない。未優本人も、だ。

　取りあえず秘密はバレていないようだ。安あん堵どし、気持ちを落ち着けて平常通り授業を進める。

「はい。じゃあ、ここまでにします」

　五〇分が問題なく過ぎ、チャイム音に重なる形で終了の挨あい拶さつをする。

「先生っ！」

　教室から出ようとすると、その花菜が駆け寄ってきた。

「ん？　何か質問かな？」

「いえ。先生、お昼はどうします？」

「学食で何か食べるつもりだけど……」

「実はわたし、先生の分もお弁当作ってきたんです。食べてもらえませんか？」

「え？」

　予想外の展開だった。

　自宅で手料理というのはダメだったけれど、学校で手作りお弁当というのも心躍るシチュエーションだ。

　中学時代も弁当だったけれど基本は母親謹製、時々コンビニや購買を利用したが、女子からお弁当を貰もらった経験なんてもちろんない。

「ほら。先週見てたら、唐から渡と先生ってお昼は学食でしょ？」

「う、うん」

　意識してなかったが、教室以外での姿も花か菜なはしっかり観察していたらしい。

「それに──」

　周囲に聞こえないように、声を潜める。

「土曜日には失敗しちゃいましたから」

　やはり周りを気にして、健けん太た郎ろう以外には見えない角度でウインク。

　直接自宅を訪ねたというのは、他のクラスメイトには内緒にしたいのか。

「ありがとう。頂戴するよ」

　バンザイしたくなる気持ちを抑えて、ちゃんとした『先生』の態度で答える。

『生徒や父兄から高価な品物などは受け取らないように』という注意は受けているけれど、同時に『常識的範囲で許されると思われる贈り物まで固辞する必要はない。生徒とのコミュニケーションは大切に』とも言われている。

　このくらいはＯＫだろう。

　期待で湧わき上がってきた唾を、ゴクリと飲み込む。

「せんせーいっ！　あたしも作ってきたんです」

「あたしもあたしもっ」

「え？　みんなも？」

　振り返って花菜が目を丸くした。

　さすがに全員という訳ではないけれどクラスの三分の一近く──一〇人以上が色とりどりのランチボックスを手に集まってくる。

「先生、あたしの食べて～」

「あたしのもー」

「え、えーと……」

　健太郎の笑え顔がおが引きつる。

　花菜だけではない。予想外の嬉うれしさだった。













　だけど役得も度を越すと、対応に困る。

　一個一個のお弁当はセーフとして、いっぺんにこれだけの饗きよう応おうを受けるのもアリなのだろうか。

　自宅来襲で四人バッティングした前例があるのだから警戒して然しかるべきだったのに。

　この状況で誰かを選んで別の子のを拒絶するというのもアンフェアだし、教師としてふさわしくないだろう。

　だったら公平に全員のをお断りするか。それとも──。

　なぜだか自分でも分からない。

　健けん太た郎ろうの視線がふと、最前列に向いた。

　未み優ゆうはこの騒動をまったく気にする様子もなく、既に小さな小判形のランチボックスを開いている。昼休みなのに、誰とも会話していない。

　悩んだのは、ほんの一瞬。

「分かった。じゃあ、みんなのをいただくよ」

　笑え顔がおで、健太郎は宣言した。

　わぁーっ！

　やったーっ！

　女の子たちから歓声が上がる。

「はい。じゃあ、みんなで机くっつけて」

　パンと手を打ち鳴らして合図をして、花か菜なが場を取り仕切る。

　教室の後ろの方に八個くらいの机が寄せ集められて、誰かが用意していたクロスがふわりとかぶせられる。即席で、大きなパーティテーブルが完成した。

　ぐるりと椅い子すを並べ、肩と肩が触れあうくらいの間隔で席に着く。健けん太た郎ろうは上座で、その隣が花菜だ。

「先生。まずわたしの食べてくださいね」

　花菜が差し出したのは、女の子サイズの小さなランチボックスだった。

「じゃあ、その次はあたしの！」

「あたしのも、あたしのも！」

「はは。焦らなくていいよ。ちゃんと全員のを食べるから」

「そうそう。じゃあ、わたしのところからぐるっと時計回りでいいんじゃないかな？」

「うん。まあ、それでいいんじゃない？」

「そうだね」

　花菜が提案すると、みんなが納得する。

　単に役職としての委員長というだけでなく、本人が率先して場をまとめるあたり、みんなからも信頼されているのだろう。

　だったら余計な事を考えず、花菜が決めた順番に全部平らげていくのが一番無難か。

　女の子たちが自分に群がって、ちょっと張り合いながら険悪にはならない──ひょっとしたらこれって理想的なバランスのハーレムなのではないだろうか。

　周囲を取り巻くきゃきゃと明るい声も耳に心地よい。

　この嬉うれしさに比べたら、お弁当が多いのくらい何だ！

　きっと全部食べきれるさ、うん。

　心の中で拳こぶしを握りしめる。

「じゃ、いただきます」

　最初は花菜のお弁当。

　開けてみると真ん中で区切られていて、半分は白いご飯で残りがおかず。ほうれん草のおひたしや卵焼き、ミニハンバーグなど定番のものがバランスよく並んでいる。

「うん、美お味いしいよ」

　頬ほお張ばって、素直な感想を口にする。

　多分ハンバーグは冷凍食品だけど、生まれて初めての女の子の手料理だからそこはオマケで。サイズが小さめなので、すぐに食べ終える。表向きは大人でも、実態は育ち盛り食べ盛りなのだから。

「まず、一回目のごちそうさまだね。ありがとう」

「こちらこそありがとうございますっ！」

　空の器を受け取った花か菜なの方が、輝くような笑え顔がおで答える。

　うん。素晴らしい役得じゃないか。

　自分はお腹なかが膨れて、女の子の方も喜ぶ。まさしくＷＩＮ─ＷＩＮの理想的関係。

　それに、思ったより量も少なめだ。

　女の子らしさのアピールだから、お弁当も自然とかわいらしくなるのだろう。

「じゃ、次はあたしですね！」

　二人目も同じような入れ物だった。中身も似たメニュー。

「まさか他の子も作ってくるなんて思わなかったから……」

「定番だからダブる事もあるよね。気にしない気にしない。卵も肉も、好物だから」

　しゅんとしょげる作り主を励ます。

　好きなおかずなのは本当だし、何より気持ちが嬉うれしい。二個目も難なく片付ける。

「えっと先生、ごめんなさいっ！　あたしもなんです！」

　差し出された三個目も似た内容だった。女子中学生の手作り弁当が、そんなにバリエーション豊富な訳もない。

「う、うん。平気平気。みんなが作ってくれたものだから、喜んでいただくよ」

　女の子サイズのランチでも、さすがに三個も立て続けだと腹に堪こたえてくる。

　しかし、ここで中断したり嫌な顔をしたりする訳にもいかない。完食しなければ作ってくれた女の子に失礼だし、先に食べさせた方だけ得したという事になってしまう。

　仮にも先生なんだから、生徒の気持ちは全部受け止めなければ。

　四人目、五人目、六人目、七人目──笑顔を強こわ張ばらせながら、どうにか平らげていく。

「美お味いしかった、うん。ごちそうさま」

　何とか九個目を片付けた。

　食べ終わりの言葉も、さすがにワンパターンだ。

　無意識におなかをさすっていたのに気づき、慌ててその手をテーブルに上げる。

「えーと……先生、無理してません？　キツかったら、あたしのはパスしても……」

　ラスト、一〇人目が遠慮がちに提案する。

『じゃあ悪いけど、勘弁して』

　そんな言葉が、頭に浮かぶ。

　ちらっと横目で、隣の花菜を見る。

　健けん太た郎ろうを見ているのではなく、目を伏せ、唇を真一文字に結んでいる。

　後悔しているような、何か言いたそうな──それでいて何かを言ってしまわないように堪こらえているような、そんな表情だった。

『先生、苦しいんだったら無理に食べなくても。みんなもそれでいいよね？』

　多分、そんな事を考えているのだろう。

　だけどそれを言ってしまったら、順番を決めて自分を一番にしたのがズルいごり押し、委員長としての特権濫らん用ようになってしまう。

　彼女を悲しませないためにも、自分が全部公平に引き受けるしかない！

「はは。何言ってるんだ、最初に全部食べるって宣言したんだし、まだまだ大丈夫だよ。これでも、若いんだからね」

「本当ですか？　じゃあ」

　ドンッ！

　一〇人目が机の上に載せたのは、銀色に輝くアルマイトの直方体。これまでのがかわいらしい『ランチボックス』ならば、これだけはまごう方なき『弁当箱』だった。

　サイズは、去年中学時代に健けん太た郎ろうが持たされていたのと変わりない。

　即すなわち、男の一食分。

「男の人なんだから、お昼もちゃんとボリュームあって力がつくようなのがいいだろうと思って。お兄ちゃんがいつも使ってるのを……」

　蓋ふたを開けるとぎっしり詰まった白米に、おかずも焼き肉などのこってり系。エビフライにはタルタルソースがたっぷりかかっている。

　これが最初だったら、どれだけ食欲をそそられただろうか。

　だが、ここで逃げたら男が廃すたる！

　前言を翻して途中で逃げたり諦あきらめたりしたら、先生として恥ずかしい！

「じゃあ、いただきます！」

　意志の力を総動員して箸を駆動し、白米を、揚げ物を、野菜の煮浸しを、口の中に押し込む。喉のどの内側に手があって、飲み込んだものを下へ下へと押し込み、詰め込んでいくような感覚。

　本来は美味なのだろうけど、もう味なんてほとんど分からない。声には出さず『美お味いしい美味しい』と頭の中で自己暗示をかけているだけだ。

「ぷふぅ……っ！　ごちそうさま、美味しかったよ」

　どうにかこうにか最後のエビフライを飲み込み、表情筋を駆使して笑え顔がおを浮かべる。

「ほ、本当ですか……？」

　最後の一〇人目だけではない。

　立ち会った全員が不安そうに、健太郎の方を見つめている。

「本当本当。言っただろ？　先生だってまだ若いんだから、このくらいは余裕だよ。たっぷり食べたから、午後もバリバリ頑張れるよ」

　口ではこう言うけれど、正直腹ごなしが必要だ。さすがにすぐには立ち上がれない。

「先生」

　いきなり、背後から声がかかる。

「えっ？」

　振り返ると、未み優ゆうが立っていた。

　右手にはプラスティックのコップ、左手には白い小箱。

「ここに胃薬があります」

　淡々とした提案に、一瞬戸惑う。

　ここで薬を飲んでしまったら、たった今の『大丈夫』発言を翻す事になってしまうのではないだろうか。

　しかし、背に腹は代えられない。

　口で何と言おうと事実食べ過ぎなのは、花か菜なたち一〇人だって理解している。

「あ、ありがとう。頂戴するよ」

　未優から水の入ったコップと、アルミ分包の胃薬を受け取る。

「必要ならオブラートもありますが、使いますか？」

「あ、いや。大丈夫」

　ちょっと青臭い苦みのある顆か粒りゆうを、少量の水で飲み下す。さすがにすぐに効き目がある訳ではないけれど、気分的に楽になる。

「どういたしまして」

　空になったコップを回収すると、未優はそのまますたすたと立ち去っていく。

「わたしも、ちょっと」

　少し硬い表情で、花菜も椅い子すを鳴らして立ち上がった。

「じゃ、じゃあ僕もこれで」

　二人の様子が気になる。

　健けん太た郎ろうも花菜の後を追って教室を飛び出したが、腹が重いせいで、早足の二人に距離を開けられてしまう。

「神こう月づきさん、ちょっといい？」

「何でしょうか？」

　こちらには気づいていないのか。人ひと気けのない廊下の端まで移動し、花菜は未優を問い詰める。

「さっきの、どういうつもり？」

「あの事態に対応しただけです」

　未優の返答は、やはりそっけない──少なくとも、そっけなく聞こえる。

「つ、つまりあなたは、わたしたちが互いに相談もしないで、お弁当がバッティングするっていうのも事前に見抜いていたって訳？」

「起こりうる事態の一つとして想定していただけです」

「じゃ……じゃあ、もしもお弁当が集まらなかったらどうしてたのよ？」

「その時は何もせず、胃薬を持ち帰っただけです」

「あ……」

　ごく当たり前の状況を見落としていたのを指摘されて、花か菜なの顔が羞恥に染まる。

「だ……だったら、あんな嫌味ったらしい真ま似ねなんかしないで、前もって『先生の迷惑にならないように』って言ってくれればよかったんじゃない？」

　感情を抑えようとしているのは分かるが、それでも花菜の声には隠しきれない棘とげがある。

「……それは……」

　珍しく、未み優ゆうが言葉を濁す。

「どうなのよっ！」

「……みんな、楽しそうでしたから」

「え？」

　奇妙な答に花菜が戸惑う。

「ま、待て！　ちょっと落ち着いてくれ！　二人とも！」

　腹を押さえながら何とか追いつき、声をかける。

「美み里さとさん。神こう月づきさんは神月さんなりに、クラス全員の事を気遣ったんだと思うよ」

「……ど、どういう意味ですか？」

　健けん太た郎ろうの言葉が理解できず、花菜は目を丸くする。

「そ、それは、ほら。美里さんもお弁当作ったり、僕のところに持ってきたりしてる時は楽しかったんじゃないか？　多分、他のみんなも」

「それは……そうです」

「もしも神月さんが事前に『みんなで弁当を持っていったら迷惑だ』とか言ったら、その楽しさは存在しなかったっていう事だよね？」

　素直に納得はしづらいけど、理屈としては分かるのだろう。花菜は言葉では答えず、ただ小さく肯うなずいた。

「僕だってお弁当を作ってもらったのは嬉うれしい。だけど食べ過ぎたら、やっぱりちょっと苦しい。だから『楽しい事』が全部終わってしまってから、最後に胃薬を出せばいいって考えた──そういう事だよね？」

「……大筋では、間違っていません」

　未優は小さな声で答える。

　土曜もそうだった。

　様々な起こりうる状況を想定して『みんなの幸せ』が足し算で最大になるのを心がけるのが未優のやり方なのではないだろうか。

　ただその判断と手順が、涼しい顔をして最短距離を突っ切るようなやり方なので、他人からは理解不能だったり、意味不明に見えたりする。

「胃薬は嬉うれしかったよ。それは、本当。でも、もうちょっとやり方とかタイミングとか考えてたらもっとよかったんじゃないかな？　例えば、後で他の人が見てない時に僕にだけこっそり渡すとかさ」

　一方的に未み優ゆうを庇かばうだけでもよくない。

　彼女の至らないところに気付いたのなら、そこは指摘するべきだし、上う手まくすれば周囲との摩擦も取り去って彼女が友達を作る手助けにもなるはずだ。

「それはダメです」

　しかし、返ってきたのは予期せぬ答だった。

「あの薬は食後すぐに服用するものです。それに万一誰かに見られたら、こっそり抜け駆けしたと思われます。その方が、委員長や他のみんなは不快でしょう」

　確かに未優の判断には一理も二理もある。

　人目を避けて行動し、後で発覚したら感情のもつれはさらに大きくなった。最初から堂々とやってしまえば『確実に不愉快』にはなるが、あれ以上にはならない。全すべて想定の範囲内という事になる。

「そ、その……確かに、君の気遣いはありがたかったよ。筋も通っている。だけど、もうちょっと周りの人の気持ちとかも考えた方がいいと思うんだ。自分の中だけで完かん璧ぺきな結論を出していても、現実にはなりゆきとか勢いとか雰囲気とかあって、計算と理屈だけで割り切れるものじゃないからさ」

「そうですね。先生は、そう考えても当然ですね」

　未優の冷たい視線が痛い。

　こっちがどれだけ偉そうに上から目線で話しても、説得力なんかない。

　本当は一六歳の高校浪人でしかないという事実を、彼女だけは知っているのだから。

　なりゆき任せでこうなってしまった人間が、なりゆきの意味を説いたところで単なる自己弁護になってしまう。

「ご意見は理解しました。以後、考慮します」

　そう言い残すと未優は振り返って立ち去った。一度もこちらを振り向かない。

「はぁ……」

　健けん太た郎ろうはため息を漏らす。

「あ、あの……先生、ありがとうございます。それと、ごめんなさい」

　花か菜なが、潤み気味の上目遣いで見つめてくる。

「い、いや。先生として当然の事をしたまでだから。はは……」

　未優には正体がバレているという後ろめたさがあるので、つい態度がぎこちなくなってしまう。

「えっと……美み里さとさんは、神こう月づきさんの事が嫌いなの？」

　しまった。

　また言ってしまって後悔する。

　確かに気にはなっていたけれど、確かめたいという気持ちが先走って、ストレートすぎる質問になってしまった。

　生徒間の人間関係で嫌いだとか憎いだとか、安易にそんな言葉を使ってはいけない。

「嫌い……って言う訳じゃありません。同じクラスになったのは初めてで、神月さんが言ってるのが正しいのも、頭では分かってるんです」

　戸惑いながら、花か菜なが答える。

　去年までの印象は『優等生だが、物静かな子』というものだったという。

「成績はずっとトップで。教室でも一人で本とか読んでる事が多くて、友達とかあまりいないっていう噂うわさでした」

　その噂は違う。

『あまりいない』ではなく『いない』──というのが未み優ゆう自身の評価だ。

「わたしクラス委員だし、事務的な事とかにかこつけていろいろ話しかけてみたりしたんですよ。でも、何だか話がかみ合わないっていうか……」

　花菜の悩みも理解できる。

　何を話しても一足飛びに正しい結論に行き着く未優の態度は、相手からすればいきなりばっさり切り捨てられるような気分になるだろう。

　健けん太た郎ろうが多少なりとも把握できたのは、ニセ教師になったいきさつを問い詰められるという形で、思いがけず真剣に未優と話し合う機会があったからだ。

「でもまあ、彼女だって悪気がある訳じゃないと思うよ。何て言うか、人付き合いが苦手なだけで」

「悪気がある方がまだやりやすいですよ。何を考えてるか分かりやすいって事ですから」

　言われてみれば確かにそうだ。

　同じ中学生でも、昔からの友達の中でお気楽にやってきた健太郎に比べて、花菜の方がよっぽど真剣で誠実に考えている。

「この間の選手リストもそうですけど、神月さんは正しさに甘えて、他人の気持ちやクラスの雰囲気を考えてないところがあると思います。わたしはみんな仲がよくて明るいクラスにしたいこともあって委員長に立候補したんです」

「確かにそういう一面はあるけど、神月さん自身も多分今のままでいいと思ってるわけじゃないはずだよ。委員長として上う手まくそのあたりをフォローしてあげてほしいな」

　健太郎としては、こう言うのが精一杯だった。未優本人が『友達を作りたい』とは言っているのだし、これで少しでも上手く行けばいいのだけど。

「はいっ！」

　先生としての自分に期待されているのは、単に英会話を教えるだけではない。年齢が近い者として生徒たちの相談相手になり、経験を伝える事だ。

　まあ、理事長が想定している以上に年齢が近いというか、同年代で、自分の未熟さばかりを痛感してしまうのだが。

「あ、それと先生」

「ん？」

「今日きようみたいな事がないように、クラスのみんなと相談しますね。手料理ご馳ち走そうしたい時でも、ダブらないように上う手まく話し合うとか」

「う、うん。そうだね。そうしてくれると、助かるよ」

　一気に一〇人前じゃなかったら、女の子の手作り弁当というのは嬉うれしいのだ。

　不器用すぎて『正しい合理性』の硬質な塊を、そのまま見せてしまう未み優ゆうとは違う。

　現実に即した温かくて柔らかいリーダーシップが花か菜なの持ち味であり、みんなに信頼されている理由なのだろう。




　もちろんリーダーシップというのも一種類ではない。

　まず自分が率先して動くタイプもいれば、みんなの意見を上手くとりまとめる調整型もいる。そして他人の意見に耳を貸さずに何でも決めてしまいそうな、ワンマンな牽けん引いん型だって存在するのだ。

「という訳でっ！　今回の六月期イベント・クラス対抗スポーツ大会をより一層盛り上げるため、唐から渡と先生を賞品にすると決定いたしましたわっ！」

　暴走ブルドーザー型リーダーの瑛えい美みは、放課後の交流委員会でいきなり宣告した。

「へ？」

『賞品にしたい』でも『賞品にしてもいいか』でもない。

　健けん太た郎ろう自身には何の打診もないまま、いきなり『決定した』である。そもそも第一声が『という訳で』というのは何かが間違っている。

「えっと……賞品って？」

　交流委員会室で『顧問』の三さん角かく錐すいが立った席の健太郎は、きょとんとして訊たずねる。

　まさか自分がそのまま、誰かにお持ち帰りされてしまうとでも言うのか？

「ご存じの通り、唐渡先生は現在中等部・高等部問わず、全校生徒の注目の的ですわっ！」

　両腕を広げ、歌い上げるような声で瑛美は告げる。

「ちゅ、注目の的？　まあ、そうかな」

　授業を持っているのは中等部だけなので、今ひとつ実感は湧わかない。

　確かに交流委員会のために高等部校舎に足を運ぶと、すれ違う女の子たちがこちらを見てひそひそと話したりしていて、それはちょっと嬉うれしかったりするのだけれど。

「あー、あたしのクラスでも、よく話のネタになってますよー。中等部がうらやましい、高等部の授業もやってーとか」

　電卓を叩たたいて帳簿をチェックしながら、すみれが答える。

「さすがにちょっとそれは難しいかな。多少英語が得意でも、やっぱり素人しろうとだしね」

　中学だったら先日まで学んでいた内容だから、まだ記憶も鮮明だ。

　しかし高校ともなると、全く未知の領域。英会話だけなら何とかなるかも知れないが、高校生以上には常識の内容でも、他の科目に関しては突っ込まれたら対処できない。

「全校生徒に充実した学園生活を与えるわたくし・貴きの宮みや瑛えい美みとしては、この好機を見逃せませんわっ！　顧問として身柄を押さえてるから賞品にするのも完全に合法っ！」

「ちょっと待って！　本当に合法？　オ……僕の人権はどうなっちゃうの？」

「ご安心を。賞品といっても、生涯に渡って先生の身体からだを保有するような事は、さすがに法的にも倫理的にも許されませんもの」

　瑛美は机上の茶封筒を取り上げる。中身は『先生にお願いを聞いてもらうチケット』と書かれた紙だった。

　一枚きりの手作りらしく、蛍光マーカーで派手にぐりぐりと飾り立てられ『交流委員会・委員長印』というのが赤でドンと捺おされている。

「優勝チームのＭＶＰ一名限定の特典！　これならクラスの勝利を目指しつつ、各人が己をアピールする励みにもなります！　イベントを盛り上げるための絶好のエサ！」

「聞き捨てならないわねっ！」

　バンッ！

　委員会室の扉が開く。

　ノックもなしに、いきなり入ってきたのは生徒会長の間ま辺なべ早さ弥やだった。

　もちろん古ふる尾お副会長が影のように付き従っている。

「イベントの乱発だけでも許しがたいというのに、そんなエサでみんなを釣ろうなど、全校生徒を愚ぐ弄ろうしてるわっ！」

「あら？　エサというのは単にものの喩たとえですわ。これまでにもクラス対抗のイベントで記念の盾、トロフィー、賞状などを贈呈するのは普通に行われているではありませんの。今回もそれと同様ですわ。主催する交流委員会の顧問教師とのコミュニケーションという事であれば、下へ手たに金銭的価値のある品物よりも健全なのではなくて？」

「えーと……それに一応、高等部の生徒からランダムに選んだ一〇〇人にアンケートを取ってみたんですよねー。そしたら、この賞品が嬉しいってのが九六人いて」

　すみれが補足する。

　健けん太た郎ろう自身にとっても、ちょっと信じがたいほど高い数字だった。

「アンケートの回答、もうちょっと詳しく補足すると『個人教授してもらいたい』『デートとかもアリ？』なんて意見もあるみたいですねー」

「やっぱりそんな賞品は、生徒会としては承諾しがたいわっ！　ほら、唐から渡と先生自身がそんな風ににやけてしまって！」

「えっ！」

　早さ弥やに指摘され、慌てて両手で顔を覆う。

　どうやら無意識のうちに表情が緩んでしまっていたらしい。

「コホン！　こ、これはその……ちょっと考え事をしていてだな！」

　咳せき払ばらいしてから慌てて取り繕おうとするものの、なかなか思った通りの威厳は出ない。

「よいではありませんの。唐渡先生も若い男性。女子中高生にちやほやされるのが嬉うれしいのは当然。ですが本職ではないとはいえ、先生という仕事を引き受けた以上、社会人として守るべき一線は当然守っていただけるはず」

「う、うん。まあ、そうだな」

　必要以上に口元を引き締め、なるべく重々しい声を出して腕組みをする。

　まあ学校に通ってなくて、現状では『先生』をやってるのだから、社会人は社会人で間違いないのだけれど、大人ではない。

　何しろ一六歳。

　この場のメンバーで言えば、高一のすみれとは同い年扱いになるけれど、瑛えい美みや早弥よりは年下なのだ。

「いずれにせよ。交流委員会の独立性は保障されておりますわ。どのような景品を出すかは委員会の裁量範囲内。早弥ちゃんがどんなに地団駄踏んだところで、生徒会から干渉されるいわれは一切ありませんのよ。ほーっほっほっほっ！」

「くぬぅ……っ」

　反らした手の甲を口元に添えて高笑いする瑛美に、早弥が歯がみする。

「な、なら勝手にすれば？　規則は規則ですものねっ！　その上で、高等部二年Ｃ組が優勝すればいいのよっ！」

　びしっと人差し指を前に突き出し、早弥が宣言する。

「ウチのクラスが優勝し、わたしがＭＶＰになれば、その破は廉れん恥ちな賞品は他のどの生徒の手にも渡らないもの！　手に入れた上で、ズタズタビリビリに破やぶいてあげる！」

「ほーほっほっ！　できるものかしら？　早弥ちゃん、子供の頃からかけっこでも力比べテストでも、このわたくし、貴きの宮みや瑛美に勝った事が一度でもあって？」

「だから早弥ちゃんはやめてっ！　ちゃんと生徒会長って呼びなさいよ！　それに、瑛美ちゃんの方が勝ってるって言っても、いつも僅きん差さじゃない！」

「ま、このわたくしは挑まれた勝負は全すべて受け、その上で勝利する主義。早弥ちゃんがやるというのなら、逃げも隠れもいたしませんわ」

　いや。そもそもクラス対抗で全校生徒が出場するんだから、逃げたり隠れたりってのはないでしょ。瑛えい美みと早さ弥やが一対一で勝負する訳でもないし。

　ツッコミの言葉が浮かんだが、とりあえず声には出さずスルーする。

「そうと決まれば特訓よっ！　手伝いなさい、古ふる尾お副会長っ！」

「……えー。そりゃ同じクラスでチームメイトですけどねぇ。あたし、そういう面倒くさいのとか熱血ノリとかってダメなんですけどぉ」

　大股で出て行く早弥の後ろを、副会長は小走りでちょこちょこついて行く。

　一度振り返って、ぺこんと頭を下げてからドアを閉めた。

「……なんだかなぁ……」

　率直な感想が、健けん太た郎ろうの口からこぼれた。

　いとこ同士という事を別にしても二人は似た者同士のようだが、一見マジメな早弥の方が脇わきが甘くて乗せられやすい、目先の勢いで本来の目的を見失うタイプらしい。

　今も、結局『先生にお願いを聞いてもらうチケット』を手に入れるために張り切る羽は目めになってしまった訳だし。

「じゃあ、僕もこれでお暇いとまするよ」

「ええ。では、先生。ＭＶＰ賞品の件、よろしくお願いいたしますわね」

　瑛美に見送られて委員会室を辞し、健太郎は中等部の校舎へと戻った。

「あ、唐から渡と先生っ！　ちょうど良かった。少し、お時間ありますか？」

　三Ｂの教室に近づくと、花か菜なが声をかけてきた。

「ん？　まあ、取り立てて急ぎの用事とかないけど……」

「わたしたち、これから大会に向けて練習するんです。ご指導いただけますか？」

「え？　でも僕、運動はそれほど得意って訳でも……」

　スポーツだったら、担任でもある体育教師の燿よう子こ先生の方が適任ではないだろうか。

「大人で男の人なんだから、わたしたちより体力はあるでしょ？　それに、みんな先生に見てもらいたがってますから」

「花菜ーっ、何やってんの？」

「早く支度した方いいよ」

　教室の扉が開き、中から二人の生徒──スポーツが得意な三み隈くま妙たえ子こと苦手な小お笠がさ原わら伊い緒おのコンビだった。

　健太郎は一瞬期待と警戒で身構えそうになったが、さすがに今度もまた着替え中という展開ではなかったようだ。

「じゃ、あたしも着替えますから、先生は妙子たちと先に行っててください」

　そう言った花菜が教室の中に消えていく。

　廊下には、既に見慣れた教え子たちが体育シャツとハーフパンツに着替えて並んでいた。

　部活などに出ている子もいるので、さすがに全員ではない。一〇人ちょっと、およそクラスの三分の一ほどか。

「じゃあ先生、行きましょう。それとも、花か菜なの着替え待ってますか？」

「えっ？　いや、それは……」

　健けん太た郎ろうが戸惑っていると、妙たえ子こが右腕にぐっと腕を絡からめてくる。

　肘ひじの先が、胸の位置に当たる。

「早く早く！」

　左手を伊い緒おが握り、女の子二人のサンドウィッチでエスコートされて、グラウンドの一角へ引っ張り出される。

　元々敷地が広い上に大学の校舎を移転したという事もあって、グラウンド面積は大きい。健太郎が通っていた都内の中学に比べると三倍近くある。

　そのため各運動部が練習をしていても、少しの空きはあるのだ。

「お待たせーっ！」

　すぐに、ハーフパンツ姿の花菜が手を振りながら走ってくる。

「じゃ、まず準備体操ね！　先生、号令かけてください」

「えっ？　号令って？」

「普通に『一、二。一、二』でいいですよ」

「そ、そうか。じゃあ」

　花菜に勧められるまま、パンパンと両手を叩たたいて二拍子のリズムを取る。

　目の前では、その花菜を中心に女の子たちが屈伸したり、アキレス腱けんを伸ばしたり。

　白くしなやかに伸びた脚が躍動している。

　伊緒など歳としの割には胸の大きな子もいるので、動くたびにちょっと揺れたりもしている。

「いっちに！　いっちに！」

　花菜が両腕を伸ばして背を反らすと、シャツとハーフパンツの間から、白いお腹なかがちらりと見える。

　教室での授業では見られない、女の子たちの健康美！

　燿よう子こ先生は毎回毎回これを間近で見ているのか。何てうらやましい。あ、でもあの人は女性だから別に嬉うれしかったりしないのか──頭の中で、そんな思考が渦巻く。

　この世の天国だけど、喜びが露骨に表情に出てしまってはマズい。

　必死に口元を引き締め、視線も一点に集中しないよう適当に散らす。

　不意に胸がとくんと高鳴って、何だか奥歯のあたりがムズムズする。

　去年だって、体育でクラスの女子と一緒だった事はある。だから似たような光景は目にしていたはずだ。

　同じ中学三年一五歳の女の子なのに、どうしてこれほど違うのか。

　いや。違うのは、見ている自分の方だ。

　今までは女の子を特別に意識してなかったけれど、出会いを求めて旅をしたせいで、こちらの方の見るスイッチが切り替わってしまったのだ。

「柔軟やるから、先生背中押してー」

　ぺたんと地面に尻をついた姿勢で少しだけ腰を前に倒して、伊い緒おが健けん太た郎ろうを呼ぶ。

「う、うんっ」

　健太郎が言われた通りシャツの上から手を当てようとした時──。

「こぉらぁ！　あんた、身体からだは柔らかいでしょうがっ！」

　妙たえ子こがおどけながら、伊緒の背をぐっと押す。上体はスムーズにぺたんと倒れ込み、胸がグラウンドに付いた。

「へへ……。ばれちゃった？」

「はーい。ウチのクラスの割り当ては一時間半だけだから、効率よく練習しないとね」

　やっぱり場を仕切るのは花か菜なだ。

　簡単な準備運動を見ていても、やっぱり一人一人の身体能力の差が出ている。

　陸上部所属の妙子は何気ない仕草もきびきびしているが、伊緒の方は身体を持てあましているような印象だ。自慢なのは柔軟性だけらしい。

「小お笠がさ原わらさん、大丈夫？」

　思わず、声をかけてしまう。

「はい！　スポーツは苦手ですけど、一種目は出なきゃいけないし、クラス全体の得点での勝負になるでしょ？　だったらただの捨て駒扱いって悔しいじゃないですか！」

　一位は無理にしてもポイントが獲とれる順位に入賞したいと、伊緒は意気込みを語る。

「一緒に走る敵がどんな奴やつになるかは運任せだけど、日頃トレーニングしてない同士の戦いなら、スタートの練習やフォームの修正だけでかなり違ってくるからね」

　激励する妙子の方は、出場三種目全部で高等部にも勝ちたいと意欲を燃やしている。

「そうそう！　やるからには全種目で勝ちを目指さなくちゃ！　優勝なんて、頑張った結果としてついてくるものだもんねっ！」

「おーっ！」

　花菜が右手を突き上げると、みんなが声を揃そろえて応じる。

　やっぱりこのクラスは団結力があり、仲がいいんだなと、健太郎は再確認する。

　もっとも、だからこそ『異物』が際立ってしまうのだけど。

　妙子がコーチ役になって基本的なフォームの習得、さらに二人三脚やムカデ競走、リレーのバトンタッチなど、呼吸を合わせる必要がある種目の練習をしているうちに時間は過ぎていった。

　きちんと整理体操も終え、三Ｂの生徒たちは教室へと戻っていく。

「ふぅ……」

　健けん太た郎ろうは軽く目を閉じ、余韻を楽しむ。

　動き回る女の子の躍動美、うっすらと汗で濡ぬれた白く滑らかな肌、そして握られた手や組み付かれた腕の感触。

　思い出すと、頬ほおが緩んで笑いが溢あふれるのを抑えきれない。

　いけない。誰かに見られたらお終しまいだ。どこか人目に付かない場所へ移動しよう。

　そう考え、運動部で溢れるグラウンドから小走りで裏庭へと移動する。

　中等部と高等部の校舎を結ぶ渡り廊下の裏手は、何の用途もないただの空き地だ。あそこなら、多分誰にも目撃されないだろう。

　メガネを外し、口元を手で隠しながら、裏庭中央に植えられたポプラの根元に長身を畳むようにしてうずくまり、笑いを押し殺す。

　ナマ着替えを目撃するのも嬉しすぎて対処に困るほどのアクシデントだけど、それ以外にも女の子の柔軟体操を手伝うなんて、何という役得。

　それなりに苦労もあるけれど、なりゆき任せで先生になって本当によかった。

「先生」

「わっ！」

　不意に呼ばれて、屈かがめていた身体からだがスプリングのように伸びた。笑いも喜びも、一気に吹っ飛んでしまう。

　目の前に立っていたのは、体操服姿の未み優ゆうだった。

「先生は、自制した方がいいです」

「じ、自制？」

「そういう姿を目撃されたら評判が落ちますし、見てしまった子も失望します」

　淡々とした声で注意しながら、白い両りよう膝ひざに手を上げて屈伸運動を始める。外から号令をかける必要なんてない。精密な機械を連想させる、正確で一定の動きだった。

「失望って……まあ、確かに」

　面白がってからかってくるようなところもあるが、現状は一応若くて真面目まじめな教師として信頼されている訳だし。

「先生を続けたいのなら、本性を女子に見せないようにするべきです」

　冷淡に指摘しつつ、スニーカーの足首をほぐす。

「そ、そりゃ分かってるってば！　分かってるから、ここに避難した訳で……って、どうして神こう月づきさん、オレがさっきまでクラスのみんなと一緒だったって知ってるの？」

　正体を隠す必要がない未優と二人きりだと、一人称もつい地が出てしまう。

「着替える時に、ちょうど入れ替わりになりましたから」

「えっと……神こう月づきさんは練習に誘われなかったのかな？」

　無言で、コクンと肯うなずく。

　まずかったかな──口の中に、苦いものが広がる。

　さすがに無神経な質問だったかも知れない。

　未み優ゆうの真意が読み取れないせいもあって上う手まく距離感がつかめず、不用意に深く踏み込んでしまう。

　ところが当の未優は気分を悪くした様子もなく、準備体操を続けている。

　今度は上半身をひねる体操。薄いスポーツシャツが引っ張られ、中学生らしくささやかながら整った胸の膨らみがくっきり浮かび上がる。

「……本性を隠す以前に、女子に触ったりするのを避けるべきですね」

「い、いや！　だから、それはオレも理解してるんだってば！　だけどみんなの方から触ってきたり触らせたりするんだし！」

「それが事実としても自覚すべきです」

「何を？」

「先生個人が好かれているという訳ではないという事実を、です」

　それだけ言うと、未優は走り出した。

「そんなのは分かってるよ！　要するにオレ個人じゃなくて、単に若い独身男性教師が珍しいから、みんながまとわりついているっていう程度の事は！」

　走って追いかけながら、答える。

「大変浮かれているので、ご自分が動物園の珍獣と同じ扱いなのを理解していないのかと思っていました」

　裏庭の外周一杯を大きく使って走りながら、まるで息を節約しているみたいな小さな声で答える。

「オ、オレだってバカじゃないんだから、自分が個人としてモテてるなんて勘違いはしないよ。そもそも個人として恋愛対象に見られるほど深く知り合ってもいないし、オレの方はみんなに正体隠してる訳だしな。表向きの歳としだって離れすぎてるし！」

　元々体力に自信がある方ではないし、まだ足に馴な染じんでいない革靴という事もあって、遅れそうになりながら、どうにか未優に食い下がっていく。

「……確かに、先生の正体を知っているのはわたしだけですね。わたしひとりが、先生の本当の性格と、実は一歳しか違わないという事を知っているんですね」

　己の言葉を噛かみしめるように、未優は呟つぶやいた。

「えっ？　それってつまり……」

　思わず声が弾んだ。

　この話の流れで『自分だけが本当の姿を知っている』『実は年齢が近い』というポイントを特に念押しするというのは『未み優ゆうだけは、他のみんなと違って特別な個人的感情を健けん太た郎ろうに抱いている』事を匂わせたいのでは？

　カップ麺とか胃薬とか、健太郎の身体からだを気遣ってくれているし。

「先生、間違ってます」

「ま、間違ってるって……オレ、何も言ってないし！」

「わたしが、先生に特別な好意を抱いていると考えてませんか？」

「……」

　図星なので反論できない。

　併走したまま、恥ずかしさでうつむいてしまう。

　運動をしているのも手伝って、嫌な感じの汗が湧わき上がってくる。背広の上着を脱いで右腕に抱え、左腕でネクタイを緩める。革靴のせいで爪つま先さきが痛い。

「正体はさておき、今のところ授業に支障は出ていません。何より今、先生がいなくなったりすれば、クラスのみんなが嫌な思いをします。ですからわたしは、先生が学校に残れるようサポートするのが適切な貢献だと判断しただけです。前にも言いましたよね？」

　こちらをちらりとも見ず、視線を正面に向けたままで未優は答えた。

　淡々と、淡々と、裏庭を何周も走り続ける。

「本当に大学を卒業した二十代の男性なら、中学生を恋愛対象と見なすのは希まれでしょう。みんなが先生をからかうのも、それを無意識の前提にして油断しているからです」

「そ、そうか？」

「そうです。ですが、先生の正体は一六歳。わたしたちと一歳しか違いません。クラスのみんなの認識と事実のズレによって、先生がうっかり欲情したりしないよう、釘くぎを刺す役目はわたしにしかできないという事です」

「よ、欲情って……。その言い方はあんまりだよ！」

「欲情しないという、確かな自信はありますか？」

「……ないけど……」

「つまりわたしの行動はクラス全体のためです。勘違いしないでください」

「は……はい。でもさ、これも一般論の話だけど、さすがにオレ自身に何の魅力もなかったら誰も寄って来ないと思わない？　面白がってからかってるだけじゃなく、少しくらいはこう、個人として意識してるっていうか……」

「プラスがあるのではなく、マイナスがないだけです」

　やはり彼女の分析は身もフタもない。

　要は『唯一の若い男性』という持ち点を損なっていないというだけだ。

「マイナスがないだけでも充分だよ。どんな理由でも、ちやほやされるのって嬉うれしいもんだよ！　それが異性じゃなくて、男の友達でもさ。やっぱり誰かから信頼されたり、プラス評価受けたりするのって嬉うれしいのは当然だろ！」

　思わず言い返した言葉に、それまで無表情だった未み優ゆうの眉がピクリと震えた。

「当然なんですか？　わたしには分かりません」

『友達を作りたい』『友達はいない』と言った同じ唇から、言葉がこぼれた。

「ほ、ほら、神こう月づきさんも例の選手リストとか、どういう気持ちで作ったの？　やっぱりみんなに喜んで欲しかったんじゃない？」

　準備運動もなしに走り始め、しかも喋しやべっているせいで息が上がってきた。

「メリットです」

「メ、メリット？　それってどういう……？」

　未優が何度か口にしている単語だが、その用法にどこか違和感を覚える。

「……わたしは、一緒にいても楽しくない人間です」

「そ、そんな事ないだろ！」

「では先生は、わたしと一緒にいて楽しいんですか？」

「楽しいよ！」

「本当に？　単にわたしを慰めるために、咄とつ嗟さに取り繕っただけではありませんか？」

「え、えーと……」

　言葉に詰まってしまう。

　もちろん楽しくない訳ではない。

　だけど深く考えずに下へ手たな事を口にしたら、未優の正確な論理で追い詰められ、やり込められてしまう。

　その段階に踏み込んで反論できなかったら、それこそ未優自身の言葉で未優を否定させる事になってしまうのではないか。

「楽しくない人間であっても、クラス分けで一緒になった以上排除できません。それなら、わたしとしてはクラスに『楽しさ』以外の利益を提供するしかありません」

「本当に……？　本当に、それしかないの？　友達を作りたいんだよね？」

「わたしが一方的に友達を作りたいと考えても、相手がこんな不快な人間と仲良くなりたいと判断するなら、こちらの要求だけを押しつける訳にはいきません」

　歩調と同じ、まったくペースの乱れのない言葉だ。

　少なくとも、表面的には。

「で、でもさ！　それって何かおかしくないか？　ズレてるっていうか？」

「それとも、先生には何か代案があるんですか。友達の作り方について、間違いのない方法を知っていますか？」

「そ……それは……」

　改めて問い詰められると、答えようがない。

　親友だと思っていた二人とは、何か劇的な出来事があった訳でも、こっちから友達になろうとして特別な事をやった訳でもない。ただ小一の時に同じクラスで席も近くて、何となく仲良くなってそのままずっと続いただけ。

　しかも中学卒業という当たり前の流れで離ればなれになってしまった。

　それに男と女の違いもあるし、エスカレーター式の女子校なら人間関係にも独特の文化があるかも知れないし。

「他人がわたしを拒否できないのですから、せめて何らかの価値ある人間として役に立ちたいというのは間違っていますか？」

「間違ってない！　間違ってないけど、違うよ！」

　自分が正しいという確信なんてない。

　それでも彼女に何か言わずにはいられなかった。

「人間っていうのは、そんな損得勘定だけで他の人を好きになったり嫌いになったりするものじゃない！　オレは、そう思うよ！」

「人間──とは大きく出ましたね」

　健けん太た郎ろうは言葉に思い切り熱を込めているのに、未み優ゆうの声は冷たいまま。

「先生の立場を守る事には賛成ですけど、あなた個人を評価している訳ではありません。表向きはさておき、実際は一学年しか違いません。大人ぶった態度を取っても説得力ゼロです。少なくともわたしに対しては」

「……」

　走って疲れたのに加えて、メンタルへの攻撃で心臓が痛んだ。

　汗がどんどん湧わき上がってくる。濡ぬれた身体からだにワイシャツとスラックスがべったりと張り付き、ますます動きを鈍にぶらせる。

「わたしが秘密を内緒にしているのは、先生がいた方がクラスのみんなが喜ぶからです。未熟な素人しろうとが先生のふりをするデメリットよりも、みんなが嬉うれしいというメリットを優先しただけです。この判断も、先生ご自身は否定するんですか？」

「そ、そうじゃなくて……」

　ぜえはあと激しく喘あえぐ。

　反論したいのに、酸素が心臓と筋肉で消費されて、脳に回っていかない。

　頭がかっと熱くなって、考えがまとまらない。

　しかし未優の方はうっすらと汗をかいているだけで、息を切らす様子もない。

「……神こう月づきさん、体力、あるんだね……」

「健康には留意してますから」

　こっちは男で、年上だ。

　別に体力自慢というタイプではないのだけど、女の子に負けるというのはちょっと情けない。懸命に脚を動かし、追いつこうと頑張る。

「スポーツ、好きなの？　部活とかには入ってないんだよね？」

　もう何でもいいから訊たずねる。

　話題が途切れたら、そのまま未み優ゆうとの繋つながりが切れてしまうような気がする。

「身体からだを動かすのは嫌いではありません」

「……実力あるんだったら、もっとたくさんの競技に出ればよかったんじゃないの？　その方がクラスの勝利に貢献できるし、はっきりしたメリットを出すって方針にも合致するんじゃないか？」

　クラス全員が参加する玉入れを別にすると、出場するのは一五〇〇メートル競走だけ。しかも割り振りは未優自身が考えたものなのに。

「体力の消耗があります」

　答はシンプルだ。

　たくさん出場すると疲れてしまう。みんなが嫌がる長距離走を引き受けた以上、確実にポイントを稼ぎたい。なおかつ他の『誰かが出たい種目』には他人を充あてる──未優の判断は合理的で、自分の都合を優先せず、他人を気遣う。

　だけど、不器用だ。

　間違いのない正しさだけを追い求め、抱え込んで、身動きが取れなくなっている。

「それに──」

　微かすかな間まが開く。

「団体競技にわたしが出れば、みんなの士気が下がります」

「……それって、本当は団体競技に出たいって事？」

　健けん太た郎ろうが指摘すると、未優の耳が朱色に染まった。

「そ、それは……先生には関係ありません」

　抑えてはいても、にじみ出るリアクションが『図星』と答えている。

「関係なくないよ！　確かに頼りないかも知れないけど、オレは君たちの先生なんだし、今回の大会じゃ賞品にもなってるんだし！」

　口に出していくと『先生』としての自覚がしっかり形になっていく。

「みんなのためって事ばっかり言ってるけど、神こう月づきさん自身がやりたい事ってないの？　今回の大会に限らずさ」

「特に、ありません」

　熱を込めて問いかけたのに、未優の返答は冷たい。

「現状で『成し遂げたい事』『克服したい事』というのもないし、言い換えれば特に『得意』な分野もないという事ですけど。でも、こんな気持ちを他人に話したところで、贅ぜい沢たくすぎる悩みとか、イヤミだと思われるだけです」

「でも……何か……」

「あるいは『何か夢を探そう』と、型通りの事を言われるでしょうか」

　まさに、言いかけた内容を先回りでブロックされてしまった。

　小お笠がさ原わら伊い緒おは運動が苦手だからこそ、練習して少しでも順位を上げようと考えている。

　三み隈くま妙たえ子こは走るのが得意で、好きで、そこに情熱を注いでいる。

　彼女たちだけじゃない。

　騎手や和楽器奏者を目指す友達だって同じだ。

　やりたい事、やらねばならない事を乗り越えるために頑張っている。

　けれどたった一五で己を見切ってしまった少女に、何を言えばいいのだろうか。

　しかもこっちは、状況に流されて旅に出た挙げ句行き詰まって、なりゆきでニセ教師をやっているような身の上なのに。

　だけど、だからこそ──。

「それでも、オレは君に言うぞ！」

　喘あえぐ息を振り絞って、健けん太た郎ろうは叫んだ。

「ちゃんとした大人の本物の先生なら、もっと筋通った説教するだろうけどな！　こっちは一六になったばかりのガキで、バレてる相手にごまかす必要もない！　だから言うぞ！　何だか分かんないけど、神こう月づきさんが言ってるのはおかしい！　どっか間違ってる！」

　自分は未熟だ。

　免許もないし、ちゃんとした教育だって受けたわけじゃない。

　だけど、今この場にいて、神月未み優ゆうの考えを聞いているたった一人の人間だ。

　世界で唯一の存在として訴えられる事があるはずだ。

「……先生、間違ってます。わたしの判断は、合理的で公正なはずです」

「合理的で公正で筋が通っていても、間違ってるモンは間違ってるんだ！　神月さん、他のみんなにはっきり言えばいいじゃないか。『友達になりたい』って！」

「支離滅裂ですね。もしもわたしがそう主張して、みんなの方に受け入れる意思がなかったとしたら、単に全員が不愉快に感じて終わりです」

　これも正論だ。

　何も間違っていない。

　だけど、誰も救わない正しさだ。

「だ、だからさ！　それで上う手まくいかなかったら、オレが何とかフォローするから！」

「フォロー？　一六歳の浪人生で男性のあなたに、女子校内での女の子同士の人間関係を外から調整する器量がありますか？」

「はぁ……はぁ……！」

　また息が上がっていく。

　喋しやべりながらでも一定のペースを保つ未み優ゆうに比べて、健けん太た郎ろうの方は激情に駆られて大声を出したりしたから、走りのリズムも乱れまくりだ。服装のせいもあって引き離される。

　華きや奢しやな、頼りない背中を追いかける。

「くぉおおっ！」

　気合を込め、腕に抱えていた上着を放り投げ、ダッシュする。

　未優の真横に並び、叫ぶ。

「やっぱり間違ってる！」

「間違ってるのは、先生の方です」

　一定のペースを正確に保っていた未優の足が、不意に加速する。

　健太郎は必死に追いすがる。

　ずっ！

　脚がもつれた。

　すっころび、顔が地面に激突する。激痛と一緒に、土と草の匂いを感じる。

「……痛てて……」

　すぐに上体を起こし、シャツに付いた汚よごれをパンパンと払い落とす。

　打ったところを触って確かめるが、血なども出ていないし、痛みも大した事はない。少なくとも、あの事故とは比べものにならないレベルだ。

「ケガはありませんか？」

　さすがに心配そうな顔で、未優が見下ろしていた。

　恐る恐る、手を差し伸べようとしている。

「その気持ちは、神こう月づきさん自身の感情だろ？　オレがケガしたら、クラスのみんなが悲しむからとかじゃないよね？」

　立ち上がりたいけれどまだ心臓が暴れてて、呼吸を整えるので精一杯だ。

　ポケットからハンカチを出して額や頬ほおを拭ぬぐうと、すぐに汗が染しみきってびしょびしょになってしまった。

「……どうして……どうしてそこまでするんですか？　本当の教師でもないのに」

「神月さんとオレがまるっきりの他人じゃなく、もう知り合いだって事は消えないから」

「……それは、納得できます。でも、先生は間違っています。わたしは、みんなのために一番いい選択をしています」

「だからさ。その『みんな』って、誰の事だよ！」

「え……？」

「『みんな』なんて人間、いないよ。『クラスのみんな』っていう塊じゃなくて、それぞれちゃんとした名前も気持ちもある人間の集まりだろ？」

「……」

　未み優ゆうの顔に、戸惑いの表情が浮かんだ。

「それでもまだ『みんな』に拘こだわるのなら、そこには神こう月づきさん自身も含めなきゃ！　自分一人と他のみんなって分け方じゃなくてさ」

　乱れた息をどうにか整えて、言葉に紡ぎ合わせて訴える。

「……意見としては、聞いておきます」

　感情のうかがえない声でそう言うと、未優は一度健けん太た郎ろうの前から離れた。

　裏庭の隅に置いてあったスポーツバッグから、真っ白なタオルを二枚取り出す。自分の汗を拭ぬぐいながら、もう一枚を健太郎に手渡す。

「あ、ありがと。用意、いいんだな」

「他人も使いうるものは、多めに持ち歩くようにしているだけです。まさかクラスメイトではなく先生に貸すとは思ってませんでしたが」

「つまり神月さんの予想も外れるんだ。だったら、合理的な正解と思ってやった事が逆効果になる場合だってあるかも知れない。完かん璧ぺきな予知は無理なんだから、結果を怖おそれずに無む茶ちやな行動をしてもいいんじゃないか？」

「無茶、ですか？」

「まだ中学生だろ？　変に悟った態度に、自分を押し込める必要なんてないって」

「ウソじゃないですね。何かあったら、責任を取ってくれるんですね」

　微かすかに、ほんの微かにだけど、未優の瞳と声に、薄暗い濁りが生じた。

　健太郎は、一瞬気け圧おされて、息を詰まらせる。

　だが──。

「あ、ああ。いいさ。オレにできる限りの事はしてやるよ！」

「確かに聞きました。あ、タオルは差し上げます。返さなくて結構です」

　それだけ言い残すと未優は背を向けて、一度もこちらの方を振り向かずに真まっ直すぐに歩いて行った。

　取り残された健太郎はようやく立ち上がり、スラックスについた草の切れ端を払い落とすと、もう一度汗を拭ふく。

　見下ろすと、タオルが純白だからこそ汗を吸った染しみや土つち埃ぼこりの汚よごれが、やけに目立っていた。









５章　　プライスレス・プライス






　波乱は次の日の授業が終わった後、ＳＨＲシヨートホームルームの時に起きた。

「伝達事項は以上です。では、何か議題があれば……」

　いつもの通り花か菜ながてきぱき議事を進める。健けん太た郎ろうは燿よう子こと一緒に、部へ屋やの隅で見守っているだけだ。

「はい」

　最前列中央で、未み優ゆうが手を挙げた。

「えっ？　は、はい。神こう月づきさん、どうぞ」

「スポーツ大会について提案があります」

「何でしょうか？」

「優勝チームのＭＶＰには『先生にお願いを聞いてもらうチケット』が贈られます。ですがいくら貴きの宮みや委員長が『何でも』と請うけ負おったとしても、物には限度があります」

　涼やかな視線が、一瞬だけ健太郎の方を向いた。

「まあ、それはそうよね」

　表面上は常識的な提案だ。花菜は素直に相づちを打つ。

「先生のためにも、このクラスが優勝した場合の『お願い』の、妥当なラインを予あらかじめ提示しておくのが適切だと判断します。他のクラスに例を示す効果もありますし」

「別にいいんじゃない？」

「何でもって言っても、あんまり無む茶ちやな事は言えないしね」

「神月さんも、たまにはこういう事言うんだね」

　教室のあちこちから、納得と賛同の声が聞こえてくる。未優が提示した意見そのものは当たり前で、額面通りに受け取ればむしろ健太郎の事を気遣っている内容だ。

「どうです、唐から渡と先生？」

　窓際にどけた椅い子すに腰掛けたまま、燿子が尋ねた。

「まあ、いいんじゃないですか？」

　健太郎が何気なく肯うなずいた時、ほんの一秒だけ未優と目が合った。

　ガラスの針を打ち込むような、硬く、冷たく、透明な眼まな差ざし。

「！」

　ガタッ！

　健太郎の腰が、椅子から浮き上がる。こめかみに冷や汗の粒が浮かび上がる。

「唐渡先生、どうしたんですか？」

　燿子が不安そうに見上げる。

「い、いえ。何でもありません」

　何とか呼吸を整え、お尻を椅い子すへと戻す。

　視線が絡からんだ瞬間、理解してしまった。未み優ゆうが、何を提案しようとしているのか。

「先生からは、何か記念になる品をプレゼントしてもらうというのはどうでしょう？」

　予想通りの言葉を、未優の唇が告げた。

「悪くないけど、ちょっと物足りないかな？」

「やっぱりただのモノっていうのはねぇ……」

　みんなのリアクションは微妙だ。

「唐から渡と先生って引っ越してきたばかりで、そんなに私物持ってないんでしょ？」

　指摘したのは花か菜なだ。

「ですからお金で買えるものではなく、愛用の品──それももう使わない不要なものを提供してもらうのがいいと思います」

　やっぱりだ。

　彼女は、企たくらんでいる。

「うん。それいいかもね」

「値段高いプレゼントとかもらうのも何だし」

「記念品ならそっちがいいと思うな」

　クラスのあちこちから賛同の声が上がる。

　これも、いつもの通りの未優のあり方だった。

　個人として友情や好意を向けられている訳ではない。しかし、クラスの大半が納得するような理りに適かなった提案をする。

「どうでしょうか、先生？」

　未優の視線が、健けん太た郎ろうに向けられる。

「これは単なる個人的な思いつきです。先生が不都合と仰おつしやるのなら、代案を出してくださって構いません。多分、クラスのみんなもそれで納得するでしょう」

　いつもの透明さではない。ほんの少しの、濁りを感じる。

　憤いきどおり、試し──合理的なだけではない、感情が混じっている。

　実際の時間は三秒か四秒だろう。

　だけど、健太郎は自分の頭の中で巨大な歯車がぎしぎしときしみながらゆっくりと回っているような、そんな感覚を覚えた。

　その歯車が、ガタンと動いて重くて渋いスイッチを入れる。

「じゃあ、もう使っていない愛用の『手帳』があるから、それを景品にしようか」

　不思議なくらい滑らかに、僅わずかな気負いさえなく言葉が唇から滑り出た。

　未優の白い顔から、さらに色が消え去る。恐らくは驚きよう愕がくのためだ。

「……いいんですか、先生？」

「『手帳』と言っても、特に重要なメモとか書き込んでいる訳じゃないからね。プレゼントしても困らないよ」

　表面的には、ウソはない。

　もちろんメモ用のページはあるけれど、大した事は書いてない。

　ただ、手帳の中に健けん太た郎ろうの実年齢──去年中三だったという事を示す身分証明書が含まれているというだけだ。

「まだ使っていない、新品の『手帳』もあるけど、そっちも提供しようか？」

　パスポートの事を指しているという事は、未み優ゆうにだけは伝わるだろう。

　公的な身分証だが、健太郎本人以外には何の意味もない代しろ物ものだ。

　生徒手帳が過去なら、パスポートは未来──両方、人質に差し出したっていい。

「それは……不要だと思います」

　未優の顔に、珍しく戸惑いの色が浮かんだ。

「じゃあ、ウチのクラスが優勝した場合は、それでいいですね？」

　花か菜なが確認したが、反対意見は出ない。そのままＨＲは終了した。

　職員室へ戻ろうと廊下を歩く健太郎に、背後から足音が近寄ってくる。

「先生、お話があります」

　未優だった。ある程度教室を離れるまで声をかけなかったのは、クラスメイトたちから不審がられないようにという彼女なりの配慮だろう。

「えっと、何かな？」

「少しお時間いいですか」

「うん。構わないけど、他の人には聞かせたくない話かな？　それなら移動しようか」

　健太郎は未優と連れ立って一度職員室に行くと、個別指導室Ⅲのカギを借りた。

　他の教室とは異なり、机一つだけ。六人程度で一杯になってしまうような小さな部へ屋やだ。同じ造りのものがⅠからⅣまで四つ並んでいて、進路指導や三者面談、その他マンツーマンの相談事などに使えるのだ。ここなら、防音の面でも安心だ。

　ドアにあるプレートを『使用中』にスライドさせ、中に入る。

「さて、何かな？　神こう月づきさん？」

　窓を背に、パイプ椅い子すに腰掛けて健太郎は訊たずねた。

「二人きりの時は、そんな態度を取らなくてもいいです」

　正面、ドア側の席に座った未優が答えた。

　少し拗すねたように、唇を尖とがらせている。

「クセっていうか、人目がなくても油断しない方がいいと思ってさ。話って、何？」

　伊だ達てメガネを外して、気持ちを切り替える。

「……どうして承諾したんですか？」

　バンッ！

　小さな両手で机を叩たたき、身を乗り出す。

　声音はいつもと大差ないが、彼女らしくない感情的な行為だった。

「だって神こう月づきさん自身、オレの生徒手帳を賞品にするつもりだったんだろ？」

「……わたしは先生が断るものだと推測していました」

　目を逸そらし、小さな声で告げる。

「美み里さとさんが言ったように『適当な品物がない』とか、ごまかす方法はあったはずです。それなのに、どうして挑発に乗ったんですか？　自分から手帳だなんて言い出して！」

「自分で分かってるだろ？　神月さんが『無む茶ちや』を言ったからだよ」

　健けん太た郎ろうだって、未み優ゆうの思惑はすぐに理解した。

　正体がバレる事を怖おそれて『無茶な提案』を却下し、『クラスのみんなが納得するような、合理的な別案を出す』──それこそが未優が期待していた事だ。

　彼女のこれまでのやり方の方が正しい、トラブルを引き起こす無茶なんて、表に出してはいけないと証明するために。

　だからこそ、どれだけのリスクが伴っていても受け入れたかった。

「……それで、今の立場を失ったらどうするつもりなんですか？」

「さあね。多分なるようになるんじゃないかな？」

　気楽な口調を作って答える。さすがに口笛を吹くまではいかなかったけれど。

「……先生は、バカです」

「そりゃオレは、神月さんほど頭はよくないよ」

　健太郎は苦笑する。

「でもさ。バカはバカなりにっていうか、バカにしかできない事をきっちりやってみせるべきだと思ったんだ。バカでも、先生だからさ」

　やりたい事が何もない。自分が何者かもよく分かっていない。ただ状況に流されてきただけの男。

　それが唐から渡と健太郎だというのなら、この状況も受け入れて流されてしまおう。

　もしもその判断が、彼女が変わる小さなきっかけになるのなら、巡り合った意味がある。流れに任せた甲か斐いがある。

「ありがとうございました。失礼します」

　形式的なお礼を述べ、未優は生徒指導室を出て行った。

　一人残された健太郎は、そのまま椅い子すからずるずるとずり落ちる。床に尻を突き、脚は自然と女の子座りの形に開いてしまった。

「は、はは……」

　力ない笑いが、口から漏れる。

　それなりにカッコをつけて虚勢も張っていたけれど、未み優ゆうと一対一というのは緊張する。解き放たれた反動で、全身の留め具が外れたみたいになってしまった。

　もしも本当に正体がバレてしまったら？

　花か菜なや妙たえ子こ、伊い緒お、瑛えい美み、すみれ──今までちやほやしてくれたみんなから軽けい蔑べつされ、白い目で見られ、石もて追われるように先生という立場を失い、理事長からは損害賠償を請求されて、ひょっとしてそのままお縄を頂戴するかも。

　こういう展開だってあり得ない話じゃない。

　まあ、大人のフリをしていても、裁かれる時は未成年扱いなのが救いか。

「まあ、なるようになるだけだっ！」

　空から元げん気きで声を出し、椅い子すに手をかけて何とか立ち上がる。膝ひざに力が入らない。伊だ達てメガネをかけると、何とか心にスイッチが入って背筋が伸びる。

「唐から渡と先生、神こう月づきさんのお話って？」

　指導室から職員室に戻ると、燿よう子こが声をかけてきた。

「あ、差し支えある内容でしたら、黙ってて結構ですよ。特定の先生だけを信頼して打ち明けた話なら、よほどの事がない限り他の教職員に伝える必要はありませんから」

　付け加えたのは、先輩として健けん太た郎ろうを気遣いつつ、同時にこの学校の先生としての心構えを教えたという事だろう。

「さっきの提案が迷惑じゃないかと気にしていたみたいで。まあ大した事はないって答えておきましたよ」

　これも大事なポイントはいくつもボカしてあるけれど、完全なウソという訳でもない。

　燿子の隣──自分の席について、小さくため息をつく。

「まだ慣れないから、いろいろとお疲れでしょう」

「ええ、まあ。でも、頑張らないといけませんからね」

　渡された『クラス指導簿』の記述に目を通す。最後のＳＨＲシヨートホームルームの内容も、簡潔な文章でまとめられていた。

「少なくとも、ウチのクラスに関しては唐渡先生が来てくれたのがいい刺激になっていると思いますよ。特に、神月さん」

「そうなんですか？」

「最初の時に『先入観を持たれないように』ってスルーしましたけど、もう唐渡先生ご自身があの子と関かかわってますし、言っちゃってもいいですよね。彼女、一年生の時から勉強もスポーツも優秀なんですけど、ちょっと周りと打ち解けないようなところがあって」

　手持ち無ぶ沙さ汰たなのか、ボールペンを指先でくるくる回しながら、燿子は話し始めた。

　何か問題行動があったり成績が悪かったりすると、むしろそれをきっかけに話し合う場も持てるのだけど、表面的には極めて『よい子』『優等生』なので、アプローチするきっかけがない。

「彼女、自分の事で他人の手を煩わずらわせるのが嫌いみたいで、心配する相手をかえって遠ざけるみたいなんですよね」

「……まあ、確かにそういう感じですね」

　はぁ。

　健けん太た郎ろうは、ため息をついた。

「でもオ……僕みたいな素人しろうとの若わか僧ぞうで、どれだけ彼女を助けてやれるのか……」

　実年齢は一歳しか違わない。勉強の成績というか、頭の良さでは向こうが圧倒的に上だ。背広や革靴のハンデがあったのを差し引いても、体力でさえ勝てなかった。

　勢いに任せて『手帳』の件を承知したのはいいけれど、このままだと正体がバレて何もかもお終しまいだ。

「まあ、先生なんてそんなものかも知れませんよ」

　燿よう子こが、ふっと微笑ほほえむ。

「唐から渡と先生は若僧って謙けん遜そんなさいますけど、わたしだってまだ二十代なんですから、世間的に見ればまだまだ若いんです。ぴちぴちなんですっ！」

「ぴ、ぴちぴち……ですか？」

「ええ。ぴちぴちです！　お肌だってまだまだハリがあります！」

　強調しながら、燿子は己の頬ほおをそっとさすった。

　体育教師としての安全のためか。爪つめは短く整えていて色は乗せていないけれど、光沢だけのマニキュアが塗られている。

　あの指先には、どんな感触が伝わっているのだろうか。

「二十代なんて仕事の現場じゃまだまだ新人の小娘ですよ。不安もあれば、間違いや失敗だってあります。だけど、生徒たちの前ではしっかりした一人前として振る舞わなきゃいけないじゃないですか」

　年齢や立場をごまかしている健太郎だけではない。

　本物の『大人』である燿子にしても、似たような悩みを抱いていたのだ。

「まだ若いっていっても生徒たちとは歳としが離れちゃってますしね。新米だった頃は中学生の気持ちが分かるつもりでいたんですけど、今はもう遠くなっちゃいました」

「そう……ですか」

「理事長が唐渡先生に期待してるのって、そういう部分だと思いますよ。年齢が近い分、生徒の気持ちが分かるんじゃないかって」

「はは、そうだといいんですけどね。何しろ素人ですし」

「教師だって人間です。何でも完かん璧ぺきにこなすのは無理ですよ。ただほんのちょっと人生の先輩だって事を支えにして、間違いを怖おそれずに行動して、失敗したら相手が子供でも素直に謝る──それでいいんじゃないかって、わたしは思います……あっ！」

　ずっと回していたボールペンが指から滑り落ち、机にバウンドして健けん太た郎ろうの足下へと転がってきた。

　ミスを、完かん璧ぺきに避ける事などできない。

「ご指導ありがとうございます。そうですよね。やっぱり、それでいいんですよね」

　拾ったボールペンを燿よう子こに手渡しながら、健太郎は肯うなずく。

　ほとんど同じでも、自分は未み優ゆうより年上──先に生まれた『先生』だ。

　いや、仮に同い年だろうと年下だろうと、彼女とは違う人生を歩んできた人間として、違うものの見方も感じ方もできる。

　その事で少しでも未優の助けになれたら、たとえ正体が発覚してこの学校を追い出される羽は目めになったとしても、無意味なんかではないはずだ。

「ふふっ。先輩教師としてお役に立てたみたいで何よりです」

　受け取ったペンを文具立てに差し込むと、燿子は笑え顔がおでサムアップした。

「校外でも、こういうアドバイスはできると思いますし、唐から渡と先生の方からもいろいろためになるお話を聞きたいんですよ。ですから、また一緒にお食事でも！」

「ま、またも何も、前回は黒くろ岩いわ先生が一人で酔っ払ってただけじゃないですか！」

「大丈夫っ！　今度はいきなり押しかけたりしませんから！　どこかおしゃれなお店、予約しておきますっ！」

　健太郎の苦悩も知らず、燿子は笑いながらガッツポーズをしてみせた。









６章　　そして勝ち取るもの






　土曜は、文字通りの抜けるような晴天だった。

　白い雲がまばらに浮かぶだけの青空は、見上げると吸い込まれてしまいそうなほどに透き通っていて、高い。

　広いグラウンドでは第一トラックと内側のフィールドがメイン競技場となり、サブトラックのスペースには椅い子すが並べられ、全校生徒がクラスごとに固まって座っている。それと向かい合うように教職員席、大会本部などのテント屋根が並び、放送席の隣には演壇が設置されている。

「という訳でっ！　交流委員会委員長であるこのわたくし、貴きの宮みや瑛えい美みはここに六月期イベント・クラス対抗スポーツ大会の開催を宣言いたしますわっ！」

　その壇に立った瑛美が告げた。

　一応マイクを通しているけど、スピーカー不要と思えるほどのよく通る大声だ。体操着だとバストが制服以上に強調されていて、教職員席から見る健けん太た郎ろうにとっては眼がん福ぷくであり目の毒でもあった。

　もちろん今日きようは健太郎もスーツではなく、動きやすいジャージ。伊だ達てメガネは外していないけれど。

「ではっ！　続いて生徒会長による選手宣誓──」

　瑛美の声に応え、生徒たちの中から早さ弥やが立ち上がった。射るがごとき眼まな差ざしで、壇上の瑛美を睨にらんでいる。

「──は省略いたしまして、みなさまにとってもっと重要な本日のメインゲストを紹介いたしましょうっ！」

「ええっ！」

　出鼻をくじかれた早弥は前のめりに転びかけて、そのまま両腕で空中クロール。どうにかバランスを立て直してまた座った。

「ぐぬぬぬぬ……。見てなさい、瑛美。この恥の恨みは、競技で晴らしてやるわっ！」

　本人としては抑えているのだろうが、早弥も瑛美に負けず劣らず地声が大きくて発音が明めい瞭りようなので、遠い教職員席まで聞こえてくる。

「唐から渡と健太郎先生、壇上にお上がりくださいませっ！」

「う、うんっ」

　名指しされ、おまけにびしっと指まで差され、健太郎は小走りで壇上へと駆け上った。

「既に告知してある通り、優勝チームのＭＶＰにはこの世界で一枚限定『先生にお願いを聞いてもらうチケット』を進呈する事になっております。さあ、唐渡先生！　是非全選手へ激励をっ！」

　チケットの入った封筒をかざしながら、瑛えい美みがマイク前を譲る。

「え、えーと……その……。みんな、怪け我がのないよう注意してがんばってください。それとＭＶＰになった人も、あんまり無む茶ちやブリしないようお願いします」

　戸惑いながら健けん太た郎ろうが告げると、全校生徒がどっと沸く。

　つい視線が中等部三Ｂへと向いた。

　やはり未み優ゆうは笑っていない。

「ＭＶＰは優勝クラス内の話し合いによる選出を原則としますっ！　最も活躍し、勝利に貢献した友達を、自分たちが選んでこそ結束も強まるというもの！」

　賞品である『先生にお願いを聞いてもらえるチケット』の使い道については、さすがに当事者だけあって健太郎の耳には届いている。

　ほとんどの生徒は『何か私物をプレゼントしてもらおう』とか『二人きりでランチ』とかいう話になっていて、手帳という選択に賛同しているクラスも少なくないらしい。

『そんな賞品破棄してやる』と息巻いている早さ弥やのところは例外中の例外だ。

「さあ、みなさん、全力で戦い、応援しあいなさいっ！」

　最後はあいさつだか何だか分からないような鼓舞で、瑛美のスピーチは終わった。続いて壇上に上がったのは、ロックウェル理事長だ。

「こういう場で、大人が長々とおしゃべりをするのも無粋ですね。ケガをしないよう気をつけ、フェアプレー精神で頑張ってください」

　こちらは、ごく簡単なコメントだけ。

『最初の競技は二〇〇メートル競走です。選手の皆さんは、スタート地点に集合してくださーい』

　すみれによる場内アナウンスで、競技が始まった。

「よーしっ！　じゃ、行ってくるよ！」

「がんばってーっ！」

　中等部三年Ｂ組ではみんなの激励を受け、妙たえ子こがジャージの上着を脱いだ。

　スタートラインに集まった他の選手たちの中には、瑛美と早弥の姿もある。

　ゴールテープを支えたり、着順記録をつけたりするのは、各クラスからのお手伝いだ。

　交流委員会の常任メンバーが少ないので、それぞれが参加する競技の合間に手助けする事になっているのである。

「目立ちたがりで一番が好きな瑛美の事だから、最初の競技には絶対出てくると思ったわ」

　早弥が、鋭い眼まな差ざしで瑛美を睨にらみつける。

「ほーっほっほっほ！　当然よ！　まず実力をもって相手の出鼻をくじき、戦う意思そのものを打ち砕く。それこそがこのわたくし、貴きの宮みや瑛美の必勝方程式っ！」

　高笑いすると、体操服に包まれた胸がゆっさと揺れた。

「その無駄なお荷物が、まるっきりのデッドウェイトだと思い知らせてやるわ！」

　多分、自分の胸を隠したいのだろう。両腕を組んで、早さ弥やが挑発する。

「ご存じないの？　ヘラジカの角も、クジャクの尾羽も、邪魔にしか見えないゴージャスな飾りを身に着け、その上で生き残っているという強者の証明ですのよ！」

「それはどっちもオスの話でしょっ！」

　自覚せざる凸でこ凹ぼこ名コンビというか、期せずして話がかみ合っているようだ。

「はいはい。私語はその程度にして。位置について！」

　スターターを務める燿よう子こが注意する。

　体育教師である彼女は今日きようはスターターや審判など、仕事がてんこ盛りだ。

　にらみ合ったまま瑛えい美みと早弥はスタートラインに屈かがんだ。妙たえ子こたち他の選手は、とっくにスタンバイしている。

「よーいっ！」

　パンッ！

　ピストルの号砲と同時に猛然とダッシュし、妙子はぐんぐん加速する。

「このこのこのっ！」

「くぬくぬくぬっ！」

　瑛美と早弥も脚は速いのだけど、お互いに肩がぶつかりそうな位置で無意味に競せり合あっているせいでスピードが乗り切らない。

　というか、走路妨害にならないのか、アレは。

　並んで走ると、一歩ごとにぶるんぶるん揺れる瑛美のバストと、すとんと滑らかな早弥の胸元の絶対的な格差が強調される。

「な、なかなかやるわね！　無駄な重さ抱えてるくせに！」

「ふっ！　恵まれた肉体には恵まれた能力も宿りますのよっ！」

　結局二人がそんな言い合いをしているうちに、一位でテープを切ったのは妙子だった。ゴールインと同時に、高らかに右みぎ拳こぶしを突き上げる。

　わぁーっ！

　応援のクラスメイトから、歓声が沸き上がった。

　未み優ゆうは無表情・無言で、ぱちぱちと手を叩たたいているだけだが。

　順調にプログラムは進んでいく。

　四〇〇メートルでも伊い緒おが健闘して三位に入賞し、一ポイントを獲得した。

『次は、借り物競走です』

　アナウンスの声が、すみれから別の生徒に替わった。指示に従って選手がスタート位置に集まり、コース上に白い封筒が並べられる。

「ん？」

　何かの偶然だろうか。出走第一組の中には花か菜な、瑛えい美み、それにすみれと、健けん太た郎ろうに縁のある女の子が揃そろっている。おまけに早さ弥やも一緒だ。

　アナウンサーが交替したのは、すみれ本人が出走するためだったのだ。

「強欲なあなたの事だから、この競技にも絶対出てくると思ってたわ！」

　隣のコースに立つ瑛美への対抗心むき出しで、早弥がきゅっとハチマキを締め直す。

「強欲だなんて聞こえが悪い。わたくしは器の大きな人間だという自覚があるからこそ、その中に収まるものを入手するのに無意味な遠慮をしないだけの話ですわっ！」

「そういう事を堂々と言っちゃう人間の、どの器が大きいって言うのよ？」

「もちろんっ！　主に、この部分などですわっ！」

　ずいっ！

　瑛美が胸を突き出すと、体操服の先っちょが早弥に触れてしまった。

　辺りはばからない言い争いは、グラウンド中に響き渡っている。

　いいんだろうか。仮にも生徒会長と交流委員会委員長という、生徒のトップに立つ人間がこんな有様で。

　あちこちの生徒からクスクスと笑い声が漏れているのはもちろん、ロックウェル理事長でさえ二人の激突に苦笑しながら大げさに肩を竦すくめている。

　どうやら日常茶飯事らしい。

　そんな中、健太郎の視線に気付いたのか、花菜が小さく手を振った。

「はいはい。もういいから位置について」

　燿よう子こが呆あきれながらピストルを構えた。

　パンッ！

　スタートが速いのは瑛美、続いて早弥と花菜がほぼ同じ。すみれはやや出遅れた。

　封筒を拾い上げて中身を読んだ瑛美が、グラウンドを横切り一直線にこちらへ向かって走ってくる。さらに、早弥と花菜も同じパターンで続いた。

「え？　ええっ？」

「さあ、唐から渡と先生っ！　このわたくし、貴きの宮みや瑛美と一緒に来るのですわっ！」

　瑛美が突きつけた紙には『男性教師』と書かれていた。

「先生っ！　わたしと来てください。ウチのクラスの勝利のためです！」

　次に飛び込んできた花菜の紙には『身長一八〇センチ以上の人』。

「卑ひ怯きようよ、瑛美ちゃんっ！　委員長特権を利用してこんな借り物ばっかりにしたのね！」

　そういう早弥が広げた紙の内容は『二十代の先生』だった。

「え、えーと……」

　右腕を瑛美が引っ張り、左手を早弥がつかむ。そしてジャージの裾すそを花菜が握る。

　ぎゅっとしがみつかれたせいで、瑛えい美みの胸のボリュームある弾力が腕に伝わってくる。上目づかいで花か菜なが懇願する。早さ弥やはただ力任せに引っ張っているだけだ。

　この場合、どうすればいいのだろうか。

　先着順なら数秒差で瑛美に優先権があるけれど、クラスのためという花菜の言い分にも一理ある。しかし、逆にえこひいきと非難されるかもしれない。

　早弥の条件、実は合致しないけれど、それをここで言う訳にもいかないし。

「さあ、先生。どうなさいますの？」

「お願いです！」

「瑛美ちゃんの邪悪な陰謀を砕くため、是非わたしに協力をっ！」

「痛い痛い痛いっ！」

　ジャージの裾すそはいいけれど、両腕が思いっきり引っ張られる。

　瑛美の胸が体操着越しに腕に当たっているのだけど、その感触を楽しむ余裕もない。

　そんな時、とことこと最後に遅れてすみれがやってきた。

　制服姿では分からなかったが、こうして間近で見ると小柄だけど均整が取れていて、どこか小動物的な愛嬌も感じる。

「えーっと。あたしのはこれですけど、唐から渡と先生お取り込み中っぽい感じですねー」

『英語の先生』と書かれた紙を広げ、ぺこりと頭を下げる。

　そして健けん太た郎ろうではなく、高等部のベテラン英語教師の手を引っ張って走って行った。

「あーっ！　待ちなさいっ！　すみれっ！」

　片腕でしっかり健太郎にしがみついたまま、瑛美が虚むなしく手を伸ばす。

　そのせいでますます胸の柔らかさと張りを感じてしまう。

「し、しまったっ！　瑛美ちゃんに対抗する事ばかり考えてないで、条件に合う他の先生をお願いすればよかったのよっ！」

　今さら気付いた早弥はスタート地点まで戻って燿よう子こを確保するが、既に遅い。

　結局、すみれがちゃっかり一位をゲット。ぎりぎりで他の教師に鞍くら替がえした花菜は四位。彼女と争い、最後まで健太郎に固執した瑛美は最下位──というか着外だった。

「くぅっ！　このわたくしとした事が、目先の事に囚とらわれて確実だったはずの勝利を逃がすとは、何という屈辱っ！」

　大げさに天を仰ぎ地団駄を踏みながら、ようやく健太郎の腕を解放する。

「は、はは……」

　照れ笑いし、さっきまでバストに埋もれかけていた肘ひじをさすりながら、中三Ｂの方に目を向ける。

「えへっ！　ごめんね。ポイント取れなかった」

「ドンマイ、花菜」

「あれじゃやっぱり、唐から渡と先生の方に行っちゃうよね」

　照れ笑いする花か菜なを、他のクラスメイトたちが励ましている。

　ただ、そんな中でやっぱり未み優ゆうだけがノーリアクションだった。

「……何か、言いたい事でもあるの？」

　花菜が、声を尖とがらせる。

「いいえ、別に。織り込み済みです」

「……わたしが負けるのは予定のうちっていう意味？」

「そうではありません」

　硬く尖った花菜の言葉に、未優の声がボリュームを下げる。

「はいはい。どうせ神こう月づきさんは全部お見通しだもんね」

　クラスメイトの一人が、皮肉っぽく混ぜっ返した。

「何もかも予見してる訳ではありません。どうしても不確定要素があります。あのリストも優勝を保証するのではなく、最高の成功率を目指しただけです」

「だったら織り込み済みとか言わず、頑張ったのを普通に褒めてあげればいいじゃない？」

　さらに別のクラスメイトから批難が飛ぶ。

「入賞できず、取れる可能性が大きかったポイントを落としたのは事実です」

　淡泊に言い放つと、未優は立ち上がった。

「ちょ、ちょっと！　どこ行くのよ？　逃げる気？」

「……もうすぐ一五〇〇メートルですから、準備するだけです」

　ジャージの上着を脱ぐと、少し離れた空きスペースで未優はウォームアップを始めた。

　花菜を始めとするみんなは、どこか白けた雰囲気でそれぞれの席に戻る。

『一五〇〇メートル競走に出場する生徒は、スタート地点に集合してください』

　アナウンスがあり、ほどなく競技が始まった。

　時間がかかる長距離走は、選手は各クラス一名のみ。全員が揃そろって同時にスタートする。

　はっきり言って、地味な種目だ。

　実力伯はく仲ちゆうのアスリートが競う訳ではないから、抜きつ抜かれつの攻防がある訳でもなく、黙々とトラックを周回するのみ。体力と基本的な走り方、ペース配分の勝負になってしまうので序盤にほぼ順位が確定して、後はそれぞれの差が開いていくだけだ。

　未優が言っていた通り、望んで出場している選手がいないのだろう。フォームを見ているだけでやる気のなさが伝わってくる。入賞が望めない後ろ半分は、もう歩いているのか走っているのか分からない。

　そんな中、未優一人が正確なストライドを刻み、一定のリズムで腕を振り、順調に二位との差を広げていく。写真に残したいほどの、美しいフォーム。

　しかし、その姿に向けられる応援はない。

　三Ｂだけではない。観戦者の興味は、同時にフィールドで繰り広げられている大玉転がしの方に集まっていて、退屈で結果もほぼ決まっている一五〇〇メートルに注目している人はほとんどいないようだ。

　淡々と、予定の作業をこなすように、未み優ゆうはトップでゴールインした。

　そのままグラウンドの隅へと移動して、今度はクールダウンの体操を始める。

　そんな未優のところへ、一人クラスの輪から離れて花か菜なが近づいていくのが、健けん太た郎ろうの目に留まった。

　表情が険しい──というか、硬い。

　他の級友たちは応援に夢中で、花菜の行動に気付いている様子はない。

（ま、まさか、何かやらかすんじゃ……？）

　不安に駆られ、健太郎はそちらの方へ駆け寄っていく。

　地面に座ってふくらはぎを揉もみほぐす未優を、花菜が間近で見下ろす。

「……何でしょうか？」

「あの……神こう月づきさん。お、おめでとうっ！」

　走りながら健太郎が声をかけようとした矢先に、花菜は未優に祝福を告げた。

　びっくりして、少し離れた場所で脚が止まる。

　花菜は、まだこちらに気付いていないようだ。

「……わざわざありがとうございます」

　マッサージの手を止め、未優が答える。

「べ、別に特別な事じゃないわ。委員長としてクラスのみんなの事は気にしてるし、活躍したら公平に褒めるべきだと思ったから。それに、さっきの事も謝りたいと思ったし」

「謝る？」

　未優が、きょとんと目を開く。

「わたしが冷静になってたら、ちゃんと勝てたはずだもんね。ごめん」

「その事でわたしに謝る必要はありません。入賞を逃した事で損失を被こうむったのはクラス全体であって、わたしではありませんから」

「ほ、ほらっ！　でも、わたしのミスのせいで神月さんがみんなから責められるような形になっちゃったし」

「別に気にしてません。わたしは、他人から好印象を抱かれるタイプでもないですし」

「わたしは委員長として神月さんが頑張ってるのはちゃんと知ってるよ。だから神月さんもそんな風に意地張ったりしないで、素直になってほしいな」

「意地を張っているのではありません。できるだけ客観的に判断した上での評価です」

　未優としてはいつも通りの話し方だ。だけど、花菜は眉をひそめた。

「こ、神月さん一人の問題じゃないでしょ？　クラス全体が仲良く、楽しくなるために、みんなで協力したいって思ってるの。神こう月づきさんだって、一年間一緒なんだからみんなといい関係になりたいでしょ？」

「関係というのは、わたしの側からだけで形成されるのではありません。もちろんわたしはわたしなりのやり方でクラスに貢献は続けますけど、みんなを楽しくしたいというなら、不愉快の原因を遠ざけるのが最も効率的です」

「な……」

　さすがに花か菜なが絶句する。

「……あなた自身がそういうなら、仕方ないわね。お邪魔したわ」

　言葉を強こわ張ばらせ、それでも激情は抑えながら花菜が立ち去ろうとする。

「ちょっと待ってください。委員長は午後、二つの種目に出場しますよね？」

「プログラム、全部暗記してるんでしょ。無意味な確認なんて省いたら？　その方が効率的でしょ？」

「では、率直に。パン食い競走の方は勝利に固執せず、軽く流した方がいいです」

「ど、どうして？」

「高等部の二Ａや二Ｃなどが、予想以上に強い選手を出してます。美み里さと委員長でも勝ち目は薄いでしょう。最後のリレーのためケガを避け、体力を温存した方が賢明です」

　障害物競走に有力者が集まったため他の種目での勝率が高まっており、ここで強引にポイントを稼ぐ必要はないとも未み優ゆうは付け加えた。

「アドバイスありがとう！　けど、わたしはわたしの好きなように走るわ！」

　言い捨てると、花菜はそのまま大股でクラスメイトたちの方へと去って行った。

　きょろきょろと、健けん太た郎ろうは未優と花菜との間で視線をさまよわせる。

　どっちだ？

　どっちをフォローすればいい？

　こんな事になるのなら静観していないで、二人が話し合っているところに割り込んでいればよかったのか。

　しかし今さら後悔しても始まらない。

　意を決して、健太郎は整理体操を続ける未優のところへと歩み寄った。

「どうしたんですか、先生？」

　未優の方が気付いて、声をかける。

「えっと……。今の話、聞いてたよ。神月さんの言いたい事も分かるんだけど、美里さんとしては頑張ってみんなで練習して、結果出そうとしてる時に、勝たなくてもいいから手を抜こうなんて言われたら、いい感じはしないんじゃないかな？」

「……それでも、わたしは最善の選択に基づいて判断して、発言しているつもりです。合理的で有効なことが分かっているのに、そこから目を逸そらすなんて……できません」

　未み優ゆうの唇が、ほんの少し尖とがった。

　まるで拗すねているのに、それを認めまいと意地を張る子供だ。

「クラスの総意として優勝を目指すのは確認済みです。そのために最良の選択をするべきです。実力不足や不運、トラブルで勝てないのは仕方ありません。でも、美み里さとさんは勝てるだけの力があるのに無意味な判断ミスで負けた──それが、残念です」

「……誰もが理屈にかなった正しいやり方だけを選ぶ訳じゃないよ。気持ちとか気分とかもあるんだし」

「そうでしょうか」

「神こう月づきさんにだって、気持ちはあるでしょ？　今の、残念って感じた事とか」

「個人的な気持ちを優先して、他人に迷惑や負担をかけるのは間違いだと思います」

　健けん太た郎ろうの顔を見ずに、未優は立ち上がる。

「それより、先生はそんな落ち着いてていいんですか？」

「何が？」

「大会が終わり、例の景品次第では学校にいられなくなります。事態の深刻さをちゃんと理解しているのか、わたしには疑問です」

　優勝チームに賞品を渡した途端に健太郎の正体がバレる危険は大きい。

　しかも、この状況を作り上げたのは未優だ。

「ま、不安は不安だけどさ」

　伊だ達てメガネを外し、レンズを拭ぬぐう。

「一度約束しちゃったんだから、今さら覆せないし。それに、神月さんが言ったんだぜ。オレは状況に流されやすい人間だってさ。だから、この状況でなるようになるのを受け入れるだけさ」

　自分でも、ちょっとカッコつけすぎだと思う。

　だけど、これが今の偽らざる気持ちだ。

「……先生は、変です」

「間違ってるとは言わないんだ？」

「……」

　唇をきゅっと結んで、未優はクラスとは反対の方へと歩いて行く。

「ちょ、ちょっと！　どっち行くんだ？」

「自分の競技が終わったので、午後はウチのクラスから出す分の手伝い要員は、全部わたしが引き受ける事になっています。わたしがいるよりみんなが盛り上がるし、他の人にも負担をかけない合理的な判断です」

　背中を向けたままの言葉は、どこか無理をしているようにも聞こえた。




　ランチタイムを挟み、午後一番はパン食い競走からスタートした。

　今時珍しいくらい古典的というかオーソドックスなスタイルで、ゴールの少し手前にヒモでアンパンが吊つるされ、選手は手を後ろで縛っているという形だ。

　中三Ｂの選手は、二種目めの花か菜なだった。

「花菜ーっ！　頑張ってーっ！」

　クラスメイトたちから声援が飛ぶ。

「任せといて！　絶対にトップ取るから！」

　手は振れないので、声だけで応える。

　他の選手も様子は似たり寄ったりだった。応援と、それに応じる声が入り交じっている。

「位置について！」

　スターターの合図で、その声が止やんだ。

　パンッ！

　ピストルの音を合図に走り出す。

　腕が振れないのでフォームがままならないのか、ちょっと足取りが危なっかしい。

　それでも隣のコースの生徒と激しく競せり合あいながら、パンの位置までたどり着く。

「よっ！　このっ！」

　花菜も、それほど背の高い方ではない。

　ぴょんぴょんジャンプすると、体操着の裾すそが勢いでめくれ上がっておへそが見えた。

　三度目の跳躍で、どうにかかじり付く事に成功する。

　既に高等部の生徒が二人、先行しているので現状第三位だ。

　口にパンをくわえたまま、花菜は全力でダッシュする。

「いっけーっ！」

　クラスメイトたちが声援で背を押す。

　何とか追いつこうと焦ったのか。ゴール目前で足がもつれる。口からパンが離れる。

　普通なら手を突くところだが、今は後ろで縛ってある。

「危ないっ！」

　誰かが叫んだ。

　それでも、花菜は二位でゴールラインを越えた。

　そのまま倒れた彼女だが、地面には激突しなかった。

　先に地面に横たわり、受け止めた者があったからだ。

「……え……？」

　転ぶ瞬間に閉じたまぶたを、花菜はゆっくりと開いた。

　目の前にあったのは、未み優ゆうの顔だった。

　ちょうどゴールテープ係の補助として側そばにいた彼女が、とっさに滑り込んで花菜を守るクッションになったのだ。

「大丈夫ですか、美み里さとさん」

「う、うん……。ありがとう」

　何とか手首を縛る紐ひもを解ほどく。

　その間にも、他の選手たちが次々にゴールインしていく。

「気にしないでください。充分間に合いそうだと判断したから、下に回っただけです」

　未み優ゆうはあくまで冷静に、肩を貸して花か菜なを立ち上がらせる。

「中三Ｂのあなた。ここはわたしで大丈夫だから、その子を連れてクラスに戻って」

「はい。ありがとうございます」

　ゴールテープ係の上級生に促され、未優は花菜を支えたまま歩き出した。

「事前に、無理しない方がいいと言っていたはずです。勝つ必要はないのですから」

「花菜ちゃん！　大丈夫！」

　その時、伊い緒おや妙たえ子こたち出番を控えていないクラスメイトが集まってきた。健けん太た郎ろうも、職員席から駆けつける。

「う、うん。わたしは、大した事ないけど……」

　花菜が戸惑いながら手をひらひら振り、未優の肩から離れる。

「それより、今言ってたのって何？　勝つ必要がないって、本当にそんな事言ってたの？」

　妙子が、花菜を睨にらみつける。

「言いました」

「どうしてよ！　負けてもいいの？」

「違います。総合優勝のための優先順位を考えるべきという話です」

　淡々と答える未優に、妙子の眉がキッとつり上がった。

「そういうんじゃないでしょ！　みんな頑張って勝とうとしてるのに！」

「そうだよ。わたしの出る種目決めた時も、負けても構わない捨てゴマみたいな事……。足遅いのは自分でも分かってるけど、やっぱり悔しいし、嫌な気持ちだったよ！」

　伊緒も、半分涙声で批難する。

「神こう月づきさん、勉強もスポーツも何でもできるから、普通の人の気持ち分かんないんでしょ？」

「本当は心の中で、あたしたちを見下してるのよ！」

　冷たい目と、熱く尖とがった声が未優を取り囲む。

　しかし、未優自身は反論しない。

　どうする？　どうすればいい？

『先生』として自分は、この状況をどう収めればいいんだ？

　健太郎が煩はん悶もんしている間に、未優が顔を上げた。

「分かりました。わたしの存在が、みなさんにとっては不愉快なんですね？」

　注意深く聞いていなかったら、これまで何度も未み優ゆうと関かかわっていなかったら、多分気付かなかっただろう。

　いつもと同じように平静に聞こえる声、落ち着いた態度。

　だけど、未優の声はほんの少し震えていた。

「違う！　分かるな！　そんな事、納得するな！」

　叫んだのは健けん太た郎ろうだ。

　大声に、未優の肩がビクッと強こわ張ばる。

「君は、確かにクラスのためにいろいろやった」

「けれど、それが結果としてみんなを不快にしました。逆効果だったんです」

「そうだよ。単純にメリットがあるとかないとかじゃない。嬉うれしいか、そうでないかの方が大切だって君はちゃんと分かってるって事だろ！」

「あ……」

　小さく息を漏らして、未優が振り返った。

「神こう月づきさんは確かに頭がいいよ。いろんな事が見えてる。だけど、そのせいで途中をすっ飛ばしちゃうからいろんな事を見落としている！」

　とにかく目的地に速く到達したいのなら、直接ワープしてしまうのが一番いいのだろう。

　だけど途中の風景を眺めたり、トラブルも経験として受け入れるのが旅だ。

　それは単なる移動とは違う。

　いろんな人と出会い、出来事に遭遇し、思い通り予定通りにはならない。

「見落とし……なんてあるはずないです。わたしは冷静に判断して、可能な事はすべて実行したつもりです」

「君は、自分が楽しくないって事、辛いって事から目を逸そらしてるだろ！」

「それは……」

「辛さを打ち明けられる相手を、一緒にいて楽しい相手を何ていうか知ってるか？」

「……」

「答えられないなら言ってやる！　友達だ！」

　健太郎は、ありったけの熱量を言葉に乗せた。

「君は誰にも言ってないだろ！　友達になりたいって！　言ってたよな。友達っていうのは相互の関係だって！　だけど君は相手に何かを提供して『友達にしてもらう』事ばかり考えてる。そうじゃない！　君の方から友達になりたいってはっきり言わなくちゃいけないんだ！」

「……でも、先生……」

　未優の身体からだがまた震えた。

「先生、違うよ。神こう月づきさんはあたしたちの事、対等だとか思ってないもん。友達になりたいとか、そんな事考えるはずない」

　そこへ、誰かが冷たい声を浴びせる。

「そうそう。こっちも嫌だしね」

　それに賛同する者もいる。

「ほら……」

　弱々しい声で呟つぶやいた未み優ゆうの目尻で、何かが光った。

「やっぱり先生は間違ってます。わたしには、友達なんかできません！」

　それだけ言うと、未優は走り出した。

「あ……」

　三年Ｂ組の生徒たちが、気まずい表情で凍り付く。

「待って！　神月さん！」

　健けん太た郎ろうは全力で追いかける。

　だけど、未優の足は速い。

　長距離の練習で流す速度でも追いつけなかったのに、今は全力疾走だ。こっちもジャージにスニーカーとはいえ、なかなか追いつけない。

　既にクラスの待機位置を遠く離れ、グラウンドの隅から今日きようは無人の校舎の方へ走り、裏庭へと逃げ込む。

　その事実が、健太郎の足を加速させる。

　逃げ道のない場所へ駆け込むなんて合理的でない選択をしてしまうほど、未優は苦しんでいるじゃないか！

　未優はスピードを落とさずに突っ込むが、グラウンドとは違って下草が生えている。

　足を取られ、転びそうになる。

「危ないっ！」

　ギリギリで追いついた健太郎がスライディングする。

　横倒しの長身の上に、未優が倒れ込んできた。

　ぽすっ！

　受け止めた衝撃は小さかった。

　どれだけ聡明でも、優れた能力を持っていても、中学三年生の女の子のありのままの身体からだは、こんなにも華きや奢しやで軽い。

　地面に擦こすった背中が痛い。

「は、放してください」

「放すもんかっ！」

　ぎゅっ！

　両腕を回し、逃げないように未み優ゆうを抱きしめる。

　腕が余るほど、胴は細い。

「……さっきのではっきりしたじゃないですか。わたしには、友達を作る能力が欠けているんです。誰も、わたしと友達になりたいなんて考えません」

「それは、ほんのちょっとの行き違いだよ！　なりゆきが上う手まくいかなかっただけだ！」

「でも……」

「でもって言うな！」

　叫ぶと、腕の中の身体からだがビクンと震える。

「君は何でもできて、どんな時でも間違いのない正しい結論を出せる神様じゃない。友達が欲しくて、それが上手くできなくて悩んじゃうただの女の子なんだ！　だったら失敗してもいいじゃないか！　上手く行くまで、何度でもやり直せばいい！　受験にしくじったって来年受け直すチャンスがあるのと一緒だ！」

　抱きしめた腕と一緒にまぶたにも力が籠こもって、自然に目を閉じてしまう。

　それでも未優の温ぬくもりや息づかいははっきり分かる。

「でも……わたしはみんなに違うと言われました！　友達になれないと言われました！」

「それでも、やり直せばいい！　学生時代の友達なんて、一生続く友情だって決まってる訳じゃない。進学したり、就職したりすれば別れ別れになるのが当たり前だ！」

『先生』としての、通り一遍の正論ではない。

　唐から渡と健けん太た郎ろうの胸から溢あふれ、流れる、熱を帯びた真まっ赤かな言葉。

「まだ中学生だろ？　友達作りだって最初から万全に、計算通りに上手くいくのを期待する必要なんてないんだ！　きっかけは適当なものでいい！　完全に理解し合って、何もかも分かり合って、絶対に永遠に仲なか違たがいしない──そんな理想的なモンを夢に見ちゃいけないんじゃないか？　ちょっと気が合うところから始めればいいだろ？」

　脳裏に、親友たちの面影が浮かぶ。

　あいつらと友達になったいきさつは何だっただろう？

　改めて思い出そうとしても、はっきりした記憶は出てこない。

　それでも中学卒業までは大切な友達で。だけど進路の関係で離ればなれになって。

　別れる理由の方は、どうしようもないほど明確だ。

「オレが言ってる事、間違ってる？」

「……」

　答えない。

「本当は分かってるんだろ？　だけど、それを素直に言えないだけなんだろ！」

「……」

　無言のまま、弱々しく首を横に振る。

「じゃあ、はっきり声に出して言おうよ。どうするのがみんなにとって一番いいかじゃなくて、神こう月づき未み優ゆうっていう一人の人間が何を望んでいるかを！」

「……です」

　抱き合っていても聞こえないくらいの、小さな声。音にならない吐息だけ。

「もっとはっきり！」

　さらに声を強める。

「頭の中で分かってるだけじゃダメなんだ！　相手に聞こえるように、伝わるように、分かってもらえるようにしなきゃダメなんだよ！」

「わたしは……わたしは……」

　まだ弱々しい小声。

「言ってよ！」

「友達が欲しいです！　みんなと友達になりたいです！」

　抱きしめられたまま、声を張り上げる。

　初めて耳にする、未優の叫び。

　まだ目を閉じているから、表情は見えない。

　ただ、震えは健けん太た郎ろうの手に伝わってくる。

「だったら、早くそう言ってくれればいいのに」

　高い場所から、温かく柔らかい声が降り注いだ。

「えっ！」

　健太郎はまぶたを開き、腕を緩める。未優が身体からだを捻ひねる。

　そこに、花か菜なが立っていた。

　胸をさすり、荒れた呼吸を整えている。

「でも、友達って『みんな』となるものじゃなくて、特定の『誰か』となるものだもん。それに友達初心者の神月さんが、一足飛びにいきなりクラスの全員とっていうのはハードルが高いんじゃない？　無理に『みんな』の事ばっかり考えるから、変になるんだよ」

　素直ではない。どこかぎこちなく、無理をしている笑え顔がおで、花菜は手を差し伸べた。

　それは、未優に向かって微笑ほほえみたいという彼女の意思の表れだ。

「ほら、立って。いつまでも先生の上に寝てないで」

「……は、はい」

　その手を握り、未優は立ち上がった。

　だけど、まだ花菜は手を放さない。

「神月さん──ううん、未優ちゃん。わたしと、友達になろう」

『なってあげる』でも『なってください』でもない。『なってほしい』でさえない。

「未優ちゃんって確かに取っ付きにくいところはあるし、ちょっとズレてたけど、クラスのために頑張ってくれたのは確かだし。わたしも、少しは分かるよ。みんなのために頑張るのが好きじゃなかったら、委員長なんてやってないんだし」

「……わたしのは、それとは少し違うんですけど……」

「何よりさっきのゴールで、身体からだを張ってわたしを助けてくれたんだもん。未み優ゆうちゃん、今先生に感謝してるでしょ？　あの時のわたしも同じ」

「美み里さとさん……」

　未優が、顔を上げる。

「花か菜なって呼んでよ。友達なんだから」

　微笑ほほえむ花菜と、目尻を潤ませた未優が見つめ合う。

「花菜ーっ！　大丈夫？」

「先生や神こう月づきさん、見つかった？」

　ようやく追いついたらしく、妙たえ子こや伊い緒おたちクラスメイトも駆け寄ってきた。ぎゅっと握手している二人の姿に、それぞれ苦笑したり目を逸そらしたり。

「えーと……。ごめんね。言い過ぎた」

「神月さんって取っ付きづらいから、いきなり友達になれとか言われても難しいけどさ」

　さっき、特にきつい言葉を投げかけた子たちが頭を下げる。納得して反省しているという感じではない。クラス全体のムードやなりゆきにいくらかは流されているのだろう。













　それでも、意味のある一歩だ。

「ど、どういたしまして」

　未優がはにかんで、ぺこんと頭を下げ返す。

「まあ、友達なんて無理したり命令されたりしてなるものじゃないから、取りあえずクラスメイトとして普通に接して、そこで気が合ったら友達になっていくっていうのでいいよ。あ、わたしと未優ちゃんはもう気が合っちゃったから」

　握手したままの花菜の言葉に、あちこちから小さな笑いが漏れた。

　健けん太た郎ろうは、未優と花菜の肩をポンポンと叩たたいた。

「じゃあ、この件についてオ──僕から言う事はもう何もない。競技がまだ残ってるんだから、みんな頑張れよ！」

「はいっ！」

「……はい」

　クラス一同が声を揃そろえて返事をする。未優だけが、ワンテンポ遅れた。




　そうしている間にも、大会のスケジュールは順調に消化されていった。

　残る競技はリレーだけだ。

『さあ、いよいよ今日きようのクライマックス、四〇〇メートルリレー。その最後の出走です。既に、各選手は位置につき、スタートの時を待っています』

　アナウンス役の、すみれの声がスピーカーから流れる。

　既に先の組は走り終わっていて、これが本当に今日きようの最後のレースになる。

　花か菜なはアンカーで、その外側のコースには瑛えい美み、さらに隣には早さ弥やが並んでいる。

「やっぱり出てきたわね。目立ちたがりの瑛美ちゃんだから、絶対最後のリレー、しかも最終走者に出てくると思っていたわ！」

「当然でしょうっ！　真打ちは最後に現れるものと相場が決まっていますもの！」

　対抗心むき出しの二人とは無関係に、花菜は屈伸し、アキレス腱けんを伸ばし、足首を解ほぐす。

『現在、総合トップは高等部二Ｃ。それを追って二ポイント差で同じく二Ａ。そして同点で中等部ながら三Ｂが大健闘！　優勝の可能性は、この三チームに絞られました！』

　もちろん、この三チームはどれも最後に出走する八チーム内にまとめられている。

　偶然ではなく『大会を盛り上げるため、最後は可能な限り優勝争いの直接対決にする』という方針は、事前に告知されていた。

　最後なので、健けん太た郎ろうも応援するためにクラス席に合流していた。燿よう子こが忙しいので実質一人で中等部三Ｂの面倒を見ている状態だ。

　手伝いの当番を終えた未み優ゆうも、自分の席でじっとスタートラインを見つめている。

　口元に手を添え、唇を開きかけてはまた閉じ──それを何度か繰り返した後で大きく息を吸い込む。

「か、花か菜な……けほんっ！」

　叫ぼうとして、むせる。

「大丈夫か？」

　健けん太た郎ろうは苦笑しつつ、背中をさする。

「へ、平気です。大声には、慣れてないので……」

　周りのクラスメイトたちから、柔らかい笑い声が漏れる。

「ほら、もう一度！」

　失敗してもやり直せばいい──声援なんてささいな事でも。

「花菜ちゃん、がんばれーっ！」

　今度は思いっきり大きな声が口から飛び出す。

　応えて、花菜がＶサインを掲げた。

「位置について。よーいっ！」

　燿よう子この声に合わせ、各チームの第一走者がクラウチングスタートの構えを取る。

　パンッ！

　スタートする。

　最初は高等部一年のクラスが先行していたが、バトンの受け渡しに手間取った。次にリードした高三チームは第三走者が明らかに実力不足ですぐに遅れ出す。戦略的な選手配置に徹しきれなかったがゆえの失速だ。

　ほぼ同時。

　優勝争い中の三チームのアンカーにバトンが渡る。

「いっけぇー、花菜ぁーっ！」

「花菜ちゃん、頑張れーっ！」

　妙たえ子こたちが腕を振り上げ、声を張り上げる。未み優ゆうも叫ぶ。

　クラスメイトの声援を受け、花菜は伸びやかなストライドで地を蹴けり、全身を加速させていく。事前に充分に温めていた筋肉は、すぐに全開運転に移った。

「くぬくぬくぬっ！」

「このこのこのっ、ですわっ！」

　本来の実力では花菜を上回るであろう早さ弥やと瑛えい美みは、またしても無駄に張り合うせいでスピードが出ない。

　係が支えるテープを切り、花菜が一位でゴールラインを駆け抜ける。

「やったぁ！」

　健太郎の周りで、歓声が上がる。

　だが、次の瞬間それが鎮しずまった。

　僅きん差さで二位に入ったのは早さ弥や──高等部の二Ｃだったからだ。

「えっと……これ、どうなるんだ？」

「総合では、同点っていう事になります」

　健けん太た郎ろうの疑問に、伊い緒おが答える。

「はぁ……はぁ……。両チーム、まったくの同点という事になりますわね」

　三番目にゴールインした瑛えい美みが、激しく息を継ぐ。

「はぁ……どうするの？　まさか、わたしたちが同点共倒れで、三位のあなたたちが繰り上げ優勝なんて、無む茶ちやな事は言わないわよね？」

　ぺたんと地面に座り込み、早弥が尋ねた。

　花か菜なも、きちんと整理体操をしながら不安そうに瑛美を見つめる。

「ふっ。この貴きの宮みや瑛美……。ちょ、ちょっと待ちなさい！　すーはー、すーはー！」

　まだ息が万全でないらしく、言いかけたのをストップして、瑛美は深呼吸を繰り返す。

「この貴宮瑛美、実力で勝ち取った訳ではない勝利を手にして喜ぶほど、底の浅い人間ではありませんわっ！　今日きようのところはおとなしく、敗北を認めましょう！」

「瑛美ちゃん個人じゃなくてクラスが負けたのは分かったから、優勝はどっちな訳？」

「まさか、両チーム公平に同点とか？」

「ふっ！　この貴宮瑛美に手抜かりはありませんわ！　このような場合に備えて、エクストラステージをちゃんと考えてありますわ！　綱引きよ！　両チーム、一〇分後に一〇人の勇者を選抜しなさいっ！　一回こっきりの勝負で雌雄を決する事にしますっ！」

　おおぉーっ！

　全校生徒が、この日最大の盛り上がりを見せた。

「おつかれ、みんな！」

「惜しかったね」

　戻ってきたランナーたちに、クラスメイトが声をかける。

「惜しかったっていうか、自力でできるのは一位を取るところまでで、他のチームの順位はどうしようもないもん。最後、もう一勝負がんばろうっ！」

　花菜が拳こぶしを握ると、クラスメイトたちがみんなで肯うなずく。

「ここまで来て、最後で負けたら悔しいよね」

「一〇人のメンバー、どうする？」

　みんなが顔を見合わせる。

　本当に本当の、最後の勝負だ。

　責任は大きいし、プレッシャーも強い。

「まず、希望者優先！」

　力強く、花菜が断言する。

「確かに体重が重い方から順に選ぶとか、有利な決め方はあるかも知れないよ」

「……その決め方イヤだなぁ」

　クラスで一番ぽっちゃりしてる少女が冗談めかして笑う。

「どうするのが一番いいかより、どうしたいのかが大切だと思うんだ。出たい人！」

　自分の右手を高く挙げながら、みんなの方を見る。

　三、四人、ぽつぽつと手を挙げる。

「ね、未み優ゆう！　未優も出たい？」

　花か菜なは、直接名指しで呼びかけた。

「……わたしは体重が軽くて筋力もさほどありませんから、綱引き向きではありません」

「向いてるか向いてないかじゃないの！　やりたいか、やりたくないか、よ」

「それは……」

「もちろん、嫌なら無理にとは言わないけど」

「……出たいです。みんなと、力を合わせて頑張りたいです」

「ふふっ。やっぱりね。そんな顔してたもん」

　はっきりと己の気持ちを告げた未優に、花菜が力強く肯うなずく。

「あたしも出るよ！」

「わたしも！」

　次々と自薦の声が上がり、あっさり一〇人が決まった。

「神こう月づきさん、何かいい手知らない？　綱引きも単純に力比べ重さ比べじゃなくて、コツとかテクニックとかあるんでしょ？」

「は、はい」

　妙たえ子こに尋ねられ、未優の声が上うわ擦ずった──というより弾んだ。

　自分だけで考えて最良の提案をするのではなく、誰かに求められて知恵を出す。

　多分それは彼女にとって初めての、嬉うれしい経験だ。

「えっと……。並びは前から身長が小さい順が基本です。ロープが上下に波打つと、力が分散して無駄が多くなりますから」

　記憶をたどっているのだろう。最初はほんの少し口ごもったが、未優の説明はすぐに滑らかな口調へと変わった。

　選手と選手の間の距離は均等に。しっかり脇わきの下でホールドし、身体からだは正面に、視線は空の方へ向ける。真後ろではなく、斜め上に向けて引っ張り上げるような気持ちで。

「確か、これが力学的に無駄の少ない方法です。それと全員で大声を出した方が動きも揃そろいますし、力も出せるはずです」

「よしっ！　じゃあ号令はわたしがかけるから、みんな頑張っていこう。円陣組んで！」

　未優の肩を抱き寄せるようにして、花菜が斜め下に手を伸ばした。

　他の選手たちも同じようにして手のひらを重ね、最後に未み優ゆうも右手を乗せる。

「中等部三年Ｂ組ーっ、ファイトッ！」

「ファイトッ！」

　気合を入れたのは、出場する一〇人だけではない。他のクラスメイトたちも全員声を揃そろえて叫んだ。

　うん、これでいい。

　健けん太た郎ろうが満足して肯うなずいたその時──。

『唐から渡と先生、唐渡先生。至急、グラウンド中央、貴きの宮みや委員長のところまで来てください』

　すみれによるアナウンスが、健太郎を呼び出した。

「何だろう？　行ってくるけど、みんな綱引き頑張ってよ」

　言い残して、指定された場所へと走って行く。フィールドの真ん中、綱引き用のロープが置かれている場所に、瑛えい美みが待っていた。

「お待たせ。何の用かな？」

「このわたくし、貴宮瑛美は思いつきましたの。唐渡先生にも参加していただければ、最後の盛り上がりは数倍になると。交流委員会の顧問として、ご協力願いますわ」

「う、うん。まあ、それは別に構わないけど、参加ってどんな風に？　二チームが直接対決するだけの綱引きだよね？」

「つまり──こういう事ですわっ！」

　瑛美がパチンと指を鳴らすと、数人の女生徒が集まってきて、健太郎を取り押さえた。

「わっ！　な、何？　何なの？」

　抵抗する間まさえない。戸惑っているうちに、健太郎の左右の手首は、それぞれ太いロープに縛り付けられてしまった。

「どうせ先生が賞品みたいなものなのですから、どちらがより強く唐渡先生を引き寄せるかで勝負が決まる！　これぞ選手の闘志をかき立てる名案というものですわっ！」

　誇らしげに、瑛美が笑う。

「ちょ、ちょっと待って？　これって要するにオレ──じゃなかった、僕の身体からだを両側から全力で引っ張るって事？」

　大岡裁きならば『子供を気遣って手を放した方が本物』というオチがつくけれど、これは綱引きの勝負だ。しかも、健太郎本人の身体はがっちりロープに結ばれている。

「ご安心を。牛などではなく、女生徒ですから。多分、死ぬような事はありませんわっ！」

「女の子でも一〇人力だよ？　両チーム合わせて二〇人だよ？」

　相手が女子でも、一〇人、二〇人と力比べをして勝てるとは思えない。

「それと万が一にも先生がご自分のクラスに荷担しないよう、もう一工夫いたしますわ」

　瑛美は健太郎の訴えを無視して、さらにスタッフへと合図を送った。

　キャスター付きの低く平たい台車が運ばれてきて、健けん太た郎ろうはその上に座らされる。確かにこれでは踏ん張ったり、片方のチーム側に寄っていく事もできない。

「さあっ！　では、最終決戦を開始いたしますわっ！　選手、カモンッ！」

　健太郎の右手側に未み優ゆうたち中等部三Ｂ、左手の方に早さ弥やの高等部二Ｃが並んだ。

　身長順なので、花か菜ながほぼ中央。未優はその一つ手前だ。

「……せ、先生、大丈夫なの？」

　処刑のごとき状況に、花菜が心配して声をかける。

「もうこうなったらわたしたちにできるのは、少しでも早く勝負を決めて、先生に負担をかけない事です。あるいは、棄権して勝ちを譲るか」

　冷静な判断は、未優だ。

「それはイヤだよね。みんな、頑張ろうっ！」

　おーっ！

　みんなの声が、花菜に応える。

「残念だけど中等部に勝たせる気はないわ。瑛えい美みちゃんが考えたバカな競技であっても、それがルールである以上は受けて立つわよ！」

　高二Ｃチームの先頭に立つ早弥が、自信満々に告げる。

　こちらは体重や腕力重視で選んだのだろう。リーダーの早弥以外は長身だったりふくよかだったり、明らかに体格では上回っている。

　ただし、綱引きの技術を知っている者はいなかったようで、並び順はバラバラだ。

「ではっ、最終勝者決定戦っ！　綱引き対決、いきますわよ。レディー……」

　選手が位置につくと、瑛美が真まっ赤かな手旗を高く掲げる。

「ゴーッ！」

　振り下ろされた旗が閃ひらめくと同時に、全員がロープをつかんだ。

「オーエスッ！　オーエスッ！」

　花菜の号令に合わせ、中三Ｂのみんなが力を合わせる。

「いっちに！　いっちにっ！」

　しかし高二Ｃも負けてはいない。タイミングもフォームも揃そろっていないけれど、元々の体重とパワーにモノを言わせて、ぐいぐい引っ張っていく。

　力は拮きつ抗こうしていた。

　右に一センチ、左に三センチ、また右に引き戻されて二センチ。

　健太郎を乗せた台車が小刻みに往復する。

　はっきり言って、痛い。

　肩の関節が付け根から引っこ抜けそうだ。

　それでも悲鳴は上げず、必死に歯を食いしばってこらえる。

　繰り返すうちに、最初はバラバラだった早さ弥やたちの呼吸が自然と整ってきた。リズムが安定し、拮きつ抗こうしていたバランスが徐々に高二Ｃ優位へと傾いていく。

「おーえすっ！」

　懸命に叫ぶ花か菜なの顔が、汗で濡ぬれている。未み優ゆうも歯を食いしばり、必死にロープにしがみついている。他のみんなも俯うつむき気味に、足に力を込めて崩れそうな状況を支えている。

　このままでは、中等部三Ｂの負けだ。

　その時、健けん太た郎ろうは重要な事を思い出した。

　高二Ｃが勝ち、早弥がＭＶＰになれば賞品はその場で破やぶかれる。自分の正体はバレない。しかし中等部三Ｂが勝利すればＭＶＰが誰でも『手帳』が渡る事になっている。

　そうしたら先生ではいられなくなる。

　この学校から去り、未優たちともお別れだ。

　だったら、この場はどうにかして早弥たちの有利になるように工夫するべきだ。

　でも、だからこそ──。

「声出せ！」

　健太郎は、叫んだ。

「さっき未優が言った事を思い出せ！　腹の外から声出して、視線は上向き、だろ！」

　思わず、下の名前で呼ぶ。

　正体がバレるのが何だ！

　何が有効で合理的かではない。どうしたいかだ。

　自分は、未優たちに勝ってほしい。

　本心を打ち明けた未優。それを受け止めた花菜。彼女たちの気持ちが報われてほしい。

　友達と力を合わせて勝利したという思い出をプレゼントしたい。

　それが叶かなうのなら、ほんの一〇日ほどでも自分が『先生』をやった意味がある！

「おーえすっ！」

　花菜が声を張り上げる。

「おーえすっ！」

　未優も、彼女とは思えないほど力の籠こもった叫びを上げた。

「おーえすっ！」

　選手はもちろん、参加していない残りのクラスメイトたちも声を揃そろえる。

　みんなの視線が、青空へ向く。

　力の向きが、タイミングが、きれいに集中する。

「ちょ、ちょっと！　先生が片方応援していいのっ？」

　早弥がうろたえた事で、均きん衡こうは完全に崩壊した。

　高二Ｃが前のめりになり、転びそうになり、手を放す。早弥だけはそのまま転倒した。

　花か菜なたちも勢い余って尻もちを突く。

　ガラガララッ！

　キャスターが低いノイズを鳴らしながら、一気に右側へと走っていく。

　勢いは摩擦で自然と鈍にぶり、ちょうど座り込んだ未み優ゆうの位置で止まった。

「優勝っ！　中等部三年Ｂ組っ！」

　宣言して旗を上げ、瑛えい美みがホイッスルを吹き鳴らす。

「瑛美ちゃん、あれはいいの？　ロープに繋つながれた先生が、途中で発言したのは！」

　立ち上がって、早さ弥やが抗議する。

「自分の受け持ちクラスを応援したくなる──その気持ちは尊重すべきと考えますわ」

「でも！　単なる応援じゃなくてアドバイスよ！　アンフェアだわっ！」

「確かに勝負に影響があったかも知れませんわね。しかし事前に気付かず禁止していなかった以上、ルール上は合法っ！　反則を取る根拠がありませんわっ！　潔いさぎよく負けを受け入れる事ができない者は、次の機会の勝利者にはなれませんことよ！」

「ぐぬ……」

　瑛美が指を突きつけると、早弥は眉を吊つり上あげて歯は噛がみする。

「ま、今回はおとなしく諦あきらめようよ」

　綱引きには参加していなかった蛍ほたるがやってきて、ぽんぽんと肩を叩たたいて慰めた。

「しつこく食い下がったら、他の生徒の印象悪くなるって。どうせ早弥ちゃんにとって大事なのは会長の地位なんだし、勝負にこだわる意味なくない？」

「……そ、そうね。元々こんな行事に賛成していた訳じゃないし、ＭＶＰ賞品が欲しいわけでもないもんね！」

　蛍に窘たしなめられてようやく冷静さを取り戻したのか。それとも悔しいけれど負け惜しみでプライドを保とうとしているのか。早弥もようやく引き下がった。

　ちなみに、早弥と蛍以外のチームメイトは、とっくに納得して席に戻っている。

「先生、大丈夫ですか？」

　花菜たちが駆け寄り、手首を縛るロープを解ほどいてくれた。

「ちょっと診せてください」

　未優は背後から近寄り、肩けん胛こう骨こつのあたりに手を当てたり、腕をつかんで動かしたりする。

「特に大きなケガはないようですが、痛みが残るようなら病院に行くのをお勧めします」

「う、うん。ありがとう」

　立ち上がり、自分でも肩をぐるんぐるん回しながら答える。

「それではこのまま表彰式を始めますわ！」

　瑛美の号令で、優勝チームである中三Ｂの全生徒が演壇の前に整列する。

「おめでとうっ！　クラスの団結と健闘、そして何よりも強い闘志をこのわたくしは賞賛いたしますわっ！」

　優勝旗が、委員長の花か菜なに手渡される。

「では、ＭＶＰはクラスで話し合って決定しなさい。変に妥協する事は許しませんわよ。栄冠を手にするのは、あくまでも一人だけという事をお忘れなく！」

　さらに、封筒も渡される。

　全校生徒からの拍手が鳴り響いた。

　そして他のクラスが後片付けを始める中、三年Ｂ組だけがグラウンドに残っている。

「貴きの宮みや委員長もあんな風に言ったけど、ＭＶＰ誰にしようか？」

　花菜が、クラスのみんなを向いて尋ねる。

「やっぱり妙たえ子こじゃない？　目立つ競技三つで全部一位取ったし」

　最初に提案したのは伊い緒おだ。

「あたしは花菜を推すよ。単に活躍しただけじゃなくて、みんなをまとめて引っ張ったって意味で殊勲賞だもん」

　その妙子は、照れ笑いしながら花菜を推薦する。

「ううん。わたしより、未み優ゆうさんがいいと思うな」

「え……？」

　花菜に推されて、未優が目を丸くする。

「一五〇〇メートルの一位も立派だけど、ウチのクラスが総合力で高等部にも勝てたのは未優が決めてくれた選手の割り振りが効果的だったからじゃない？　もちろんそれを受けて実際に頑張ったみんなの力もあるけど」

「で、でも……」

「欲しくないの？」

　ポン。

　戸惑っている未優の肩を、花菜が叩たたく。

「ま、花菜がそういうならそれでいいんじゃない？」

「実際、誰が一番貢献したかっていうと神こう月づきさんかもね」

「やってる事は間違ってないのよ。ただ、ちょっと空気読まなすぎっていうかさ」

「そうそう。言い方変えるだけで、ずいぶん印象変わると思うよ」

「友達欲しいって言った時みたいに、素直になればいいのに」

　ある者は心からの笑え顔がおで、別のある者は渋々という態度で。

　しかし、全員が賛同した。

「……先生、これで……いいと思いますか？」

　最後に、未優は不安そうな眼まな差ざしを健けん太た郎ろうに向けた。

「クラスのみんなが決めたんだ。僕に異存はないよ」

　健けん太た郎ろうは、封をした茶封筒を取り出した。中身は例の『手帳』だ。

　出してしまった後で気付く──未み優ゆうはあれをどうするのだろう。

　友達もできたし、自分の感情を肯定する事も覚えた彼女は、今までとは違う女の子だ。

『クラスのみんな』のために、健太郎の立場を守り続ける意味はあるのだろうか。

　自分が本当は未熟な一六歳で、大人でも何でもなくて、女の子に囲まれて内心舞い上がってるなんて事まで、未優は知っているのだから。

　正体をバラしてしまう危険だってある。

　もしもそうなったら、このパラダイスともお別れだけど──もやもやした不安が、頭の片隅から広がっていく。

　でも、もう決めた事だ。

　腹を括くくって、封筒を未優に手渡す。

「ありがとうございます、先生」

　健太郎の手から封筒を受け取ると、未優はそれを愛いとおしげに胸に抱きしめた。

　開封はせずに。

「これは、わたしの宝物として、誰にも見せずに大事に持っています」

「それで……いいの？」

「はい。もう使わない古い『手帳』は唐から渡と先生個人の思い出の品として大切でしょうけど、わたしたちはこれからも勉強を教わったり、修学旅行や文化祭に参加したりします」

　ゆっくりと言葉を選びながら、未優が微笑ほほえむ。

「先生やクラスのみんなと重ねていく新しい思い出は、きっと素敵……だと思います」

「うん。わたしもそう思う！」

　花か菜なが満面の笑みで、未優に抱きついた。

「そうそう。どうせ貴きの宮みや委員長だから、来月も何かあるだろうし」

「どうせなら、生徒だけじゃなくて先生も一緒に参加できるようなのがいいかも」

「あの人、リクエストしたらノリノリでやっちゃいそう」

　あちこちから声と笑い声が上がる。

「は、はは……」

　ただし、健太郎の笑いだけは微妙にズレたものだった。

　万事はなりゆきだ。何な故ぜこうなったのか、完全に理解している訳ではない。

　それでも一つはっきりしているのは、未優の意思と判断のおかげで、自分はまだ先生を続けられるという事だった。








エピローグ




　幸い、未み優ゆうの診断通り、引っ張られた肩は単なる一時的な筋肉痛だった。

　日曜に休みながらちょっと冷やすとすぐに回復し、翌日には何の違和感も残っていない。

　月曜の朝、健けん太た郎ろうは弾む足取りで出勤する。

「先生、おはようございますっ！」

「おはようございまーすっ！」

「うん。おはよう」

　校門で小走りの女の子たちが、追い抜きざまに投げかけるあいさつに、笑え顔がおで答える。

「先生……か」

　呟つぶやいて、肯うなずく。

　この呼ばれ方にもだんだん慣れてきた。

　確かに、ウソの上に立脚した仮かり初そめの立場だ。『先に生まれた』どころか、瑛えい美みたちに比べれば本当は年下だったりもする。

　けれど、挫折と迷いのまっただ中にあって、流されている自分だからこそ実感し、共感できる事もある。見えるものだってある。

　そういうところで少しでも生徒たちを手助けできたら──彼女たちがいい方向へ変われるヒントのかけらにでもなれるかも知れない。

　そう考えると自然と背筋が伸び、胸を張る姿勢になる。

　空の心地よい明るさに目を細めながら、職員用玄関から校舎に入っていく。

　今は『珍獣』扱いでも時間をかけてもっとちゃんと仲良くなれば、オレ個人を好きになる子が現れるかも──上履きに履き替えながら、そんな事も考えてしまう。

　崇高な理想と残念な煩ぼん悩のうが同居している。これもまた、迷い流される普通の人間だから。

　あ。でも、本当のオレを知るって事は当然正体バレにも直結しちゃう訳だよな？

　それに表向きは『ちゃんとした大人』という事にはなっているけれど、それでも二十代の若手だ。

　女子中学生や女子高生とあまり個人的に親密になっちゃったりしたら、やっぱり先生としてはマズい。下へ手たしたらクビだ。

　という事は『珍獣として無数の女の子に囲まれている』状態は維持できるかも知れないけれど、『特定の誰かと個人的に仲良くなる』のは絶対アウトという事か。

「……ま、それはそれでいいか」

　今が楽しくない訳じゃない。どうせ綿密な計画とか長期的な展望には縁のない性分だ。

　だったら、なりゆきに任せるのも手じゃないか。




　その日ラストの授業も順調に終え、職員室に向かって歩いていると、後ろから近寄る足音があった。

「先生」

　声をかけられて振り返ると、未み優ゆうが立っていた。

　どこか嬉うれしそうな、緊張したような、今までとは少し違う表情。

　教科書やノートを持っていないので、授業に関する質問ではないようだ。

「どうかしたの、神こう月づきさん？」

「唐から渡と先生、放課後は交流委員会に行くんですか？」

「ん？　まあ、一応顧問だからね」

　何しろ委員長の瑛えい美みがエネルギッシュでやりたい事山積みだから、相談役の顧問もヒマにはならない。次のイベントについていろいろ意見を出してほしいとも言われている。

「わたし、交流委員会に入ろうと思ってます」

「え？」

　意外な言葉に、健けん太た郎ろうの声のトーンが上がった。

「先生のおかげもあってクラスのみんなとは打ち解けられそうですけど、わたしは人間関係についてはまだまだ経験値が足りません。いろんな人と関かかわっていく方がいいと判断しました」

　瑛美やすみれとは縁ができたし、人手不足で仕事が多いあそこなら、中等部三Ｂの教室とは違った形で、自分の能力を活いかす機会もあるだろう──未優は、そう説明した。

「これが、合理的で有効な選択だと思います」

「うん。それは、いい考えだと思うよ」

　力強く肯うなずいた弾みでズレかけたメガネのポジションを直す。

　あれ？

　頭の片隅に、クエスチョンマークが浮かんだ。

　未優自身の選択と判断はいいとして、それをどうしてわざわざ前もって自分に告げたのだろうか。

　顧問ではあっても責任や権限はほとんどないのだし、無意味な寄り道などせずに真まっ直すぐ委員会室に行って、瑛美に申し込めばそれで済む話ではないか。

　それともまさか、教室以外でも自分と一緒にいる時間を増やしたいとか、関わる機会を作りたいとか、そういうつもりだったりして。

　理性は否定するけれど、やっぱり心の奥底ではそんな想像が湧わき上がってくる。

　つい頬ほおが緩んでしまいそうになり、みんなに見られないようにさりげなく視線を窓の外へ向ける。

　ちょん。

　にやける健けん太た郎ろうの脇わき腹ばらを、未み優ゆうの肘ひじが軽くつついた。

　まるで内心を読み取ったみたいにささやき──微笑ほほえむ。

「先生、間違ってます」








（おわり）















あとがき




　お待たせしました。新シリーズ『せんちが』の開幕です。

　望外の好評をいただいた『しゅらばら！』の後なので、どこを変えてどこを継承するか、かなり悩みました。

　ファンタジーっぽいネタとか男性ダブル主人公とかいろいろと考えた末に、結局はオーソドックスな学園コメディに落ち着きましたが、思えば一つの学校が舞台というのは前作との違いですかね？

　今回は『すきです！　ラブコメフェア』の中の一作として、プロモーションにも力が入っています。『コミックアライブ』一二月号から草くさ壁かべレイさんによる連載がスタートしますので、そちらも是非チェックを！

　小説本編の方もこのプッシュに応え、みなさんに楽しんでいただけるよう、イラストのプリンプリンさんや担当さんと力を合わせて頑張りますので、よろしくお願いします!!





二〇一四年　晩夏　　　岸きし　杯はい也や　











　著者

　岸　杯也（きし・はいや）

　　室内で飼うのに向いたライトノベル作家。

　　おとなしくてあまり吠えないので番犬には適さない。




　イラスト

　プリンプリン

　　１９８×年１月12日生まれのＢ型。

　　最近アボカドが食べられるようになりました。

　　レシピをいろいろ研究中です









せんせい、まちがってます。
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